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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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イラスト／悌太







　プロローグ




　都つ流る木ぎあかねは手を伸ばす。

　目の前の空間にぬくもりがある気がして空くうを搔かき、なにもないことを確かく認にんするとひどく動どう揺ようした。

「さよならってなに？　どこに行ったの？　そんな、永遠の別れみたいな言い方……っ」

　何度となく手を伸のばし、大気をかき混ぜる。まるでそうすることで、失われたものが戻もどってくるかのように。

「ねえ……!!」

　名を呼ぼうと思った。それなのに言葉が出てこなかった。

　ついさっき目の前にいた相手だ。毎日当たり前のように名を呼んでいた。にもかかわらず、その名も、姿も、声も仕草も、何一つうまく思い出せない。

「私の記き憶おくを消したの……!?」

　なぜそんなことをする必要があったのか。もう一度彼の名を呼ぼうとし──そして。

「……え……？」

　あかねは、自分が泣きそうになっていたその理由さえ忘れた。

　茫ぼう然ぜんと薄うす暗ぐらい廊ろう下かに立ち尽つくし、左右を確認する。古い木造の建物だ。一いつ瞬しゆん、なぜ自分がこんな場所にいるのかもわからなかった。そして、遠く聞こえる打ち上げ花火の音に、文化祭のグランドフィナーレが行われていることを思い出した。

「……そうだ。美み言ことさんの人形を、見ておこうと思って、……」

　野外オークションが行われた噴ふん水すい広場から『二人ふたり展てん』の会場までやってきたのだ。

「なんで忘れたんだろう」

　ごしごしと目を拭ふく。秋風にやられたのか目がやけにしょぼしょぼする。鼓こ動どうも速く、視線はいつの間にかなにかを探すようにあたりを彷徨さまよっていた。

　だが、どんなに目をこらしてもなにも見つからない。ただ違い和わ感かんだけが胸の奥に居座って、不安を覚えたあかねはじっと闇やみを睨にらむ。しばらくそこに突っ立っていた彼女は、話し声が聞こえた気がして展示室を覗のぞき込んだ。

　そして、凍こおりつく。

　展示室には一組の男女がいて、無言で見つめ合っていた。

　女のほうは、英はなぶさ目ま茂も里り──同じＣ班の実行委員で、優やさしくて話しやすい大学生の先せん輩ぱいだ。高校と大学の共同主しゆ催さいでひらかれた『霜しも月つき祭さい』ではたくさん助けてもらった。

　そして、もう一人は橘たちばな美言。長身で、長い前まえ髪がみで顔半分が隠れて表情が見えず、口が悪くて横暴で、金にうるさくて目つきが悪くて──意外と眼鏡めがねが似合っていて、ときどき、優しい。

　二人は向き合ったまま立ち尽くし、それを見たあかねはひどく狼狽うろたえた。

「橘くん、ありがとう」

　まもりが微笑ほほえむ。

　あかねの脳のう裏りに先刻のシーンが鮮せん明めいに浮うかび上がった。

　まもりは美言に告白した。付き合ってほしいと、そう告げた。

　そして、今、彼女は──。

　心臓がバクバクとした。

　美言は異性に興味がないのだと思っていた。彼はいつでも人形作りに夢中で、一いつ緒しよに暮らしているあかねのことだって子ども扱あつかいし続け軽くあしらってきた。

　人形にしか興味がない。

　だから、彼がまもりの告白を受けるだなんて、予想もしていなかったのだ。

　歩き出した二人を見てあかねは逃にげるようにその場から立ち去った。

　どんな顔をして会えばいいのかわからなかった。







　第一章　失われた記憶
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　──まもりとは、どんな感じなのだろう。うまくいっているのだろうか。

　あかねは高校一年生だ。友人たちの恋れん愛あい話を冷静なふりで聞いていても、やっぱり気になるしちょっと羨うらやましいと思ったりした。

　しかし、気になって仕方がない、という状じよう況きようははじめてだった。

「な、なんだろう。二人ともよく知ってるからかな」

「あかね」

　名を呼ばれ、リョウがスープ皿を指さすのを見て首をかしげる。本日はコトコト煮に込こんだクリームシチューだ。霜月祭までは比ひ較かく的てきあたたかい日が続いたというのに、終わったらとたんに世界が冬ふゆ支じ度たくをはじめた。寒い日は体の芯しんから温まる料理に限る。ゆえに──悶もん々もんとした気持ちを誤ご魔ま化かしたかったこともあり、腕うでによりをかけて作った一品である。

「シチュー皿がなに？」

「一つ多い」

　指し摘てきされて「あっ」と声が出た。人形屋や敷しきには、屋敷の主人で大学生で、さらに人形師でもある美言と、三年前に他界してから美言の姉が作った〝ドール〟の中に入り続けているリョウ、そして、美言に多大な借金をして、返済能力皆かい無むゆえに共同生活を余よ儀ぎなくされたあかねの三人が住んでいた。

「……数かず的てきには合ってる」

「なにが『合ってる』だ。リョウは食事ができないって何度言えばわかるんだ？　見た目は人間だが実際にはドールなんだぞ。入れたら中で腐くさるだけだ。解体して掃そう除じする身にもなれ」

　唐とう突とつに美言の声が聞こえ、あかねは飛び上がるほど驚おどろく。

　いつの間にか美言が台所を覗き込み、大おお仰ぎように溜ため息いきをついていた。

「ぼ、僕は、食べない……と、思う」

「……お前、霜月祭であかねが買ってきたリンゴ飴あめをかじろうとしてなかったか？」

　美言の指摘にリョウがつつっと視線をそらした。冷れい凍とう庫の一角を進しん呈ていしてみたものの、お土産みやげは、いくら希望されたとしても食べ物以外を選んだ方がいいらしい。

「リョウ、お前は部屋に戻ってろ。食い物に興味を持たれたらかなわん」

　すっぱりと言い放つと、リョウはとぼとぼと台所を出ていってしまった。相変わらず美言の物言いは容よう赦しやがない。大おお股またでやってきた美言は、あかねの手元を覗き込んで眉まゆ根ねを寄せた。

「サラダも作りすぎだ。お前、霜しも月つき祭さいからおかしくないか？　前はちゃんと作ってただろ？」

「あ……あれ、本当だ。三人分ですね、この量……」

　この手の指摘をされるようになったのは霜月祭以降だ。しかもきっちり三人分作ってテーブルに並べ、毎回毎回美言に注意されている。三日目の夜ともなれば呆あきれられるのも道理だ。

「おかしいなあ」

「ぼんやりしすぎだ。まさか、また学校でなにかなくなったり壊こわれたりしてるのか？」

「え……いえ。そういうことはないです」

　慌あわてて返すと美言はほっとしたように息をついた。

　そんな美言を見て、あかねはちょっとドキリとする。霜月祭のあいだ、いろいろトラブルに巻き込まれていたあかねに、美言はずいぶんとやきもきしたに違ちがいない──と、考えるようになったのは、霜月祭で起こった事件をかいつまんで友人たちに話して出た結論だ。

「それ、どう考えてもいじめじゃん。美言さん、大物ねえ。普ふ通つうは異性からそういうこと相談されると必要以上に警けい戒かいするけどなー。年下のか弱い女の子が頼たよってきたんだし」

「下手へたに騒さわぎ立てないで、最小限の措そ置ちで全力スルーって侮あなどれないわね」

　友人たちはそれぞれにそんな感想を口にした。

　霜月祭がはじまる直前まで美言があかねにやらせたのは、私物の徹てつ底てい管理のみだった。期間が短かったこと、そこまで悪質でなかったことが幸いし、もしやこれは嫌いやがらせの類たぐいなのでは、と、あかねが気づいたのは霜月祭も終わりにさしかかった頃ころだ。

　吞のん気きすぎると友人たちには笑われたが、楽しく霜月祭を迎むかえられたのは美言のお陰かげだった。

「美言さん、お仕事はいいんですか？」

　いつもなら、食事の支度が調ととのうとあかねが工こう房ぼうまで呼びに行っていた。人形作りをしているときの彼は驚くほど集中し、あかねが声をかけたくらいでは正気に戻もどらないのだが、そんな彼が一緒に台所に立ってくれているのだ。

「……ああ。なんとなく……落ち着かなくて」

　湯飲みを用意し、やかんを火にかけながら、奥歯にものが挟はさまったかのように告げる。

　あかねは目を瞬またたいた。

「美言さん、湯飲みが三つ出てます」

「あ？　なんで三つ？」

　美言は、はたとわれに返ったような顔になり、自分が並べた湯飲みを怪け訝げんそうな顔で見た。







　なぜか気になる場所、というものがある。

　気づくと視線が行ってしまう、そんな場所だ。今それは、あかねの席の隣となりにある空席だった。

「でさ、蘭らんの彼氏どうなった？　霜月祭でうっかり抱だきついてきたって言ってたじゃない」

　授業の合間、休み時間になると、友人である花はな見み月づき蘭と千ち葉ば艶つや子こがやってきて華はなやかに会話をはじめる。

「もちろん謹きん慎しん中」

　きれいな黒くろ髪かみを指先で弾はじき、蘭が優ゆう雅がに微笑んだ。それを見て艶子が腹をかかえて笑い出す。

「マジ!?　謹慎ってあり得ないんですけど！」

「あり得るわよ。私の許可なく抱きついてきたのよ？　私から連れん絡らく取るまでは一いつ切さいの接せつ触しよくは禁止。昔からそう決まってるの。今日で謹慎四日目」

「なにそれ、ひっどーい。そろそろ禁断症しよう状じようが出る頃じゃないの？」

「一日で出てた。毎日のように私の跡あとをつけてきて……あれで私に気づかれてないと思ってるんだから、あの人もツメが甘いのよ」

「ちょっとー、通報される前に許してあげなさいよー」

　──恋愛は大変だ。恐恐きようとしながら、あかねはやっぱり隣の空席を気にしていた。

「最近、やけに隣の席気にしてるね？　なにかあった？」

「え。……うーん。隣って、誰だれか座ってたかなあって思って」

「あかねの隣はずっと空席だったでしょ」

「ずっとじゃないよ。前に座ってたのは戸と田だくんだった、……よね？」

　あかねの言葉に友人は「そうだっけ？」「覚えてないわ」と、二人して首をかしげた。

「戸田くんが移動して……それから……」

　そこまでは思い出せるのに、なぜ彼が席を替かわったのかが思い出せない。記き憶おくがひどく中ちゆう途と半はん端ぱなのだ。どこに行っても、なにをしていても違い和わ感かんがついて回る。その違和感の正体が摑つかめなくて苛いら々いらとし、ときどきがむしゃらに駆かけ回りたい気分になった。

　なにかが足りない。

「ちょっと。あかね、あんた顔色悪いわよ？　この頃ごろ調子よくないでしょ？」

「うー。そんなことない。ちゃんと寝ねてるし、ごはんも食べたし、霜月祭が終わったからやることも減ったし、トラブルもないし」

　夜は泥どろのように眠ねむっている。目覚めるたびに疲つかれが蓄ちく積せきされているようでベッドから起きるのも辛つらいが、日中はなんとか動けている。

「病院、行ったほうがいいんじゃないの？」

　蘭に言われてあかねはやっぱりうなり声をあげた。どこが痛いというわけではないのだ。ただ体がだるく、気分が優すぐれない。

「前のときは、しばらくしたら戻ってたの。だから大だい丈じよう夫ぶだと思う」

　体調がいい日と悪い日がゆっくりとめぐってくるという感じで、慣れることはなかったが、それほど深刻に考えてはいなかった。

「じゃあとりあえず保健室行ってきな、保健室」

「もうそのまま早退しちゃったほうがいいんじゃないの？　家でゆっくりしたほうが体も休まるでしょ？　あ、あかねって一人暮らしだっけ？　誰かいたほうが……」

　艶子と蘭の会話に「四人だよ」と返そうとして、あかねは慌ててその言葉を吞のみ込んだ。美言とリョウと、あかね──三人だ。四人ではない。

「やっぱり疲れてるのかなあ。……ごめん、早退する」

　あかねはのろのろと荷物をまとめた。

「じゃあ先生に言っておいてあげる。気をつけて帰るのよー。なにかあったらメールでも電話でも、なんでもして。すぐに駆けつけるから！」

「……私を呼ぶより艶子を呼んだほうがいいわ。私、お茶しか淹いれられないもの」

「うん。ありがとう」

　苦く笑しようして、あかねは学校をあとにした。足に力が入らずうまくペダルをこげなかったので、自転車に乗ることはあきらめ、荷物をカゴに入れて押した。これはこれでやけに時間がかかり、おまけに十一月の風は皮ひ膚ふに刺ささるかと思うほど冷たくて、人形屋敷に帰り着く頃にはへとへとになっていた。

　人形屋や敷しき──〝人形の館やかたマリア・ロワーズ〟は、フランスの古城の一部を移設した石造りの建物である。外見は立派なのに手入れ途と中ちゆうの庭のせいで廃はい墟きよに見えてしまうのが特とく徴ちようだ。

「あかね……？　お帰り」

　門をくぐったところでリョウの声が聞こえ、足を止める。庭の片かた隅すみで茶色く枯かれはじめた雑草を、エプロンを身につけたリョウがちびちびとむしっていた。

「え……リョウくん、庭掃そう除じしてくれてるの!?」

「うん。少しずつ、だけど」

　照れたようにはにかむ彼を見て、あかねもつられて微笑ほほえんでいた。人に頼られることで自分の居場所を確かく認にんしていた彼は、いつの間にかこうして自分で自分の居場所を作る方法を見つけていたのだ。

「待って。私も手伝う」

「学校は？」

「え……っと、ちょっと、早退。体調が悪かったんだけど、帰り道でよくなったみたい」

　心配させまいとそう告げ、自転車を庭先に置いて二階にある自室に向かい、着き替がえるなり庭に戻った。しゃがんだとたん目の前が真っ白に焼け、それをやり過ごしてから草を摑む。

「……あかね、どうか、した？」

「ん。ちょっとくらっとしただけ。ねえリョウくん、草をむしったら白い花を植えようか。はじめは家庭菜園にしようかなって思ったんだけど……」

　告げた瞬しゆん間かん、薔ば薇ら園に囲まれた古城のイメージが脳のう裏りに浮うかんだ。花は小ぶりで、それがぎっしりと庭に植えられて眠り姫ひめに出てくる城のようだった。

「白薔薇っていうほど大げさなものじゃなくていいの。でも、庭一面に咲さかせたい」

　それがこの〝城〟の本来あるべき姿だと、不思議なくらいすんなりとそう思った。

「一面の、花」

　リョウもその光景を思い描えがいているのか、草をむしって袋ふくろに入れながら小さく繰くり返した。

「うん。きっときれいだよ。あとで美言さんに話を……あ、そういえば美言さんは？」

「ドールを作ってる」

「え？　ドールって、リョウくんと同じもの？　依い頼らいが来たの!?」

　散り散りになって死神の大おお鎌がまで狩かることのできなくなった魂たましいを集めるための特別なビスクドール。一体五百万円と高額でありながら、魂が降りないということもあるという。それを注文する人が現れたのかとぎょっとしていると、リョウはゆるく首を横にふった。

「今作ってるのは、違ちがう。ずっと前から作ってるドール。前に一度だけ、聞いたことがある。三み春はるから引き継ついだドールだって」

「三春さんって……美言さんの、お姉さんだよね？　人形師で、亡なくなってる」

　あかねの質問に、リョウは慎しん重ちようにうなずいた。どうやら姉弟きようだいで大作を手がけているらしい。

「仕事がないときは、ずっと、それを作ってる。……あかねがはじめてここに来たときも、それを作ってた」

「はじめてって……私がお姉ちゃんの人形を直してもらうためにここへ来たとき？」

　美言が工こう房ぼうで持っていたのが生首に見え、逃にげる途中で高価なアンティークドールを十三体も壊こわしてしまった苦い思い出だ。三千万円の借金を思うと今も頭が痛い。

「……あとで美言さんにコーヒー持っていこ。あ、ごはんが先かも」

　毎日工房に籠こもっているのは大量の仕事をこなしているのではなく、それだけ物作りにこだわりがあるということなのだろう。納なつ得とくしてあかねは黙もく々もくと手を動かした。

　風がないせいか、日差しがぽかぽかとあたたかい。

　目を閉じるとくらりとした。めまいは座っていても襲おそってくるらしい。横になったほうがいいかもしれないが、こんなに見事な秋晴れにベッドにもぐり込むというのも勿もつ体たいない。

　だからあかねは、リョウとともに草をむしり続けた。

　その、つもりだった。

　意識が遠のいたことに、彼女はまったく気づいていなかった。
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　その建物は、大きな石をいくつも積み上げて造られていた。

　部屋は一つひとつがとても広い。何百年という時を重ねてきた堅けん牢ろうな古城──けれど、ここ百年のあいだに調度品の大半は持ち去られ、そればかりか城の一部も失われ、今はがらくたがいくつか転がるだけの廃墟となっていた。古城を所有していた貴族も断絶し、管理小屋が無人になって久しい。

　その城の一室に、サディアスは座り心ごこ地ちのいい椅い子すを運んだ。そして、ときどきやってくる仕事を片づけながらルイス・ブランの様子を観察していた。意識を切り替え部屋を覗のぞくたび、ルイスは拳こぶしを振ふり上げて、何度も繰り返し空気の層を叩たたいた。拳があたると空気が震ふるえ、格こう子しが現れる。格子は巨きよ大だいな鳥とり籠かごのようにぐるりと張り巡めぐらされている。否いな。鳥籠のように、ではない。それは噓うそ偽いつわりなく彼を捕とらえるための鳥籠なのだ。何度拳を振り上げようと、体当たりを繰り返そうと、光をまき散らしながらその全容を現すだけで傷一つつかなかった。

　今も彼は鳥籠を殴なぐっている。恋いとしい娘むすめの名前を呼びながら。

　鳥籠に閉じ込めて四日目──不安は頂点に達しているだろう。サディアスは立ち上がり、銅製の器を小こ脇わきに挟はさみ、燭台と水差しを手にして部屋を出た。濃のう密みつな闇やみをはらむ廊ろう下かを懐なつかしく眺ながめながらゆっくりと足を運び、朽くちかけた木戸を開ける。

「サディアス！　あかねは!?　無事なのか……!?」

　敬語を使うほどのゆとりはないのだろう。ルイスが摑んだ格子は瞬またたくように何度も光を生み出した。時間をかけて大量の生気を練り固めて作り上げた特別製の檻おりは、月光によく映はえる。そして、そこに囚とらわれたルイスは、仮装のお陰かげかよりいっそう現実味を失っていた。

「あまり格子を殴らないほうがいいですよ。どんどん生気を消費してしまう。ほら、もう空腹も感じないでしょう？」

　格子を摑つかむ指先が薄うすくなっているのを見てサディアスは優やさしげに問いかける。鳥籠の中では、一定量の生気がなければ大鎌を出すことも、移動することも、外の気配をさぐることもできない。ただじわじわと生気を失い、死神としての力を失いやがては妄もう執しゆうに囚われた怨おん霊りように戻もどる。

　ルイスも近い未来にそうなることだろう。

「僕のことはいい！　彼女は……あかねは……!!」

　ルイスが苛いら立だちをあらわに叫さけんだ。それには答えず窓まど際ぎわに銅製の器を置いたサディアスは、水差しの水をそこにそそぎこむ。

「これは特別な水なんですよ。ああ、器が特別だったのかな。もしかしたらこの場所だったのかもしれませんね」

「同等の代価だって言っただろ!?　彼女の命を助けるために必要なのは僕の命だって、そういう意味じゃないのか!?　だから僕は、あなたのところへ来たのに……！」

　ルイスは格子を激しく揺ゆする。聞こえたのは血を吐はくような絶ぜつ叫きようだ。しかし、サディアスはそれを無視して水面に触ふれた。波は紋もんが広がり、水面に映し出された月が激しく歪ゆがむ。黒と白に彩いろどられた世界に別の色が加わった。青と灰色、それに、緑。混じり合った色しき彩さいはすぐばらばらにほどけ、見慣れた洋館を映し出した。人形屋敷だ。ルイスがハッとしたように口をつぐみ、格子に額を押し付けるようにして水鏡を凝ぎよう視しした。

　そこには、ぐったりと倒たおれるあかねと、それを抱だき起こす人形少年が映し出されていた。人形少年がどれほど揺すっても、小さな彼女の体は反応しない。まるで糸の切れた操あやつり人形のように首も腕うでもグラグラと揺れている。

　水鏡を通しているのだ。目を凝こらせばきっとルイスにも見えるだろう。彼女の魂がいかに危険な状態であるか。

　そして、実際にわかってしまったに違いない。ルイスの顔からさあっと血の気が引いた。

「あかね……!!」

　彼女の魂を、サディアスが三度ほど大鎌で斬きりつけた。一度目は彼女の前世、ルイスの取り乱す姿を見るため古城に向かったとき。二度目は現世、再び巡り会えたことを感謝しながら。三度目は四日前──ルイスをよりいっそう苦しめるために。

「だめだ、どうして……あかね！　あかね……!!」

　そして望み通りルイスは苦しんでいる。何度も格子を叩き、彼女の名を呼び、悲痛な声をあげている。長い間、思い描いていた状じよう況きようだ。この姿をずっと見たかったのだ。

　それなのに、心の一部が冷めていく。

　なぜ、彼は彼女の直面する死にこれほど絶望しているのか。なぜ──そのほんのわずかな愁うれいさえ、自分に向けてくれなかったのか。そう考えると同時に、今さらそんな些さ細さいなことにこだわる自分に呆あきれた。

　長く引きずってきた過去とようやく決別できる日が来たというのに、いまだそれにしがみつく。そんな、人間のような自分が不快でたまらない。

「サディアス！　ここから出してくれ！　早く生気を分けてあげないと、あかねが……」

　サディアスは水鏡から視線をはずしてルイスを見た。燭台と月の明かりだけでもそれとわかるほど、彼の顔は蒼そう白はくだった。

「そうですね。このまま放置すればそろそろ魂が崩ほう壊かいしはじめる。前のときはね、速度が遅おそくて体のほうが先に参ってしまい、衰すい弱じやくして死んでしまったんですよ。とても残念でした。可愛かわいらしい子だったのに」

「なにを、言ってるんだ……？」

「あなたにかかわったばかりに可か哀わい想そうなことをしました。でも今回は大だい丈じよう夫ぶ。少し予定が狂くるいましたが結果は悪くない。彼女が死にゆく様を、あなたはそこで愉たのしんでください」

「待て！　僕の命と引き替かえに彼女を助けてくれるんじゃなかったのか!?」

「助ける方法などありませんよ。一つだけありますが、あなたには無理です」

「どうして!?」

「──彼女を黄泉よみの門へ送るんです。魂が崩壊する前に送れば、彼女は再び輪りん廻ねの輪に戻って生まれ変わることができる」

　案の定、ルイスが絶句した。

「もちろん、生まれ変わったらもう一度私が斬りに行きます」

「そんな……約束と違ちがう！」

「……先に約束を違たがえたのはあなたのほうですよ。セリーヌ・バリエに夢中で、私の反対を押し切って婚こん約やくまでした。あなた方は、確かに似たもの同士だったのかもしれません。だから、──だからこそ私はそれに反対した。貴族の子息であるあなたが、たかが人形師と結けつ婚こん？　お父上がどれほど悲しんだか、あなたは何一つ知らないでしょう」

　苦しい胸の内を吐と露ろした年老いた男だん爵しやく──彼は、サディアスに懇こん願がんした。息むす子この目を覚まさせてやってくれと、やせ細った体を震わせた。サディアスは一人息子を思って泣く老人を哀あわれに思った。それがそもそもの間ま違ちがいだった。

　しかも、ルイスはそれさえ忘れているのだ。

　茫ぼう然ぜんとする彼の顔にサディアスは冷ややかな笑えみを向けた。

「本当に、あなたは怨霊の典型ですね。一点の感情にのみ縛しばられ、それ以外のすべてを忘れる。あなたにとって、周りの存在はその程度のものでしかなかった」

　事実、懐かしいものに囲まれた今でさえ、昔の記き憶おくを取り戻そうともしない。

「紛まがい物の死神は、死の御み遣つかいの大おお鎌がまで狩かられれば黄泉の門をくぐる。それがどういうことかわかりますか？」

　サディアスは水鏡から離はなれ、ゆっくりとドアに向かいながら言葉を続けた。

「紛い物は死神ではなく、本質はあくまでも死者なんです。力があれば死神として存在することができますが、力を失えば世界に繫がれたまま不自然な形で元に戻る。──楽しみですね。あなたが怨霊に戻るのが先か、彼女が消しよう滅めつするのが先か」

「サディアス……!!」

　絶叫が心地よく鼓こ膜まくを揺らす。

　ルイスが何度も鳥籠に体当たりする。光が弾はじけ、部屋中を舞まう。けれど、それ以上の変化はない。

　寒々とした廃はい墟きよに、悲痛な声だけが木霊こだました。







　せわしなく走り回る足音が聞こえた。

　なにかが割れる音と、ガタガタと硬かたいものがこすれ合う音。

「リョウ！　動くな、じっとしてろ！」

「で、でも、なにか、あかねに、持っていかないと……!!」

「だったら毛布の一枚でも持ってこい」

　美言が命じると、またバタバタと足音が聞こえて硬い音が響ひびいた。きっとテーブルにぶつかったのだろう。ドアを開けようとして突とつ進しんしたのかもしれない。彼にものを頼たのむときには、焦あせらせてはだめだ。一つずつ、彼ができるペースで、丁てい寧ねいに誘ゆう導どうする。際きわだって器用ではないが、目をおおうほど不器用でもない。彼はよくパニックを起こすだけなのだから。

　悶もん々もんと考え込んでいると、今度はいっそう激しい音が聞こえた。

「美言、毛布っ」

　ドアが開いて慌あわてたようなリョウの声が続き、体がふわりとあたたかいものに包まれる。

「リョウ、お前まえ腕をどうした？」

「階段から落ちて、割れた」

「……お前はいいから自分の部屋でじっとしてろ。いいか、じっとだぞ。呼ぶまで動くな」

「でも、あかねが、心配で」

「だったらこの部屋の片かた隅すみにいろ。許可があるまでよけいなことはするな」

　口調は相変わらず乱暴だが、美言なりの最大限の配はい慮りよがうかがえる言葉だった。ほうっと安あん堵どの息をつき、あかねはゆっくりと目を開ける。まず最初に応接室の天てん井じようが見えた。次にリョウに指示を出す美言の横顔──さらに、彼に握にぎられた、自分の手が。

「え、……ええ!?」

　ぎょっとして、夢なのかと思って力を込めた。すると手を握りかえされて、夢でないことを伝えてくる。

「起きたのか？　気分は？」

「わ、悪く、ないです。どうして手を……」

「こうしたほうが落ち着くだろ」

　言いながらもう片方の手で包むように握られて鼓こ動どうが跳はねた。落ち着くどころか、これではちっとも落ち着かない。しかし、それは決して嫌いやな感覚ではなかった。離してほしいような、ずっと繫つないでいたいような感覚に戸と惑まどって視線を彷徨さまよわせていると、

「庭掃そう除じをしてるときに倒れたんだ。覚えてるか？　リョウが工こう房ぼうに飛び込んできて……」

「すみません。お仕事の邪じや魔まになりましたか!?」

「──それはいい。体調が悪くて早退したならどうして部屋でじっとしてないんだ？」

「草むしりくらいできるかと思って」

「最近、調子が悪い日が多いだろ。部屋で休め。いいな？」

「……はい」

　しょんぼりとうなずくと美言の顔がずいっと近づいてきた。とっさに逃にげようとしたが、あかねが横になっていたのはソファーである。背もたれにあっさりと阻はばまれて、軽々と美言の腕の中に収まってしまった。

「み、美言さん、やっぱり大丈夫です！　体調よくなりました！　もう平気です！　ありがとうございます!!」

　体全体が熱にくるまれて、それが自分に移ったかのように一気に広がる。かあっと頰ほおが熱くなって、あかねはとっさに両手を突つっぱって美言の腕うでから逃のがれた。

　鼓動が速い。

「……ああ、お前は抱だき上げられるのは苦手だったな」

　どこか面めん倒どうくさそうに美言が溜ため息いきをついた。

「苦手ですけど、今のは抱き上げられる前で、……それに、美言さんにはまもり先せん輩ぱいがいるわけで……」

　もごもごと口にすると、中ちゆう途と半はん端ぱな抗こう議ぎの声が聞こえてしまったらしく、美言の表情が険しくなる。

「なんだ？　はっきり言え」

「いえ、……あの、必要なら、自分の足でちゃんと部屋に戻もどります」

「動けるのか？」

　疑わしげに問われたのも致いたし方ない。あかねは霜しも月つき祭さいのあいだ、何度も体調を崩くずしていたのだ。どうやら美言もそこが引っかかっていたらしい。

「あのときみたいにあいつがお前に……」

　言いかけた彼が、奇き妙みような表情になる。あかねもきょとんとした。

「あいつって誰だれですか？」

　美言はこれには答えず、首をさすった。視線を宙にさまよわせ、はっとしたように振ふり返ってドアを見て、また考え込む。しばらくそうして難しげに思案したあと「わからない」とだけ答えた。
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　そのあいだにあかねは体を起こしていた。不思議と倒たおれる前より調子がいい。ほっとしていると、立ち上がろうとした美言がよろめいてテーブルに手をついた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?　美言さんのほうが体調が悪いんじゃ……」

「俺はいつでも万ばん全ぜんだ」

　きっぱりと答えた彼は、そのままあかねの隣となりに腰こしを下ろした。言うほど平気そうには見えなかったが、かといってとても辛つらそうにも見えない。心配げに見ていると、美言が右腕を伸のばしてソファーの背もたれに置く。左半身に熱が伝わって来て、やっぱりなんだか落ち着かない。

　鼓動が大きくなっていくのに気づき、あかねは首を左右にふった。

　優やさしくしてくれる人に好感を持つのは仕方がない。けれど、好意はだめだ。勘かん違ちがいで舞い上がって、その結果、周りに迷めい惑わくをかけるのは二度と嫌だった。

　しかも、姉の恋こい人びとに続き、先輩の恋人だなんて。

　気の迷いを振り払はらっていると、リョウが向かいのソファーにちょこんと腰かけた。部屋の片隅でじっとしているのが寂さびしかったらしい。話題を探すように視線を彷徨わせ、

「そ、そういえば、文化祭のとき、花火が上がってた」

　そう切り出した。霜月祭の終盤グランドフイナーレに花火が打ち上がる中、まもりは美言に告白した。そして、彼女は彼にお礼を言って──そこまで考えたら胸の奥が鋭するどく痛んだ。

「美言さんの返事が聞けなかったのは、いいことだったのかなあ」

　聞いてしまったら今以上にショックを受けていたかもしれない。

「なんの返事だ？」

　じろりと美言に睨にらまれ、あかねはぶんぶんと首を左右にふった。

「花火、ここからでも見えた。きれいだった」

　美言がさらに質問しようと口を開くと、絶ぜつ妙みようのタイミングでリョウが語る。彼なりの、精せい一いつ杯ぱいの話題提供だ。あかねはその助け船に乗ることにして大きくうなずいた。

「きれいだったね。結構長く上がってたし……あれがグランドフィナーレの合図で、あのときに告白して両思いになると……」

　再びあかねははっとする。話の流れで、ついつい自分からよけいなことを言ってしまった。しかし、美言は反応しない。興味がないと言わんばかりに顔をそむけた。

「末永く、幸せになれるって……噂うわさで……」

　気まずさにあかねはいったん口を閉じ、そうすることでふいに訪おとずれた沈ちん黙もくにいっそうの居い心ごこ地ちの悪さを感じた。ここは思い切って予想外のネタをふってしまうのがいいのかもしれない。会話の延長だ。そう思って、あかねは冗じよう談だんめかして口を開く。

「もし私が告白したらどうしますか？」

　返ってくる言葉はだいたい想像がついた。だから笑って答えようと思った。

　そして、この会話は終わりだ。

　とても簡単なことだ。

　それなのに。

「ガキに興味はない」

　聞き慣れたはずのその言葉が胸に深く刺ささってきて、あかねはうまく返事ができなかった。
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　ノミと木づちで石せつ膏こうブロックを削けずる。辺りは微び妙みように白くけぶり、マスクをつけているのに咳せき込みそうになる。

　題材はミロのヴィーナスだ。ただし、題材となるヴィーナスは目の前にない。記き憶おくを頼たよりに彫ほり上げるのが課題だった。無む謀ぼうすぎて笑えるが「独自性は評価する」と講師の旭あさひ川かわが太たい鼓こ判ばんを押したので、皆みながそれぞれためつすがめつ石膏を眺ながめた。思い思いに鉛えん筆ぴつであたりをつけるなか、美言だけがかまわずノミを操あやつっているせいか教室でやけに目立つわけだが、授業に出るとだいたいいつもそんな感じなので、注目はされるが口を出してくる者はいない。せいぜいが「今日は出席してるのか」「単位がやばいんじゃないか？」「相変わらずマイペースだな」という遠巻きの感想を口にする程度だ。

　けれど、今日はちょっといつもと違ちがった。

「なあ、橘。霜月祭の人形ってお前が作ったんだよな？　オークションにかけられたやつ」

「あれもともと『二人展』のやつだったってマジ？」

「すっごい評判になってさー。俺たち『二人展』見み損そこねたんだけど、あのときのビスクドールって今どこにあるんだ？」

「それよりさ、橘って普ふ段だんも人形作ってる？　ミコトって名前の人形作家が作った人形の雰ふん囲い気きが、お前の作ったのとそっくりで」

「え？　たまにネットオークションに出てるやつ!?」

　ビスクドールは作って壊こわすのが日常なので、オークションには滅めつ多たに出品しない。そして、出品するとなるとマデリーヌの仲ちゆう介かいになるので面おも白しろいくらいピンハネされる。いわく、もっと定期的に出品するなら手数料を安くしてあげるわよ、とのことだ。機械が得意でない美言はいろいろ面倒なこともあって──加えて彼女が仲介役になるなら正体が知れ渡わたることがないと考えて、犬けん猿えんの仲ながらも付き合いが続いている。

　名前はもっと複雑にしておくべきだったかな、と面倒くさく考えながら、

「知らん」

　ぼそりと返して集まってきた男どもを睨ねめつけた。授業中にもかかわらず席を離はなれて集まってきた彼らの作品は、当然のことながらさして進んでいない。さてどんな言葉を投げてやろうかと検討していると、怪あやしい雲行きに気づいたのか、彼らはいっせいに散っていった。

　舌打ちする。

「学校のホームページの掲けい示じ板ばんにも、謎なぞの人形作家を探せって書き込みがあったらしいぞ」

　再びヴィーナスに向き直ると、〝眼鏡めがねくん〟が、今度は机ごと近づいてきた。本名は角かく宗そう悟ごというが、彼の知り合いは申し合わせたように〝眼鏡くん〟という。熱血バカで有名だが、裏表がない性格なので友人は多い。美言とは正反対の人間だ。なぜこいつがここにいるんだと眉まゆをひそめ、抗議のため講師の姿を捜さがすと、旭川先生は十一月の日差しを満まん喫きつするため窓辺に移動し、すでにすっかりひなたぼっこの体勢──どころか、すやすやと眠ねむっていた。

「名乗り出ないのか？」

「パソコンの使い方なんて知らない」

　答えながらも木づちでノミを叩たたいて石膏を崩していく。

「……ふーん。……その噂の〝ミコト〟と同じ作家なのかはおいといて」

　箝かん口こう令れいでもしかれているのか、マデリーヌの言葉から容易に関係性など知れそうなのにもかかわらず、眼鏡くんはあっさりと話を移す。予想外の方向へ。

「彼女、どうしてる？」

「……どの彼女だ」

　本当に誰だれのことを言っているのかわからなかったから小声で尋たずね返すと、眼鏡くんはちょっと困ったような顔をしてから咳せき払ばらいした。

「お前とよく一いつ緒しよにいた彼女だよ」

　よく一緒にいた異性となるとあかねとまもりだ。しかし、まもりなら授業で見かけるので、あかねのことなのだと判断した。

「あかねがなんだ？」

「……霜しも月つき祭さいのときいろいろ手伝ってもらって、……彼女、美術は苦手だったんだって？」

「得意じゃないだろうな」

「それなのに出展物を準備してくれた。ホラーだったけど」

　神しん妙みような顔で言うのを聞いて、それはお前が請せい求きゆうしたからだろう、と心の中で突つっ込みを入れる。そのせいで、あかねによけいな負担がかかってしまったことを思い出して顔をしかめた。

「あ、あれもほしいって言うやつがいたからオークションにかけたんだ。なかなか好評だった」

「そのようだな」

　とっておいても置く場所に困りそうなので、気に入った者の手に渡ったなら幸いだ。物好きだとは思ったが、これに関しては機転を利きかせた彼のことを評価したい。

「で、野外オークションの提案も、すごく助かった」

　大混乱していた場を静めたのだ。体調が悪いというのに一人で駆かけ出したあかねの姿に焦あせったことを思い出す。そのとき、わずかな違い和わ感かんを覚えた。なぜあのときあれほど焦ったのか、どうしてもうまく思い出せなかったのだ。

「よく動くし、明るいし、……結構、かわいいと思う」

　ぼそぼそと続く賛辞に、美言はようやく眼鏡くんがなにを言わんとしているか気づいた。気づいたのでとっさに返した。

「あいつは高校一年生だぞ？　見た目もガキじゃないか。正気か？」

「俺だってそう思った。けど……仕方ない。気になるんだから」

　気になるという理由だけで接せつ触しよくを図はかってきた男に、美言はなぜかとても複雑な心境になった。否定とも違う。動どう揺ようとも違う。あえて言葉を選ぶなら、焦りのような感覚だ。

「それにな、彼女は子どもじゃない」

　まっすぐに言われて、否定しようと思った。

　誰だれがどう見ても子どもだ。つい昨日も、それを彼女に伝えたばかりだ。

　だが、言葉にはできなかった。

　彼が一番、彼女が子どもではないことを痛感していたから。







　あかねが帰宅しようと自転車置き場に行くと、なぜかそこには美言がいた。

　そして、一言告げた。旧校舎の第三棟とうへ行け、と。体調は少し改善されたが、できればすぐにでも人形屋や敷しきに戻もどりたかった。しかし、美言があまりに不ふ機き嫌げんに告げたので、断ることもできずに渋しぶ々しぶと言われた場所に行くことになった。

　結果。

「俺と付き合ってみないか？」

　校舎の脇わきに移動して、人生二度目の告白。

「……あれ？　告白されるのはじめてじゃなかったっけ？」

　どぎまぎすると同時に既き視し感かんと違和感が同時に襲おそってきて、あかねは眼鏡くんを凝ぎよう視ししていた。艶子に言えば、年上の彼氏を捕つかまえるチャンスと盛り上がってくれるに違いない状じよう況きようだ。

　けれど、好きでもない人と付き合うなんて、どうしても考えられない。

　それを伝えようと口を開いた瞬しゆん間かん、

　──嫌きらいじゃないなら試ためしに付き合うっていうカップルは、わりと多いと思うけど。

　どこか考えるような声が脳のう裏りにひらめいた。

「……あれ？」

　違和感が強くなる。とても大切なことを忘れている気がしてそわそわする。

「別に、答えを急がせるつもりはないから」

　戸と惑まどっていると眼鏡くんがそう言い、あかねはすぐぺこりと頭を下げた。

「ご、ごめんなさい。気持ちはすごく嬉うれしいけど、……あの、私、付き合うとかは……」

「……誰か、好きなやつでもいるのか？」

　そう訊きかれて脳裏に浮うかんだのは人形を作る美言の姿だった。魂たましいさえ魅み了りようするほど愛情をそそいで人形を作る男──あの愛情を向けられたら、どんなふうになってしまうのだろう。どんなふうに触れられるのか。考えただけで頰ほおが熱くなる。

「あ……いや、答えなくていい。悪かった。変なこと訊いた」

　眼鏡くんはがりがりと頭を搔かいた。そして、取りつくろうように笑えみを浮かべる。

「ありがとう。今年の霜月祭は、今までで一番楽しかった」

　手をふった彼は脱だつ兎とのごとく駆け出して、あっという間に見えなくなった。あかねはバクバクと脈打つ心臓を服の上から押さえ、襲ってくる罪悪感に目を閉じる。

　会いたいと思ってしまった。こんなときなのに、今すぐ、美言に──。

　ふいに葉は擦ずれの音が聞こえ、あかねははっと目を開けた。

「あ……ご、ごめん。聞いてないから！　通りかかっただけだから!!」

　頭に木の葉をくっつけて、真っ赤になってぶんぶんと両手をふるのはまもりだった。とたん、ズキリと胸の奥が痛んで顔を歪ゆがめると、

「うう、ごめんなさい。噓うそです。聞いちゃいました。自分が告白するときもドキドキするけど、人が言ってるところを聞いちゃうのもドキドキするね」

　まもりは真っ赤になった頰を両手で押さえて肩かたをすぼめた。

　またズキリと胸が痛んだ。その事実に、あかねは少し茫ぼう然ぜんとした。そして、繰くり返し痛む胸に、ああ、とようやく気づく。

「まもり先せん輩ぱいは、美言さんが好きなんですよね」

　そして、あかねも美言のことが好きになってしまっていたのだ。だから彼の反応が気になった。だから今まで平気で流していたことにいちいち引っかかってしまった。気づいたときには失しつ恋れんしているなんて、一度目の恋こいとまるで同じで泣きたくなった。

　恋なんてしないほうがいい。そう思った直後。

「ふられちゃったんだけどね。それを友だちに伝えたら、なんか逆にすごく心配されちゃって、合コンのセッティングしようかって言い出されちゃって」

「ふ、ふられたんですか!?　まもり先輩、美言さんにありがとうってお礼を……あ」

　そこまで言って二つのことに気づく。まず一点、眼鏡くんもあかねにそう返したこと。そしてもう一点、あかねがまもりの告白現場に居合わせたのが彼女にバレてしまったこと。

「最後に美言さんの作った『二人展』の作品が見たくて行ったら、き、聞いちゃって……」

「そっかー。……私、橘くんとはそんなに仲も良くなかったし──ダメ元もとだったから、言わずに悶もん々もんしてるより、ふられても、言ってよかったって思ってる」

　儚はかなげに笑うまもりを見て、あかねはほっとする自分に気づき、後ろめたさを感じてなにも言えずに視線を落とした。そんなあかねを見てなにを思ったのか、まもりがポンと手を叩たたく。

「そうだ。友だちから、あかねちゃんにごめんって謝っておいてって言われたんだ。謝らなきゃいけないことなら直接言ったほうがいいよって伝えたんだけど、都みやこちゃんたちも混乱してるみたいでうまく説明できないって言ってて……今度、落ち着いたら一緒に食事がしたいって。あかねちゃん、なにか心当たりある？」

　心当たりはあった。しかし、あかねは曖あい昧まいに濁にごす。

「それからね、これも渡わたしておこうと思って。はじめは橘くん経由で渡すつもりでいたんだけど、まだちょっと話しづらくて、……だから、あかねちゃん見つけてラッキーって思って、旧校舎の裏まで追いかけたの」

　差し出されたのは茶ちや封ぶう筒とうだ。中を覗のぞくと写真が入っていた。

「実行委員の写真！　いつの間に撮とったんだーっていうのがいっぱいあるから楽しいよ。実行委員は功労者ってことで無料でもらえるんだって」

　やはりあかねはどう答えていいのかもわからず、曖昧にうなずきながら写真を取り出した。写真は、第一回目の会議のときから丁てい寧ねいに撮られていた。あかねは感心しながら写真をめくり、すぐに違和感に気づいた。

「……え？」

　もはやそれは違和感でなく、明確な異変だ。写真をめくるたびに動揺が激しくなる。

「あかねちゃん？　どうかしたの？」

「……まもり先輩は、美言さんと二人で実行委員をやりましたよね？」

　指先の震ふるえが声にまで表れる。まもりが不安げな顔になることにも気づかなかった。

「実行委員ってどのクラスも二人選ばれたんですよね？」

「？　うん。前からそれが決まりだったみたい」

「──一人、足りないんです」

　写真の中には不自然な空間があり、あかねは幾いく度どとなくその空間に笑顔を向けている。その場所を指でたどり、ぐっと唇くちびるを嚙かんだ。

　どうして忘れていたのか、そのことが信じられなかった。

「ルイス……っ」

　名を呼んだその一瞬、おぼろだった記き憶おくが、霞かすみが晴れるようによみがえった。違和感が埋うまり、不安がふくれあがった。彼はあかねの記憶ばかりか美言の記憶も消したのだ。

「あかねちゃん？　どうかしたの？」

「な……なんでもありません。写真、ありがとうございます。先輩たちに、食事楽しみにしていますって伝えておいてください。私、急用を思い出したので、これで失礼します……!!」

　告げるなり駆け出していた。自転車置き場にはすでに美言の姿はない。帰り道で追いつけるかと思ったが、自転車に乗る前にめまいに襲われて足あし下もとがふらついてしまった。

　乗るのは危険と考えて、結局いつものように自転車を押して帰ることになった。







　家に帰り着いて工こう房ぼうに入ってもちっとも落ち着かなかった。

　うろうろと室内を歩き回り、ゴミ袋ぶくろを蹴け飛とばし箱を三度倒たおしたところで学校へ戻ろうかと玄げん関かんに向かった。

　しかし、もう一度戻るのも間ま抜ぬけな気がする。第一、戻る理由がない──少なくとも、美言にはないように思われた。ただ落ち着かないのだ。あかねがどう返答したかが気になった。

　そこまで考えて、どうして気になるのか疑問を抱だいてポンと手を打った。

「ああ！　あかねの兄貴に、あいつを任されてるからか」

　熱ねつ烈れつなシスコンであるあかねの兄は、妹が可愛かわいいあまりストーキングまで働いた男だ。あの男に、あかねに悪い虫がつかないようにすると伝えてあった。果たして眼鏡めがねくんは悪い虫に該がい当とうするかどうか──。

「いや待て、あれは妹にちょっかいを出す男を一律で悪い虫扱あつかいしてるから全員だめなんじゃないのか？　せめて誠意をもってあいさつするくらい気き概がいのある男が──……」

　そこまで言った美言は、やけに堅かた苦くるしい自分の考えに首をかしげた。

「……誰だれかが……そう言ってたんだ」

　そうだ。確か、命いのち懸がけであいさつをすると、そう言った男がいた。それは誰だと考えたとき、自然と螺ら旋せん階段を凝ぎよう視ししていた。引き寄せられるように足を踏ふみ出し、階段の途と中ちゆうで止める。この屋や敷しきに姉と一いつ緒しよに住むようになって、この場所だけがいつも気になった。

「なんだ？」

　ここに誰かがいたような気がしたが、うまく思い出せない。美言は溜ため息いきをつき、そのままいったん階段を上がった。人形屋敷は一階と二階が同じ造りをしている。一階は手前から応接室、人形部屋が二部屋、そして美言の工房、最さい奥おうに台所があり、二階は手前からリョウ、そして。

「……空き部屋？」

　確か、すべての部屋は埋まっていたはずだ。

　美言は二つ目の扉とびらを開けて部屋の中を覗き込み、眉まゆをひそめた。まるで大量の家具を持ち出したかのように、アンティーク家具が不自然に配置されている。

「誰が動かしたんだ？　それ以前に……」

　部屋が、きれいすぎる。棚たなには埃ほこりの層もなく、つい最近まで使っていたとしか思えない。美言は部屋の中を見回し、無意識に首を押さえていた。

　なにか足りない。決定的に不足しているものがある。

「なんだ……？」

　摑つかめそうで摑めない、その事実に苛いら立だちを覚えはじめたとき、部屋の外から軽かろやかな足音が聞こえてきた。

「美言さん！　美言さん、帰ってますか!?」

「二階だ」

　声をかけると階段を駆かけ上がる音がした。告白され、どう答えたのか──わざわざそれを報告に来たのかと胸の奥がちりちりと焼けるような気がした。

　すぐにあかねが部屋の中に飛び込み、足をもつれさせてよろめいた。

「体調が悪いんだから走るな！」

　美言はあかねを抱だきとめ溜息をつく。彼女は「ごめんなさい」と言うなり体をこわばらせ、すぐに「そんなことより」と言葉を続けた。

「ルイスがいないんです！」

　あかねの言葉を聞いた直後、どんっと胸の奥を強く叩かれたような気がした。部屋を見回し、ぎりっと奥歯を嚙みしめる。消えていた。彼に関する記憶が、なにもかも。

　野外オークションを境に。

「──あの、バカ……!!」







　第二章　噓と真実
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　ルイスは騙だまされたのだ。あの白銀の死神に。

　真っ青になって震えるあかねを見て美言はそう確信した。ルイスはあかねを助けることを条件に霜しも月つき祭さいの日を境に姿を消した。しかし、あかねの体調はよくならない。それが答えだ。

　あかねの生気は減り、いずれ魂たましいさえ崩くずれる。

「私、ずっと忘れてたんです。ルイスがいなくなったことに気づかなかった……!!」

　美言は震える声で訴うつたえてくるあかねの肩かたをきつく抱きしめた。

　ルイスは死を覚かく悟ごしたからこそ美言の制止を振ふり切って行動に移した。もう戻もどるつもりはなかったから、記憶とともにすべての痕こん跡せきを消したのだ。

　こんなことが起こるまで、まさか自分の記憶が弄いじられる日が来るとは思わなかった。

「出かけてくる。お前はここにいろ」

「ルイスを捜さがすんですか!?　だったら私も行きます！」

「ここにいろって言ってるのが聞こえないのか？」

　言ってから、泣きそうに顔を歪ゆがめるあかねに気づいた。詳しよう細さいは、おそらくまだ気づかれていない。ルイスが死を覚悟して消えたのだと知れば、この程度の動どう揺ようではすまないだろう。

「知り合いに話を訊きくだけだから、……うまいメシでも用意しといてくれ」

　あかねはぐっと唇を嚙みしめ、顎あごを引いた。その仕草がいじらしくて思わず苦く笑しようし、美言はぽんぽんとその頭を軽く撫なでた。







　水鏡は腹立たしいほど鮮あざやかにルイスが見たくない光景を映し出した。

　昼も夜も無節操なほどに。

　水鏡は今、とぼとぼと台所に向かうあかねの横顔を映し出している。彼女はルイスが泣けない代わりのように、ずずっと鼻をすすり、涙なみだを服の袖そででぬぐった。

　とても見ていられずに、ルイスはぎゅっと目を閉じる。

「急いで記憶を弄ったから、不備が出たのかな」

　違ちがう。本当は、忘れてほしくなんてなかった。それでも、そのままにしておく訳にもいかずに記憶を操作し──迷いが隙すきになってしまったのだ。いつもならうまく誤ご魔ま化かす空白を、己おのれの弱さゆえに埋うめ損そこねてしまった。
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　額を格こう子しにぶつけると、光が瞬またたいてぐるりとあたりを包む。

　そっと目を開けると、水鏡は大きく揺ゆらめいて次に美言を映し出した。

　協力関係と言いながら、彼はいつだってルイスを軽くあしらった。でも、そうされることに意外と悪い気はしなくて苦笑を返していた。

　それなのに今、美言はルイスを捜すため、顔を蒼そう白はくにして町中を駆けていた。いつも工房で閉じこもって人形と戯たわむれている不健全きわまりない男とは思えない姿だった。

「そんな薄うす着ぎじゃ風か邪ぜひくよ、美言」

　呼びかけて、唇くちびるを嚙かむ。こんなはずじゃなかった。こんな姿を見たいと思ったわけじゃなかった。ただあかねを助けたくて、そのためだけにサディアスの元へ来た。

　こんなふうに困らせることになるなんて、思ってもみなかった。

　拳こぶしを振り上げる。

　格子に強く打ち付けても、もう、わずかの痛みも感じなかった。







　知り合いといっても、美言は実際にどこに行けばいいかわかっていなかった。

　単純に、死神の居場所なら死神に訊くのが一番──そう考えた。少なくとも、ルイスの仕事が「大おお鎌がまで人の魂を狩かること」で「大鎌を出現させるのにも、その体を維い持じするのにも生気が必要」という初歩の初歩にあたる知識しかない美言よりましだろう。

　まず目をつけたのが人通りの多い交差点だった。交通量が多ければ事故の発生率も高くなり、死神がやってくる機会も増える。もしかしたら自殺の名所のほうがいいかもしれない。

「……これは人が死ぬのを待つってことになるのか？」

　自分の考えに背筋が冷えた。冷えると同時に、病院や火か葬そう場ばのほうが適しているのではないかという考えが浮うかんだ。悶もん々もんとしながら歩く途中、大通りにある電柱の下にひっそりと花束が置かれ、周りにプラスチック片へんが散乱していることに気づく。

　美言は迷いを振り払はらってじっと目を凝こらす。直後、目の奥がズキリと刺すように痛んだ。それを無視し、事故現場とおぼしきあたりを念入りに見つめる。すでに狩り終わったあとかと視線をはずすその一いつ瞬しゆん、空気が歪んだように見えて再度睨にらむように道路を見た。

「……いた」

　狩り損ねた魂だ。スカートを閃ひらめかせる少女の霊れいから細い線が伸び、大地に繫がっている。

　美言はなおもその場を凝ぎよう視しし、やがて歩道を行き交かう人々から警けい戒かいするように見つめられていることに気づく。慌あわてて移動し、ビルの壁かべに背を預けながら少女の霊を監かん視しし続けた。五分待っても変化はない。十分待っても、二十分待っても、なにかが来る様子はない。ただ人々が通り過ぎ、たまに事故のことを知っているのかその場所をじっと見る人がいる程度だった。

「来ないのか？」

　人が死ぬとき、死神が大鎌を手に舞まい降りる。間に合わなかった場合は、霊れい魂こんが肉体にすがりつき、行き場を失って浮ふ遊ゆう霊れいになったり、その場に留とどまって地じ縛ばく霊れいになったりする。霊体から伸びた細い線が大地に吸い込まれるところを見ると、どうやら少女の霊は後者らしい。待てばいずれ死神がやってくるはずだ。

「どうして狩りに来ないんだ？　未練のある霊なら怨おん霊りようになって狩りづらくなるから、早めに処理するんじゃないのか？」

　ルイスに聞いていた話と違う。サディアスとの問題は解決し、ひょっこりルイスが現れるのではないか、そんな甘い考えは一時間を超こえた時点で改めなければならなかった。

　別の場所に移動したほうがいいのか、そう思った刹せつ那な、空気の層に大きな歪みが現れた。

　と同時、昼間なのにぽんっと青い火の玉が現れた。

「な……なんだ？　死神が来るんじゃないのか？」

　死者の魂に呼ばれて火の玉がやってきてしまったのかと目を瞬くと、火の玉からぬっと両りよう腕うでが伸のび、手首を軽くふって大鎌を取り出した。そして、軽々と大鎌を振り回し、少女の魂から伸びた糸を斬きる。その直後、少女の体はふわりと舞い上がって消えてしまった。

「えーっと、次はあ」

　火の玉が吞のん気きな声を発する。それを聞いた美言は、人込みを搔かき分け、ガードレールを跳とび越えて火の玉を摑つかんだ。

「うお!?　なに!?　なんだ!?　こら、摑むな！」

　驚きよう倒とうする声に、車のクラクションと通行人の悲鳴が重なった。ハンドルを大きく右に切った車体が目の前を通り過ぎ、火の玉をかすめて通過する。

「あ、危ないな！　なにするんだよ！」

　大鎌を消し去った火の玉が抗こう議ぎしてきたが、美言はかまわず火の玉をぶんぶんとゆすった。

「お前、死神か!?　ルイス・ブランを知らないか!?」

「ルイス？　知ってるけど、なに？　……あれ？　お前、俺が見えるのか？　珍めずらしい」

「ルイスはどこだ!?」

「どこって、場所のことか？　それなら俺が訊きたいくらいだ。別に担当地区がはっきり分かれてるわけじゃないけど、いきなりいなくなったから仕事量が増えて大変なんだ。あ……ああ、またリスト追加だ！　取りこぼしがないのが自じ慢まんだったのに、これじゃ誰だれか応おう援えん呼ばないと生気補ほ充じゆうもできないじゃないか！　俺の省しよう燃ねん費ぴライフ台無しっ！」

　憤いきどおりに反応したのか青白い炎ほのおが一瞬だけふわりと大きくなった。熱も風の流れも感じない奇き妙みような火だ。ちょっと気け圧おされて見ていると、

「ん？　お前ってもしかしてルイスと一いつ緒しよに住んでるやつか？　先にさ、安全な場所に移動する気ない？　話の途と中ちゆうで轢ひかれたら、俺、お前も狩らなきゃいけなくて面めん倒どうなんだけど」

　そう言われ、二車線あるうちの一車線を潰つぶして顰ひん蹙しゆくを買っている自分に気づいた。

　美言はめいっぱい注目されながらも、火の玉を逃にがすものかと両手に力を込め、急ぎ足で人ひと気けのない路地裏に駆かけ込んだ。







　逃げないという約束をしつこく取り付け、美言はようやく火の玉から手を離はなした。

　火の玉はカケルと名乗った。ただし通つう称しようのようなもので、本名は忘れたという。忘れたい過去のある死神にはよくあることらしい。

「ルイスって仕事はちゃんとしてたし結構広こう範はん囲いを回ってたから、まさかいなくなるとは思わなかったんだ。しがらみがなくなって黄泉よみの門へ行ったのかな」

「……なぜ？」

「死の御み遣つかいに狩ってもらうために決まってるじゃないか。それでようやく俺たちは黄泉の門をくぐることができる。成じよう仏ぶつできるんだ。たまに仕事の最中に死の御遣いとカチ合って狩られるやつもいるけど、あれは不幸だ。転生しても、過去の業ごうを引きずる」

「本当にルイスの居場所はわからないのか？」

「わかってたらさっさと連れ戻もどすに決まってるだろう。人手が足りないんだ。死神にスカウトできるレベルの怨霊がいれば楽なんだけど」

「……サディアスの居場所は？」

「わかるはずないだろ。俺たちは定期的に連れん絡らく取り合うけど、あいつは死の御遣いだ。死の御遣いっていうのは俺たちとは全然違う存在だ。俺らはやつらに狩られる側なんだから！」

「まさか……サディアスはルイスを狩る気か？」

　美言は慎しん重ちように言葉を選ぶ。カケルはちょっと考えるように口を開いた。

「サディアスはルイスが気に入ってたから、……というか、あいつは昔からちょっと特とく殊しゆで、死の御遣いと紛まがい物の中間っぽい存在だから、無理に紛い物俺たちを狩ったりしないみたいだな」

「……お前たちとその死の御遣いってやつはどう違ちがうんだ？　弱点は？」

　なにか新しい情報が得られるかと尋たずねると、カケルはちょっと迷うようにふわふわ揺れた。

「違いは生まれと力かな。でも、生まれ方なんて訊きける状態じゃないから力の大きさで判断するしかないけど。弱点は、知らない」

「徒と党とうを組むことは？」

「さあ。ないんじゃないかなあ。あいつらは群れること嫌きらうから」

　ならばどんな状じよう況きようでも一対一ですむということか。美言が考え込むと、

「死の御遣いにはかかわらないほうがいい。あいつらは冷れい酷こくだから。もしお前が邪じや魔まだって判断したら、リストに載のっていようがいまいが、なんの躊躇ためらいもなく狩り取る」

　カケルが淡たん々たんと警告した。

「人の運命を勝手に変えるのか？」

「……俺は〝紛い物〟って呼び方はあまり好きじゃない。だけど、あいつらから見ればその表現は正しいんだと思う。あいつらは死から生まれ、偽いつわりなく神と呼ばれているんだから」

　相手は神だと、死にたくなければ首を突っ込むなと暗あんに告げられ、美言は眉まゆ根ねを寄せた。

「んじゃ、俺そろそろ行くから！　仕事が押してるんだ」

「待て！　仲間だろ!?　いなくなったら捜さがさないか!?」

「──捜さないよ。俺たちはいないほうがいい存在だから。死神の仕事は、しがらみ背負ったまま無理に黄泉の門に送らせないようにっていう対たい抗こう措そ置ちみたいなものだ。群れて気晴らしして、それぞれの気持ちに決着つけたら輪りん廻ねの輪に戻る。それだけだ」

「……ルイスがサディアスに連れ去られたかもしれない。そういう可能性は？」

「通常は考えられない。それより……」

　言葉を切って、火の玉が青白い尾おを引きながらぐるぐると美言の周りを回りはじめた。

「俺の長い人ひと魂だま歴からすると、お前、かなり特殊な部類に入ると思うんだけど」

「人魂歴？」

「このギリギリの状態を維い持じするのは至難の業わざなんだよ。見ろ、未来を先取りしたエコ運転！」

　叫さけびながらぐるぐる回る火の玉を見ていた美言は、気づけばそれをはたき落としていた。

「悪い。つい、目め障ざわりで」

　アスファルトにぶつかって軽く弾はずんだ火の玉は、火力を上げつつ戻って来た。

「ついじゃないだろ、ついじゃ！」

「悪かった。それで、俺のどこが特殊なんだ？」

「あまり丈じよう夫ぶじゃないだろ？」

「至って健康だ。病気も滅めつ多たにしないし、……姉は逆にしょっちゅう体調を崩くずしてたが」

「健康？　変だな。微び量りようだけど生気が零こぼれ落ちてるんだよ。普ふ通つうはいちじるしく体調崩すんだけど……支障がないなら問題ないのかな。……うーん。前世の記き憶おくってある？」

　カケルの問いに美言は思い切り眉をひそめた。

「俺が、黄泉の門をくぐり抜ぬけ損そこねた魂たましいだって言いたいのか？」

「ないのか？　そうかー、妙みようだなあ」

　はたき落とされるのを警けい戒かいしてか、カケルは少し離れた場所でふわふわと上下に揺ゆれた。そして、「こんなところで油売ってる場合じゃなかった」とつぶやいてかき消えてしまった。

　美言はさらに眉をひそめる。生気が零れるというのはあかねと同じ症しよう状じようだ。しかし、ルイスに大量に生気を取られたときくらいしかひどい体調不良を感じたことはなかった。

「いや。今は俺のことよりルイスが先だ。他ほかになにかないのか？」

　どんな些さ細さいなものでもいい。ルイスに結びつくもの──だが、死神の仲間からは情報が得られずそれ以上手がかりもない。結局、日が暮れる頃ころには人形屋や敷しきに戻ってきてしまった。

「美言、どうだった？」

　あかねに話を聞いたのだろう。玄げん関かんにはリョウが待っていて、不安そうな顔で出で迎むかえられた。こんなときばかり表情が豊かに見えるというのは複雑だ。美言は曖あい昧まいに首を横にふった。視線は自然と階段の途中にある空間でとまっていた。

　そこは以前、ルイスの居場所だった。

　不気味な雰ふん囲い気きの洋館では、過去に何度も事故が起こった。入った泥どろ棒ぼうは逃げる途中で事故に遭あい、骨こつ董とう品屋は連日うなされると青い顔をして鑑かん定ていを辞退し、がらくたを処分しようとアンティークドールを持ち出した不動産屋は階段から落ちて足の骨を折った。そんなことが何度か起こり、幽ゆう霊れい屋敷だと言われるようになった。それを美言の祖父がアンティークドールと家具ごと買ったのだ。投資のつもりだったようだが、やはり怪かい現象は収まらなかった。屋敷に誰も近づかなくなった頃、美言が好こう奇き心しんに負け姉とともに訪おとずれた。

　ドアを開け、一番はじめに目にしたのは、階段の手すりに腰こしかけた金きん髪ぱつ碧へき眼がんの青年だった。

　それが自分だけにしか見えないのだと知ったときには驚おどろいた。不思議と怖こわいと思わず、彼はこの屋敷の住人なのだと納なつ得とくした。そしてすぐに、屋敷にあるものを持ち出そうとする人間を、彼が懲こらしめているのだと知った。幼かった美言は、ごうつくばりの祖父から屋敷を買い取ることを心に誓ちかった。そうすればあの幽霊も安心して過ごせるだろうと考えたのだ。気づけばその屋敷は、美言にとっても姉にとっても居い心ごこ地ちのいい場所になっていた。

「……なくなってばかりだ」

　三春が死にルイスが消え、そして、このままではいずれあかねも──。

　美言はぐしゃりと髪かみをかき上げ目を閉じる。なにかヒントがほしい。ルイスの居場所か、サディアスの居場所に繫つながるようなものが。

「美言さん？　お帰りなさい」

　パタパタと足音が廊ろう下かの奥から聞こえ、ひょこりとあかねが顔を出した。期待に満ちた瞳ひとみが、美言の顔を見た瞬しゆん間かんに輝かがやきを失う。美言はあかねの落らく胆たんを見てもなにも返せなかった。

「あ、あの、ごはん、準備できてます。食べますか？」

　慌あわてて取りつくろうあかねの顔には作り笑いが見えた。

　食しよく卓たくには、三人分の食器が並べてあった。







　美言は食後、ルイスの部屋に向かった。なにかヒントになるものを残していないか、そう思ったのだ。しかし、どれほど探しても何一つ見つからなかった。

　ルイスとサディアスが一いつ緒しよにいる可能性は高い。有利な状況であるサディアスが交こう渉しようという手段を選んだならなにか別の意図があると予測もついた。

　二人のあいだには因いん縁ねんがあり、サディアスは一連のできごとが「復ふく讐しゆう」だと語った。

「それなのに、復讐される側のルイスはそれを知らなかった。……待て。サディアスは死の御み遣つかいじゃないのか？　紛い物のルイスが、復讐されるようなことを死の御遣い相手にできるものなのか？」

　そもそも、ルイスを死神にしたのはサディアスではないのか。そこまで考えたときサディアスの言葉がいっそう鮮あざやかによみがえった。

　思い出すかと期待していた──彼は、ルイスに確かそう言ったのだ。

「もっと以前からの知り合いか？　ルイスが霊れいになってたとき？　まさか……死ぬ前か？」

　ルイスはフランスから移設された人形屋敷の持ち主だと主張し、美言はそれを軽く聞き流していた。しかしそれが真実であったなら──地じ縛ばく霊れいとしての主張ではなく生きていた頃の話だったとしたら、その痕こん跡せきがどこかにあるのだろうか。

　部屋は明け渡わたす際、丁てい寧ねいに掃そう除じしていた。リョウのときもルイスのときも、もちろんあかねのときもそうしてきた。そんな中、唯ゆい一いつ触ふれることを最小限にとどめた場所がある。

　人形屋敷の二階、最さい奥おう──美言の姉、三春の部屋だ。

　美言は自室に戻もどって鍵かぎを手にし、三春の部屋のドアを開けた。電気をつけると、三春のお気に入りだった古びた絨じゆう毯たんも、大切に使われてきただろうアンティーク家具も、木き彫ぼりの天てん蓋がい付きベッドも、ソファーも安楽椅い子すも、すべて彼女が亡なくなった当時のまま美言を迎むかえた。

「三春。悪い、ちょっと家や捜さがしさせてくれ」

　呼びかけて安楽椅子の正面に回るが、三春は憂うれい顔のまま身じろぎ一つしない。椿つばきの赤を写し取ったような唇くちびるは艶つややかに濡ぬれ、濃こいまつげに縁ふち取どられた瞳はやや伏ふせがちに美言を見つめ返す。頰ほおから顎あごにかけてのシャープなラインと、そこから首筋へと流れる曲線の美しさ。ちっとも成長しないと文句を言っていた胸の膨ふくらみは、苦く笑しようしたくなるほどいまだささやかで硬かたい。

　美言が声をかけても三春はなにも答えなかった。当然だ。答えるはずがない。彼女は人ではなく、いまだ手も足も取り付けられることのないビスクドールなのだから。

　美言は、三春の死の直前、そのドールを託たくされた。三春と瓜うり二ふたつのドール。体の弱い彼女が、自分のために望んだ美しき棺ひつぎ。

　望む形が作れずに、彼は何度も焼しよう成せいしたパーツを割った。だからいまだに手も足もない。そんな彼女に背を向け、家具の一つひとつを丹たん念ねんに調べていく。本ほん棚だなに並んだ古書は、フランスから建物と一緒に海を渡ってやってきたものだ。虫食い本をパラパラめくる。

「なにかないのか？　ルイスにまつわるもの。サディアスがこだわるもの」

　復讐と断言するなら、あの二人に深くかかわるなにかがヒントになるかもしれない。あたりをつけてみたものの、家具を調べ、ベッドの下まで確かく認にんしたがそれらしきものはなかった。

「他になにを調べればいい？　人形部屋か？　工こう房ぼうか？」

　しかし、三春の部屋以外は普ふ段だんから使っていて今さら調べるまでもない。もう一度死神を捜すべきか。あるいは──。

「……セリーヌ・バリエに関する記述を……」

　だがそれは、三春が生前興味を持って散々調べ尽つくした。セリーヌがフランスの貧困層で生まれ、パトロンを得て城を工房代わりに使っていたこと。この屋敷がその城の一部で、少年のビスクドールを作ったところ、それが生きているようだと評判を呼んだこと──。

「その、パトロンか」

　ドアに向かおうとした美言がテーブルにぶつかり、中央に置かれた古い写真立てが倒たおれて裏うら蓋ぶたがはずれた。慌てて持ち上げたところで風がふわりと頰を撫なでる。

「あー、いたいた」

　風の渦うずをまといながら現れたのは、昼間見た死神のカケルだった。

「やっぱ気になったから〝集会〟で仕事をみんなに分担するついでにルイスのこと訊きいたんだ」

「居場所がわかったのか!?」

「悪い、逆だ。どこにもいない。もし黄泉よみの門をくぐってないんだったら、国内にはいないか、特とく殊しゆな方法で閉じ込められてるかも。やっぱ死の御遣い怖いなー。みんな怯えちゃってさ」

「……そうか。わざわざすまない。あ、待て！　魂に負った傷を治す方法を知らないか!?」

　消えゆくカケルをとっさに摑つかんで問いかけると、青白い炎ほのおがふわりと大きくなった。

「うお、びっくりした！　急に摑むなって！　俺デリケートなの！　って、……傷？　よっぽど特殊な大おお鎌がまで斬きらない限り、普通は傷なんてつかない。当然俺に訊くだけ無む駄だだ」

「だったら、生気の補ほ充じゆうは？　他人に分けることはできないか？」

「死神は普ふ通つう奪うばう側だからなー。与あたえる方法なんて知らない。俺には無理だし……なに？　昼間言ったこと気にしてるのか？　だったら心配しなくていい。お前の魂たましいはそこまで傷ついてないし、不調感じてないなら普通に生活してる分には問題ない」

「……この隣となりの部屋、視みえるか？」

「んー？　ん……あ、女の子が寝ねてる。おお、可愛かわいい寝顔。この屋や敷しきって女の子いなかったよな？　いつの間に連れ込んだんだ、ルイスのやつめ……卑ひ猥わいな!!」

　ふわふわと揺ゆれながら告げる火の玉に向かって美言が無言のまま拳こぶしを握にぎりしめると、

「……あれ？　なんだ、これ。魂がズタズタだ。このペースで生気が流れてるなら自力生成じゃ間に合わなくないか？　……やばいぞ。俺が黄泉の門まで送ろうか？」

　カケルの声のトーンが落ち、背筋が冷えるような質問が投げられた。

「助けたいんだ」

「無む茶ちや言うなよ。肉体が死ぬ前に魂が消える。そうなったら輪りん廻ねの輪にも還かえれない。今、肉体と魂を切り離はなして黄泉の門をくぐらせれば魂が負った傷は塞ふさがるはずだ。もちろん完治ってわけじゃなくてくっついてるだけの状態だけど……今よりマシだ」

「傷を完全に塞ぐ方法は？」

「……ない。表面をコーティングする程度だ。壊こわれたものが元通りになるわけないだろ」

　そう言っていったん消え、数分後に戻って来た。

「うーん。応急処置はしておいたけど、やっぱだめだなー。あの状態で生きてることが奇き跡せきってレベルだ。早いとこ黄泉の門に送ったほうがいい。心の準備ができたら呼んでくれ」

　茫ぼう然ぜんとする美言を残し、カケルはあっさりと姿を消す。ぐるりと視界が揺れ、美言はうめき声を上げる。

「……結局、サディアスを捜さがす必要があるってことか。あの男をぶちのめしてルイスを取り戻し、あかねを助ける方法を訊くしかないのか」

　しかし、手がかりはいまだ何一つない。

　美言はのろのろと写真立てを直そうとし、すぐに大きく目を見開いた。

　はずれた裏蓋の下から古い写真が出てきたのだ。色あせた写真には古風な服を見事に着こなした二人の青年が写っていた。そのいずれにも、美言は見覚えがあった。

　不ふ機き嫌げんそうにそっぽを向くのは陽気な死神であり同居人でもあるルイス・ブラン。

　そして、そんなルイスの肩かたに手を置いて笑えみを浮うかべるのはサディアスだった。

　接点があった。

　明確な、見み紛まがうことのない共通項こう。

　その写真は、白い花が咲さき乱れる庭園で、見慣れた人形屋敷を含ふくむ堅けん牢ろうな古城を背後に写されていた。
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　体がだるく、授業も身に入らず気づけば隣の席をぼんやりと眺ながめることが多くなった。なんとか日常をこなしているが、家に帰ると立っていられず、美言に支えてもらうことが多くなった。そういうときは不思議と彼は多くを語らず、寄り添そうようにそばにいてくれる。

　そんな彼がたまに出かけるようになった。

　ルイスのことで出かけているのか尋たずねるとはぐらかされ、逆に体調のことばかり質問された。質問が終わると決まって難しい顔をし、怖こわいほどだった。あかねは自力でルイスの行ゆく方えを調べようとしたが、どこから手をつけていいのか見当もつかなかった。そんなときだ。

「あかね、美言が……」

　リョウが戸と惑まどいながら、意外なことを教えてくれた。だからあかねは、すがるような思いで姉の元へ電話をかけた。




　そして、二週間後──。




　あかねは自分が楽々入れそうな真っ赤なスーツケースをカウンターで預け、斜ななめがけバッグを手に、空港の国際線のロビーでボストンバッグを肩に引っかけた美言の前に立った。彼は呆あつ気けにとられたようにあかねの顔を凝ぎよう視しし、搭とう乗じよう口を見て再びあかねに視線を戻もどした。

「お前、なんでここにいるんだ？」

「私も行きます」

「……行くって、どこに行くかわかってるのか？」

「フランスです。リョウくんが、美言さんがパスポートを取ってヨーロッパの地図を持っていることを教えてくれました。今海外に行くなら、ルイスのことしかないと思って」

　美言が思い切り顔をしかめた。搭乗客が物もの珍めずらしそうにあかねたちの隣を通り過ぎていったが、あかねは決して美言から視線をはずさなかった。

「帰れ」

「い、嫌いやです。一いつ緒しよに行きます」

「学校があるだろうが」

「休みます。ちゃんと、お父さんとお母さんにも許可をもらいました」

　先手を打って告げると美言は長ちよう嘆たんした。

「──いいから帰れ。ルイスは必ず見つけ連れ帰る。だから心配せず人形屋敷で待ってろ。お前、体調がよくないんだろう？　旅先で倒れたらどうする気だ。俺は助けないぞ」

「迷めい惑わくはかけません」

「いい加減にしろ」

　厳しい口調にあかねは肩を揺らした。それでも、待つだけなのは嫌だった。

　もし美言まで帰ってこなかったらどうしよう。状じよう況きようもわからず、連れん絡らく手段もなく、まともに動くこともできず、ただ待つしかできないことがどれだけ怖いか、ここ数日で嫌というほど思い知った。

　ルイスが消えてから、美言は彼に関することを何一つ話さなかった。

　足がかりはリョウが見たというパスポートと地図のみ。美言に訊けばはぐらかされ、警けい戒かいされてしまうかもしれない。どうしていいかわからなかったあかねは姉に相談をした。

　芽め衣い子こは栄養士としての人脈を駆く使しし、旅行会社や金券ショップの知人に連絡を取り、美言の容姿を伝えた。運がよかったのは美言の容姿に特とく徴ちようがあったことと徹てつ底てい的に機械音おん痴ちであったことの二点──見事、店にやってきたところを発見する。とはいえ、わかったのは彼が搭乗する便だけだったのだが。

「……本当に両親を説得できたのか？　噓うそじゃないだろうな？」

「お姉ちゃんが協力してくれました。……お兄ちゃんのことで、いろいろ苦労してるから」

「あ……ああ。兄貴か。苦労ってことは、まだ結けつ婚こんの反対をしてるのか？」

　粗あら方かたあかねの家の事情を知る美言は呆あきれたような顔になる。結婚をどうしても認められない兄は、芽衣子と毎日大おお喧げん嘩かを繰くり広げているらしい。

「だから、私のときまで苦労しないように今からお兄ちゃんにも免めん疫えきつけてもらわなきゃってお姉ちゃんが言ったら、お父さんたちもそうだなあって」

「確かにお前の兄貴は面めん倒どうそうだな。もうちょっと免疫をつけておかないと、これからさらに鬱うつ陶とうしいことに……って、待て！　それでどうして男との旅行に同意するんだ!?　そういうのは高校を卒業してからにしろ。相手だってちゃんと選べ！」

　睨にらみつけるように見つめられ、あかねはひるむ。

「み、美言さんは信用できる人だって、そう伝えたんです。だから絶対に間ま違ちがいはないって」

「信用の問題じゃない」

「だめって言われても、同じ便に乗ります」

　あかねを信しん頼らいした芽衣子は、詳しよう細さいを尋ねることなく背中を押してくれた。新しん婚こん旅行用に集めた旅行グッズの大半をあかねに貸して。引き下がるわけにはいかない。じっと美言の目を見つめ返すと、彼はがりがりと頭を搔かいたあと、あかねから視線をはずして搭乗口に足を向けた。

　やっぱり置いていかれる──そう思った矢先。

「なに突つっ立ってる。行くぞ」

　背中越ごしに呼ばれた。その一言で不安がすっと消え、搭乗も驚おどろくほどスムーズだった。

　ただし、離り陸りくするまでは、である。

　飛行機が飛び立ったとたんに気分が悪くなり、ベルト着用サインが消えても、みんなのようにしゃべったり、ものを食べたりなどできなかった。隣となりに座っていた人が空席に移動するのを見て別の席に移動しようかとも思ったが、立ち上がることもできない。

　あかねは子どもの頃ころから不安定な場所は苦手だった。どうやら自分の中で飛行機は〝不安定な場所〟というカテゴリーに該がい当とうするらしい。身動きもとれず硬こう直ちよくしていると、席を立った美言があかねを見て急ぎ足で近づいて来た。

「どうした？　気分でも悪いのか？」

「い、いえ。ちょっと……飛行機、慣れなくて」

　それだけで美言は察してくれたらしい。いったん自分の席に戻ると荷物を手に戻ってきてあかねの隣となりに腰こしかけた。そして、大きくてごつごつした手で、冷たくこわばったあかねの手を柔やわらかく包み込む。一いつ瞬しゆんで全身に血が駆かけ巡めぐり、あかねはぎゅっと唇くちびるを嚙かんだ。

「これなら安心するか？」

　返事もできず真っ赤になってうつむくと、それでは足りないと勘かん違ちがいされたのか、肘ひじ掛かけを背もたれのあいだに収め、肩同士を触ふれ合わせてきた。彼は少し考え、毛布をビニール袋ぶくろの中から取り出して大きく広げ、身を乗り出すようにしてあかねの体をすっぽり包んだ。

　そして、納なつ得とくしたのか、再びあかねの隣に腰を落ち着け、また手を握にぎった。

　──無理やりくっついてきたはずなのに、ものすごく甘やかされている気がする。

　あかねはどぎまぎしながら視線を上げ、美言と視線が合うと慌あわてて伏ふせた。周りは楽しげに会話を弾はずませ、お酒を開けはじめる人までいる。けれどあかねはそれどころではなく、ただ無言で美言の手を握りしめていた。







　海外旅行がはじめてだったあかねは、当然、長時間飛行機に乗るのもはじめてだった。

　美言にもたれかかってうとうとしていたら昼食だと起こされ、真っ赤になりながら美言と同じものを頼たのみ、食べたあとはまた手を繫つないでうとうとと眠ねむった。搭乗中、ほとんど眠っていたといっても過言ではない。到とう着ちやくは昼になるから時差ボケ防止に睡すい眠みん時じ間かんを調整したほうがよかったのだが、体力温存のため寝ねていろと美言に言われ、素す直なおに従ったのだ。

　そのお陰かげか、空港に着いたときは妙みようにすっきりしていた。広いロビーには、当然ながら〝外国人〟がたくさんいた。しかし、旗を手にしたツアーガイドについて歩く日本人も多い。スーツケースを受け取って免めん税ぜい店てんに目を奪うばわれていたあかねは、

「美言さん、も、もしかして、飛行機の中で眠れませんでしたか？」

　なんだか顔色の優すぐれない美言に気づき慌てた。

「……考え事をしてた。あと、映画を三本観みて……どうして俺が観たい映画が入ってるんだ」

　抗こう議ぎした彼は、壁かべに設置されたデジタル時計を確かく認にんし、スタスタと近くの店に入っていった。クリスマスシーズンが近いせいか、店頭にサンタクロースをあしらった小物が大量に置かれている。美言に続いてスーツケースを引きずりながら店に入ったあかねは、美言が店員に話しかけるのを見て目を瞬またたいた。

　どうやら道を訊きいているらしい。

「行くぞ。バス停まで移動だ」

「はい。……美言さん、今、日本語で訊きました？」

「英語」

「は、話せるんですか!?」

「日常会話程度なら」

　勉強がまったくだめなのかと思ったら、どうやらそういうわけではないらしい。美言はあかねの羨せん望ぼうの眼まな差ざしには気づかず先導するように前を行き、どんどん先に進んでいく。

「英語は得意なんですか？」

「……両親が、海外にいることが多いからな」

「お仕事ですか？」

「半分趣しゆ味みみたいなものだ。お陰で子どもの頃は海外まで引きずり回されていい迷惑だった。たまにかかってくる電話はほぼ英語だし、絵はがきも英語だし」

「どんなお仕事されてるんですか？」

　知らなかった美言の一面が見える。それが嬉うれしくて声を弾ませると溜ため息いきが返ってきた。

「ディーラーだ。骨こつ董とう品を買いあさって日本で売る。じいさまみたいな目め利ききじゃないからたいして利益もないみたいだけどな。父親が骨董好きで買いあさり、母親の通つう販はんサイトで販はん売ばいする。従業員は全員在宅で……俺の人形もはじめはそこで取り扱あつかう予定だったんだが、いろいろとごたごたがあって中止になった」

「お父さんとお母さんは、どの国にいるんですか？」

「ヨーロッパ全域。半年前に届いた絵はがきはイギリスだったから、今もそこじゃないか？」

　適当すぎる。

　どこまでも続く明るい通路とずらりと並ぶ店に圧倒されながら歩き続けたあかねは、美言の言葉になかば感心していた。

　空港を出ると冷たい風が頰ほおを叩たたき、あかねは肩かたにかけていたマフラーをぐるぐると首に巻き、コートのボタンをはめた。息が白い。芽衣子に聞いて覚かく悟ごはしていたが、日本より一ヶ月ほど季節が先に進んでいるくらい寒かった。道路の脇わきに残っている雪を見てぶるりと肩を震わせ目的のバス停を探す。

　だが、人やバスはたくさん見えるのに、目的とするバス停が見当たらない。

　あかねが戸と惑まどうと、美言は近くにいた警備員に声をかけて眉まゆ根ねを寄せた。

「どうかしたんですか？」

「……場所が違ちがってたらしい。行くぞ」

　そう言って、美言はまたスタスタと歩き出した。あかねは遅おくれてそのあとについていき、体を折り曲げつつちらりと足首を見た。そしてぎょっとする。歩いているうちに痛み出したと思ったら、白い靴くつ下したの一部が赤く染まっていた。

「靴くつ擦ずれ……!?」

「あかね、どうした？」

「なんでもありません！」

　足を止めて振ふり返る美言の隣に慌てて並ぶ。見て確認してしまったせいか、痛みが増した気がした。傷を庇かばいつつひょこひょこと美言について歩く。やがて目的のバス停を見つけ、美言に言われる手順でバスに乗った。思った以上に混み合う車内にびくびくしていると、

「こっちに来い」

　そう言った美言がボストンバッグを正面に持ち直し、その上であかねの背中に腕うでを回した。お互たがいのバッグがなければ抱だき合う体勢だ。

「な、なんですか……!?」

「スリ防止。人の多い場所は警けい戒かいしたほうがいい。パスポートなくすと厄やつ介かいだからな」

　スリ──日常ではあまり聞き慣れない単語にあかねは目を瞬いた。

「そんなに危険なんですか!?」

「日本が平和すぎるだけだ。スーツケースから目を放すなよ」

　注意され、慌ててスーツケースを引き寄せる。芽衣子は新婚旅行に一週間を予定していた。帰りはスーツケースをお土産みやげでいっぱいにすると声を弾ませていたので大きめである。

「つ、詰つめるのお姉ちゃんに任せちゃったけど、そんなに大それたものは入ってないと思います。あ、でも、お金は全額借りたから、なくなると困ります」

「なくなって困るものなら管理は徹てつ底ていしろ。それだけだ」

「……スーツケースもなくなると困ります。お姉ちゃんが新調したんです。……空港で傷だらけになっちゃいましたけど」

　どうやって謝ろうかと青ざめるほど傷ついてしまった。

「そのくらいは覚悟して貸してるだろ」

　傷を指で押さえて肩を落とすと美言が苦く笑しようする。ふと窓の外を見ると、細い枝をさらす木々とまっすぐ伸のびた道が見えた。こうして見ると、まるでまだ国内にいるように錯さつ覚かくしてしまうほどだ。

「ルイスはどこにいるんですか？」

　小声で尋たずねると美言は小さく息をついた。バスが停留所で停とまり、人が入れ替かわる。ざわめきに耳をかたむけるように口をつぐんでいた彼は、「わからない」と返した。

「ただ、古城は……人形屋や敷しきの元の建物は、ルイスにも、あの死神にもゆかりのあるものだった。そこから調べればなにかわかるかもしれないと思って」

　曖あい昧まいにつぶやいて、また息をついた。

「いろいろ調べてみたが、国内では限界がある。もちろん、フランスに来たって無む駄だかもしれない。ただ……日本にルイスがいないなら、その古城以外、あいつに繫がるものがない」

　そう言って、美言はボストンバッグを開いてその奥から色あせた一枚の写真を取り出した。写真には、白い花の咲く庭と堅けん牢ろうな古城を背景に、ルイスとサディアスが写っていた。

　目を瞬くと視界が切り替わり、色あせた木々が色いろ鮮あざやかに輝かがやき出した。

　光を弾はじき、さわやかな風が緑の葉を揺らす。白い花弁も風に震ふるえ、ひかえめな芳ほう香こうを放っていた。貴族が所有する城なのに高価な花が植えられることのない庭。それを、不思議なことに〝彼〟はとても気に入っていた。つつましい城に映はえる、そう言って満足していた。

「パリでは新種の薔ば薇らがもてはやされているけど、僕は原種のほうが好きだ。虫がつきやすくて華はなやかさはないが、……悪くない」

　いつもは不ふ機き嫌げんな顔をしている彼が、庭を眺ながめながら機き嫌げん良よく笑っている。

「なにかいいことでもありましたか？」

「いい質問だ。セリーヌの人形を置いてくれるという店を見つけた」

「ほ、本当ですか!?」

　驚おどろいて声をあげ、はっとしてつぐむと、彼は愉ゆ快かいそうに顔をくしゃくしゃに歪ゆがめる。

「僕が噓うそをつくものか。さあ、とびきりの紅茶を淹いれてくれ」

「はい！　ルイス様！」

　声を弾はずませ部屋を飛び出す。台所に向かおうとし、その前に工こう房ぼうに立ち寄らねばと思い至る。はやる気持ちに足が追いつかず、体が大きく前に傾かたむき──そして。

「あかね！　どうした、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　美言の声にあかねは大きく肩を震わせ、視線を上げた。強い動どう揺ようを示すその顔から視線をはずすと、周りにいる人たちもきょとんとあかねを見ていた。

　花園はどこにもない。古城も楽しげな声も、すべて写真が吸い取ってしまったように。

「あれ？　私、どうしたんですか？」

「急に走り出そうとしたんだ。なにかあったのか？」

　質問されて、あかねは曖昧に首をふった。人形屋敷でいつも見る幻げん視しだ。現れたルイスは古風だが上等な服を着て、どこかよそよそしい雰ふん囲い気きをまとっていた。わけがわからず悶もん々もんと考え込んでいると目的地に着いたらしく美言に降りるよううながされた。いつの間にか日が傾きはじめ、寒さがいっそう厳しくなる。体をちぢこめながら美言を見上げると、

「大丈夫か？　電車には乗れそうか？」

　そう尋ねられた。行き交かう人々に圧あつ倒とうされながらあかねはうなずく。人形屋敷の外でも妙みような光景を見てしまうとは思わなかったが、今はなによりルイスを見つけることが先決だ。正体不明の記き憶おくに振り回されている場合ではないと、大きく足を踏ふみ出した。

　とたん、鋭するどい痛みに悲鳴が漏もれた。

「なんだ？　怪け我がか？」

　美言に訊かれ、あかねは両手をぶんぶんとふった。

「ち、違います！　なんでもないです！　ちょっと人込みにびっくりしただけです！」

　言いながらずいっと詰め寄ってきた美言から逃のがれるために足を引き、再び痛みに顔をしかめてしまった。それが決定打になった。美言はあかねの腕を引っぱって視線を落とし、赤く染まった靴下を見るなり顔を覗のぞき込んできた。

「いつからだ？」

「……く、空港の中を歩いているとき、ちょっと痛いなって思ってたら、血が」

「どうして黙だまってた？　お前、慣れない靴くつを履はいてきたのか？」

「高校の指定靴ぐつです。慣れてます。雪が降るかもしれないって言われてヒールはやめて……」

「スニーカーがあっただろ。庭掃そう除じに使ってたやつ」

「それは、ボロボロだったから……それに、これは、美言さんが取り寄せてくれた靴だから」

　サイズが小さくて手に入りづらい靴を、美言は靴がなくなった翌日に用意してくれた。それが嬉うれしくて──慣れた型の靴ということもあり、履いてきてしまったのだ。

「……どうして黙っていた？」

　迷めい惑わくはかけないと言ってくっついてきたのだ。言えるはずがない。

「こ……このくらい、痛くありません。平気だから黙ってました」

　美言が大おお仰ぎように溜ため息いきをつくのを聞いて、あかねはびくりと肩を揺らした。彼の顔がまっすぐ見られない。ぐっと唇くちびるを嚙かむと、美言は一いつ瞬しゆん身をかがめ、あかねの腰こしと膝ひざの裏に腕を添そえるとそのままひょいと持ち上げた。ぐらりと揺れる体に驚いてあかねは小さく悲鳴をあげた。

「腕を首に回せ。でないと落ちるぞ」

　言うなり背中に添えられた左ひだり腕うでが離はなされ、あかねはとっさに美言の首にしがみつく。彼の左手はそのままスーツケースを引きはじめた。

「あ、あの、これは……!!」

「今日はここまでにして休むぞ。慣れないのに無む茶ちやして体を壊こわすわけにもいかないからな」

「だ、大丈夫です。まだいけます。歩くのも、平気です。だから下ろしてください」

　あかねはじたばたと暴れる。手を離せば逃にげられそうな気もしたが、足を持たれているので、最悪、下に落ちて後頭部を思い切りぶつけることになるだろう。その光景を思い浮うかべ、あかねはぎゅっと両りよう腕うでに力を込めた。

　その一瞬、美言の表情が動く。だが、なにも言わない。彼は二人分の荷物に女一人を抱きかかえているとは思えない速度で歩き、しばらくしてから一いつ軒けんのホテルへ入った。そして、フロントのふくよかな女に英語でなにか問いかけ、返答に顔をしかめる。不満を訴うつたえると女は肩かたをすくめ、カウンターに置かれたノートをとんとんと叩たたいてから上を指さした。美言がさらに質問を重ねると、彼女はもう一度肩をすくめた。美言は渋しぶ々しぶとうなずいてボストンバッグから財さい布ふを取り出し、金を叩きつけるようにカウンターに置いた。女はそれを受け取ってニヤニヤしながら奥の部屋へ行き、滴しずく形のキーホルダーがついたキーを取ってきた。

　あかねがキーを受け取ると、美言がエレベーターに乗り込んだ。

「なんて言ってたんですか？」

「急に団体客が入ったから部屋はない。近くにホテルもないから、ここに泊とまれ。そうでなければ路上で身ぐるみ剝はがされろ、だ。タクシーを拾って移動してもよかったが、……まあ、部屋はあるようだったから」

　渋じゆう面めんで答えるとエレベーターは三階で止まり、美言は三〇七号室のドアを開けた。器用に足でドアを押さえたところであかねが違い和わ感かんに気づく。

「ど、どうして鍵かぎが一個なんですか？」

「……部屋が一室しか借りれなかったからだ。ツインベッドで、広さはあるってことを──」

　そこまで言って、美言は部屋の中を確かく認にんするなりあかねをベッドに下ろし、ベッドサイドに置かれた古風な電話機に飛びついた。テーブルに置かれた取とり扱あつかい説明書を見てボタンを押す。

「どういうことだ！　ダブルベッドだぞ!?」

　美言の怒ど鳴なり声通り、コバルトブルーに塗ぬられた壁かべが鮮あざやかな部屋にはダブルベッドが一台と、テーブルと椅い子す、古い型のテレビしかない。美言が日本語から英語に切り替えて抗こう議ぎしている。あかねはそろりと立ち上がり、部屋を見回した。床ゆかは柄がらの入ったタイル張り、ドアを開けると部屋の内装に合わせたかのようなお洒しや落れなバスとトイレがあった。

　電話が終わったのを見計らって部屋に戻もどると、美言はさらにいっそう渋面となっていた。

「どうなりましたか？」

「どうもこうもあるか。夫ふう婦ふなんだからいいじゃないかって言われた」

「誰だれと誰が夫婦ですか？」

「お前と俺以外、今この部屋に誰がいるんだ？」

　ばくんっと、心臓が不自然に跳はねた。あのフロント係の目には、どうやらそう見えていたらしい。それが思った以上に嬉しくて、そわそわとしてしまう。

　しかし、あかねはあくまでもくっついてきた身、主力は美言である。

「大丈夫です。私が床で寝ねます」

「……どうして床で寝るんだ？」

「え、だって、ベッドが一台しかないんですよ？　私、横にならないと寝られないから椅子は却きやつ下かで、そうなると床しかないから、床に」

　見事な消去法だと思っていたら、呆あきれたように溜息をつかれた。

「ダブルベッドだぞ。この広さがあるんだから一いつ緒しよに寝ても問題ない」

「……な、な、なにを、言ってるんですか……!?　一緒って、美言さんと、同じベッドで!?」

「前も一度寝ただろ。一回も二回も同じだ。……今さらぐだぐだ言っても仕方ないな。食事にするか。飲食店が近くにあったから飢うえることはなさそうだ」

「待ってください！　前に一緒に寝たときは紅茶にお酒が入ってて、私が酔よっ払ぱらってたって言ったじゃないですか！」

「ああ？　しらふじゃ嫌いやだっていうのか？　あれは事故だ。酒は飲ませないぞ」

「飲みたいんじゃなくて……そ、そうじゃなくて……一緒に、寝るのは、……無理、というか、いくらベッドが広くても、その……」

　もごもごと訴えると、美言はボストンバッグを開けながら呆れ顔になった。

「安心しろ。ガキに興味はない。何度言わせれば気がすむんだ、お前は」

　ズキリと胸が痛んであかねはきつく唇を嚙んだ。大学生の美言から見れば高校生のあかねは確かにまだまだ子どもだろう。小こ柄がらだからよけいにそう見えるに違ちがいない。

　恋れん愛あい対象にはならないのだ。はじめて人形屋や敷しきに訪おとずれたとき小学生と間ま違ちがわれたことを思い出す。美言から見れば、あかねは出会った頃ころとなにも変わらないのだ。いつまでも子どもで、同じベッドを使っても意識されることはない。

「お前は奥、俺は手前で寝る。近場に行くときも貴重品は置きっぱなしにするなよ」

　てきぱきと指示を出し、美言は財布をポケットの中にねじ込んだ。

　あかねは、なにも答えられないままだった。
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　美言は言葉通り、同じベッドで寝てもあかねに指一本触ふれなかった。

　それどころか早々にあかねに背を向けた。ベッドに入ったときはあれほどドキドキしたのに、自分一人が意識しているのだと痛感すると泣きたくなった。

「だめ。ルイスを捜さがしに来たんだから、こんなことで落ち込んでたら……」

　自分にそう言い聞かせる。だが、それさえも現実から逃げるための口実のような気がして、あかねはぎゅっと目を閉じた。早く眠ねむろうと思った。しかし──。

「……やっぱり、休んだぐらいじゃ体調はよくならないか」

「そんなことないです。だいぶ楽です」

　翌朝、体調不良を即そく座ざに気づかれ、あかねは無理やり笑え顔がおを浮かべることになった。今はルイスのことだけ考えようと思うのに、美言の行動が気になって仕方がない。

　ちらちら見ていると、美言がコインをテーブルに置いた。

「それなんですか？」

「チップ。……あかね、お前のスーツケースにあきはないか？　俺の荷物を詰つめられれば、持ち物が一つになって移動しやすくなる。途と中ちゆうで適当な靴を見みつ繕くろうってのもありだが……」

　美言は言いながら膝をつき、ベッドに腰を下ろすあかねの太ももに触れてきた。指の腹で皮ひ膚ふをたどる。触れるか触れないかの絶ぜつ妙みようなタッチにあかねが胸中で絶ぜつ叫きようしていると、それには気づかない美言がひょいとあかねの足を持ち上げた。

「皮がかなりめくれてるから靴は無理だな。サンダル系はこの寒空じゃまずい」

　無骨な指先が繊せん細さいに動く。あかねは真っ赤になって素す足あしのまま立ち上がった。

「わ、わかりました！　スーツケースたくさんあいてるから好きに詰めてください！」

　告げるなりトイレに逃げ込んだ。心臓に悪い。どうしてああいう行動がさらりと取れるのか──あたたかい手が触れた部分がそれだけで熱を持ち、意識せずにはいられなくなってしまう。心臓が動どう揺ようをダイレクトに伝えてきて、あかねはぎゅっと目を閉じた。

「お、落ち着け、落ち着け。美言さんと私はただの同居人。借金を返したら今の関係は全部解消。だから、……この気持ちは……」

　気の迷いだ。優やさしくされて勘かん違ちがいしているだけだ。失しつ恋れんしたばかりで気持ちが弱っているから、なにか別のもので埋うめようとしているのだ。

　あかねは震ふるえる息を整えるため深く空気を吸い込んだ。

「だいたい、相手にされてないのに」

　苦笑いが漏もれると泣きたくなった。深呼吸を繰くり返して気持ちを静め、のろのろとトイレから顔を出す。美言はスーツケースを開け、なにかを手にして動きを止めていた。

「荷物を片づけるの手伝います。なにか、気、に、な……る……ところ、は……」

　美言が手に持っているものは、まぶしいくらい白かった。ひらひらのレースときれいな刺し繡しゆう。よけいな色を加えない清せい楚そさは、確か、フルオーダーのアパレル系のお店を持つオカマな縫ほう製せい士ラフレシアが興奮気味に告げたベビードールと似通ったものがある。

「男の人はね、白に弱いの。赤とか刺し激げき的だけど露ろ骨こつすぎるのはだめなんだって！」

　ランジェリーショップでそう言ったのは姉の芽衣子だった。好きな人に子ども扱あつかいされていると告げたときの答えである。その「好きな人」が芽衣子の大切にしていた人形を直してくれたのだと伝えたら、「きっと優しい人ね」と嬉うれしそうに笑っていた。あのとき芽衣子が持っていたランジェリーは、あかねが真っ赤になって商品棚だなに戻した。

　それが、なぜか美言の手の中にある。

「これはなんだ？」

　美言に質問されたので、あかねは混乱のまま口を開いた。

「お、お姉ちゃんが、選んでくれた下着です」

「なんでこんな過激なものを選ぶんだ？　男と二人旅だって伝えてあるんだろ？　普ふ通つうは防犯グッズを渡わたすもんじゃないのか？」

「好きな人と一緒に行くって伝え……たら」

　あかねははっと口を閉じた。心臓が壊こわれそうなほど胸の奥で暴れ、次の言葉が出てこない。息苦しさを覚えながらじっとしていると、
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「やっぱりお前が整理しろ。俺がやったらぐちゃぐちゃになりそうだ」

　美言はそう言ってスーツケースから離はなれた。なにごともなかったように。

　あかねは愕がく然ぜんとする。美言にも聞こえていただろう。好きな相手と一緒に行くと、あかねがそう言った声が。そして、一緒に行く相手が一人しかいないことを美言自身もわかっているはずだ。それなのに、なんの反応もなかった。

　気持ちさえ、聞き入れてもらえない。

　あかねはなにも言えずにのろのろとスーツケースの前に移動した。







　好きな人、とあかねは言った。

　誰だれのことかと一いつ瞬しゆん考え、自分しかいないということに気づいた。

　思わぬタイミングで告げられた言葉は会話のついでのようなものだ。まもりのときのように明確に答えを求められたわけではない。だから美言はなにも答えなかった。

「……告白されたわけでもないのに断ったら自意識過か剰じようじゃないか。だいたい、俺は保護者だ。保護対象を意識してどうするんだ」

　なにか引っかかりを感じながらも美言はそんな結論に達した。あかねは保護対象であると同時に大切な金かね蔓づるだ。借金三千万円。それが互たがいの関係を繫つないでいるのだ。

　結局、荷物はあかねの手でスーツケースに詰められ、貴重品はそれぞれ身につけることになった。

　あかねを抱だきかかえ、スーツケースを引きずりつつチェックアウトすると、昨日とは別のフロント係が笑顔で送り出してくれた。親子と思われたか恋こい人びと同士と思われたか少し気になったが、そのままホテルを後にして、きょろきょろと辺りを見回す。電車を使って移動しようと思っていたが、途中から車が必要になると考えレンタカーを借りる計画を立てる。

「その前に足の手当てだな」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ？」

　遠えん慮りよがちにしがみつきながらあかねが訴うつたえるが、靴くつずれを起こした部位が靴くつ下したにくっついて見ているほうが痛いのだ。

「ドラッグストアか絆ばん創そう膏こうを売ってる店があればいいが……」

　あかねの返答を無視して近くを行く女性に声をかけると、彼女はちらりとあかねを見てから通りの向こうを指さした。大きなスーパーがあるらしい。そこに行けばたいがいのものは手に入ると答え、彼女はもう一度あかねを見て「かわいい彼女ね」とにっこり微笑ほほえんだ。

「なんて言ったんですか？」

　きょとんとするあかねに「さあな」と答え、花か壇だんブロックに座らせる。

「寒いか？」

「平気です」

　答えたあかねの頰ほおは赤い。なんだ寒いんじゃないか、そう思って自分のマフラーをはずしてあかねの首に巻いた。二重に巻けば少しは風が防げるだろう。ますます赤くなるあかねを見て複雑な心境になったが気づかないふりをし、近くの店でカフェオレを買って手て渡わたした。あかねは物もの珍めずらしげにカップを受け取り、慎しん重ちように中身を確かく認にんする。そんな仕草に思わず噴ふき出してしまった。古城に無事たどり着けるか、そしてルイスを連れ戻もどせるか不安を感じていた美言にとって、彼女の反応は緊きん張ちように凝こり固まる心をほぐしてくれるものだったのだ。

「買い物をしてくる。すぐ戻ってくるから、少し待ってろ」

　ぽんっと頭を叩たたくとあかねは首をすくめるようにして微笑んだ。

　小こ柄がらな少女と大きな赤いスーツケースというのはやけに目立つ。通りを少し行って振ふり向くと、ここぞとばかりに彼女に声をかける男の姿があった。あかねがぶんぶんと首を横にふると男はあっさりとその場を立ち去った。それを見届け、美言はほっとしてスーパーに向かう。

「しかし、……ロリコンか？」

　東洋人は幼く見られることが多々あるが、あかねは美言の目から見ても充じゆう分ぶんに幼かった。付き合っていれば中身が幼いわけでないことはわかるだろうが、行きずりではそれも難しい。

「ってことは、やっぱり容姿で声をかけてるってことか。……防犯ベルも買っておくか」

　もう一度振り返り、新たに別の男を追い払はらうあかねを見て足早に目的地に向かった。絆創膏と防犯ブザー、水と軽食を購入して店を出る。直後、赤いスーツケースを持った少年が目の前を横切った。傷の少ないスーツケースはいかにも旅行客用という雰ふん囲い気きだ。やけに目を引く赤──まさか、という疑問が湧わいた。

「おい！　そのスーツケース、誰だれのだ？」

　声をかけると、スーツケースをガラガラと引いていた少年は、はっとしたように目を見開いて走る速度をあげた。

　怪あやしいなんてもんじゃない。取っ手にくっついているタグを見た瞬しゆん間かん、美言は迷いなくその少年を追いかけた。止まれと英語で呼びかけると、聞き取りづらい言葉でなにか怒ど鳴なり返された。しかし、走る速度は美言のほうが圧あつ倒とう的に速い。路地裏や大通りを器用に走り分けているものの、石いし畳だたみに小さなタイヤが引っかかり、少年の足が何度か止まった。美言がスーツケースを摑つかんだときには、少年はとうとう取っ手から手を離し、わめきながら路地裏へと消えていった。ファック、だけがやけにはっきりと聞こえたのが腹立たしい。

　美言はちらちらと向けられる視線を無視してスーツケースを確認した。不自然な角度で引きずって走っていたせいで下の部分が傷だらけだ。しかし、間ま違ちがいなくあかねのものだった。

「なにやってるんだ、あいつは」

　スリや置き引きはどんな国にもいる。自衛は当然すべきものだ。だいたい、自分の隣となりにこんな大きなスーツケースを置いておいて、どうして盗ぬすまれるのか。美言は呆あきれながらもスーツケースを引きずりながら元来た道を戻りはじめ──そして、迷った。

「この道は、見たことがあるような」

　優ゆう雅がに新聞を広げる男性が椅い子すに腰こしかけるオープンカフェを覗のぞき込み、美言はうなった。そして、隣にある花屋を見て別の場所だと気づく。うろうろと行ったり来たりを繰り返し、通りかかった店の店員にスーパーの特とく徴ちようを話してさらにうろうろと歩き続ける。

　あかねと別れた場所にたどり着いたときには一時間近く経過していた。

「……なんでいないんだ？」

　花壇には冷えたカフェオレだけが残っていた。ナンパされ誰かにくっついていったのかと考え、すぐに強ごう引いんに連れ去られたのではと疑った。ナンパならスーツケースは持っていくだろう。残っていたから少年が持ち去ったのではないか。

「サディアスにさらわれたのか？　他ほかの誰かか？」

　美言はカフェオレを買った店に駆かけ込み、あかねを見なかったか尋たずねた。店員は首を横に振り「かわいい彼女と喧けん嘩かでもしたのか？」と、軽い口調で尋ね返した。

　目を放すべきじゃなかった。連れて歩くのは大変だという判断で待たせたのが間違いだった。警察に届けるべきか、もう少し捜さがすべきか──美言は通りを見回し、奥歯を嚙かみしめる。

　犯罪に巻き込まれてしまったら、無事ではすまないだろう。ざわめきに苛いら立だちながら誰かに警察署の場所を訊きこうと辺りを見回す。

　直後、さっき買い物をしたスーパーの前に見慣れた少女の後ろ姿を認めた。全身から力が抜け、美言はその場にしゃがみ込んだ。

「なにしてるんだ、お前は。俺は待ってろと言ったはずだ」

　すぐに立ち上がって言葉を投げる。声は、心配していたせいか乱暴なほど低くなった。あかねの肩かたが怯おびえるように大きく揺ゆれ、顔を伏ふせると同時にぎゅっと肩かたに力が入る。怒鳴りつけたいのをこらえ言い訳を待っていると、アスファルトにパタパタと透とう明めいな滴しずくが零こぼれ落ちた。美言は一瞬、その正体がわからずに眉まゆをひそめる。

「スーツケース、と、盗とられ、ちゃって……それを、追いかけたら、見失って……さ、探したんですけど、どこにも……っ」

　声が震ふるえていた。両手で必死に顔をぬぐう。それが追いつかずに涙なみだが何度もアスファルトで弾はじけた。美言が視線を落とすと柄がら物ものの靴下の一部が赤く染まっていた。傷口を再び強くこすりつけてしまったのだろう。そこまでしても見つからず、美言が買い物をすると告げたスーパーまでやってきたに違ちがいない。彼女の行動がようやく見えて、美言は深く息をついた。

　あかねの肩が、また小さく揺れた。

「いいか。もう勝手に動くな。捜すこっちの身にもなれ」

　スーツケースを引いて一歩一歩近づく。

「パスポートと財さい布ふはあったほうがいいが、最悪なくしてもなんとかなる。だから次はなにを盗られても追わなくていい。……それは、俺がすることだ」

　ぴくりとあかねの体が揺れる。恐おそる恐るといった言葉がぴったりあてはまる動きで顔を上げた彼女は、美言を見て涙のたまった真っ赤な目をまん丸にした。

「その、スーツケース」

「ああ。目立つから助かった。お前の姉貴に礼を言わないとな」

　これで泣きやむかと思ったら、あかねの顔がもう一度ぐしゃりと歪ゆがんだ。なにか言っているが嗚お咽えつにまみれてよく聞き取れない。道行く人々が言葉をかけてくるがこちらも聞き取れず、困った美言はあかねを引き寄せて腕うでにくるむ。すると、妙みようにしっくりと馴な染じんだ。

「……背せ丈たけか？」

　思わず口に出すとあかねが顔を上げる。まっすぐ見上げてくる泣き顔にちょっと動どう揺ようし、それを隠かくすために抱だき上げた。唐とう突とつなことに驚おどろいたのかあかねの口から小さな悲鳴が漏もれ、その腕がとっさに美言の首に回された。

　ちらりと見上げると、彼女の顔がほのかに赤い。

「まったく……なにしてるんだお前は。せっかく血が止まったのに」

「ごめんなさい」

　どこかで足の手当てをしなければならない。適当な場所を求めて歩き出すと、あかねの腕に力がこもり、きゅっとしがみついてきた。美言はその仕草に満足する。

　やはり彼女は守るべき対象らしい。

「足、痛むか？」

「す、少し。美言さん、……重くないですか？」

　顔を覗き込むようにして問われ、苦く笑しようが漏れた。その表情がどう見えたのか、あかねはふわりと頰を染め、それを隠すように美言の首筋に顔を埋うずめた。

　とんっと、鼓こ動どうが少し、速くなった。







　水鏡は映し出す。

　ルイスが、知りたいと思うと同時に知りたくないとも思っている現実を。

　雪がちらつくこともあるのに、古城の一室──彼のいる部屋の暖だん炉ろには、ただの一度も火が入れられることはなかった。しかし、もうなにも感じない。熱も、空腹も、風のにおいさえ、今の彼にはわからない。

　それなのに、胸の奥だけが鈍にぶく痛む。

「これは、……きつい」

　かろうじて輪りん郭かくを留とどめる両手で格こう子しを握にぎったルイスは、水鏡に映し出された男女を見つめて顔を歪めた。寄り添そう二人は仲のいい恋こい人びとたちにしか見えない。実際に惹ひかれ合っているのだから、そう感じるのはなんの不思議もないだろう。ただ今は、美言があかねを恋れん愛あい対象と認にん識しきしていないだけで。

「ガキだガキだって言いながら、ちゃんと女の子として扱あつかってるんだもんなあ。美言ってまだあの矛む盾じゆんに気づいてないのかな」

　だが幸い、美言がそのことに気づく前に水鏡は見られなくなるだろう。もう少しで器うつわに入れられた水はすべて蒸発する。

「その前に、僕の体が消えるかな」

　どちらにせよ、この先の光景は見なくてすみそうだ。

　ただ一点、どうしても腑ふに落ちないことがある。あかねのことだ。もう目を凝こらしてもなにも見えないが、あかねの魂たましいはいまだ深い傷を負い、生気が流れ出しているはずだった。生気が補ほ充じゆうできない状態なのに、まだ動けているのが信じられなかった。

「サディアスが約束を守ってくれた、とか」

　しかし、彼があかねと接せつ触しよくした様子はない。自然治ち癒ゆはあり得ないし、となるとなにか別の要因があるのだと思うが、すべての能力を封ふうじられたルイスには確認しようもない。

「そういえば、霜しも月つき祭さいの準備のときにもそういうことがあったな」

　勝手に生気が補充されている謎なぞの現象──。原因がわからず鳥とり籠かごの中をうろうろと歩き回っていると、一つきりのドアが開いて水差しを持ったサディアスが現れた。

「そろそろなくなる頃ころですよね」

「水は足さなくていい。僕はその光景を見る必要はない。それより、彼らに日本に戻もどるよう言ってくれないか？　あかねの体のことを……」

「なにを言ってるんですか。これはあなたのためにやっているのではなく、私のためにやっているのですよ」

　サディアスは水差しの水で器を満たした。

「ほら、これでまた彼らの姿が見える。いいですね。とても素す晴ばらしい。どうやらあなたは、彼らが愛し合う姿を見るのが苦痛なようですね。恋人たちを深く結びつけるのは試練です。なにか準備してあげないと」

　サディアスが声を弾はずませ水鏡に触ふれる。幾いく重えにも広がる波は紋もんにルイスは身み震ぶるいした。

「やめろ！　僕を憎にくんでいるなら彼らは関係ない！」

「──なにを言ってるんですか、関係ありますよ。彼らに与あたえる快楽も苦痛も、あなたにとってはすべてが等しく苦痛なんです。それに……本当に、無関係ではないのですから」

　サディアスはそう言って格子を摑つかんでいたルイスの手に触れた。熱が伝わり、ルイスはとっさに手を引く。そして、消えかかっていた体が再びくっきりと輪郭を現すのを見て愕がく然ぜんとする。寒さを感じて体を震わせ、茫ぼう然ぜんとサディアスを見た。

　彼はルイスに生気を分け与えたのだ。

　手を一ひと振ふりしたルイスは、くすくすと笑うサディアスを正面から睨にらみつけた。

「大おお鎌がまは出ませんよ。そこまで大量に生気を渡わたすほど私は愚おろかではありません。でも、それだけ生気があれば、彼らの到とう着ちやくまでその姿でいられますよね？」

「いい加減にしろ！　目的はなんだ!?」

「……私は百年以上も待ったんです。ああ、待ったというのは正確ではありませんね。魂を狩からずに放置した後は、ごく稀まれにあなたの苦しむ様子を見て愉たのしんでいただけですから」

「狩らずに、放置した……？」

「あなたはとても愚かだった。なにもかも手に入れられたのに、すべてを諦あきらめ放ほう棄きした。父上にあれほど愛されていたのになにが不満だったのですか？　あなたの奔ほん放ぽうさにどれほど周りが傷つけられたことか！」

　サディアスの言葉にルイスは目を見開いた。

「なにを言ってるんだ？」

「……思い出してください。あなたの過去を。その罪を」

　高く足音を鳴らしながらサディアスがルイスの隣となりを通り過ぎる。ルイスが振ふり返ると彼の姿はすでにそこになく、空気の層が渦うずを巻きながらかき消えた。







　第三章　フランス男と無自覚男
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　電車とバスで乗り継つぎを予定していた。

　なんとかなるだろうと考えていた。確かに目的地には着くだろう。金と情報、この二点が不足なく用意できれば問題ない。金は用意したし、情報は現地で入手するはずだった。もともとルイスとサディアスに確かく執しつがあるならそこからたどるつもりだったのだ。

　だが、そうもいかなくなった。前日はあかねの靴くつ擦ずれで電車での移動を諦め、今日は荷物を盗とられて大おお騒さわぎをした。それだけでだいぶ予定とずれてしまった。

　いつもなら苛いら々いらしていたところだが、今回は意外と腹は立たなかった。

　信号で立ち止まった美言はおとなしく抱き上げられているあかねを見上げた。少し心にゆとりができたのか、彼女はきょろきょろと辺りを見回している。頰ほおの血色が思った以上によく、美言はスーツケースを持っていた手を離はなし、あかねの頰に添えた。

「顔色がいい。……今は辛つらくないのか？」

「え？　あ……本当だ。楽になってます。これなら歩けるかも」

「体は楽になっても足が血だらけなのは変わらないだろ」

　ぺちっと頰を軽く叩たたくとあかねが赤くなって肩かたをすぼめる。どんな変化なのか、今のあかねは安定し、幸い美言も不調を感じなかった。軽く抱き直し、信号が変わったのでスーツケースを引きながら歩くと、またきょろきょろあかねが辺りを見回しはじめた。

「……そんなに珍めずらしいか？」

「背が高いと、こうやって世界を見ることができるんだって思ったら、なんだか不思議で」

「便利なことばかりじゃないけどな」

「美言さんくらい高いと、いろんなものが見られて楽しそうですけど」

「俺くらいの身長でもたまに頭をぶつけたりする。まだ伸のびてるし……身長は適度がいいな」

「え!?　伸びてるんですか!?　……いいなあ。私も伸びないかなあ」

「だから、そういいものでもないぞ。女は長身より小こ柄がらな方が……ん？　あかね、お前高いとこ平気になったのか？」

「え？　あれ？　本当だ。前は怖こわかったのに」

「慣れたのか？」

　はじめて抱だき上げたときは耳が痛くなるほど叫さけばれたのに、今はすんなりと腕うでの中にいる。

「……飛行機は、怖かったです」

　ぽつりと声が返ってきた。確かにその通りだ。真っ青だったから隣の席に移動して、以降はずっと手を繫つないでいた。なんだか恋人同士みたいだな、と、そのときはじめてそう思って、まじまじとあかねの顔を見上げた。

「な、なんですか？」

　視線に戸と惑まどったのか、あかねの顔がほんのりと赤くなる。なんとなく返答に窮きゆうしていると目的地である旅行会社を見つけた。自動ドアが開くと同時に飛び出してきたのは見覚えのある少年である。あかねが「あっ」と声をあげたと同時に少年も「あっ」と声をあげた。美言はスーツケースから手を離し、くるりと体を反転させた少年の首根っこをぐっと摑んだ。

　少年が大声でなにかを喚わめく。

『フランス語はわからん。英語にしろ』

　言うと『クソフアツク』の一言が返ってきた。バタバタと暴れる少年が、コート一枚を犠ぎ牲せいにして逃にげ出すと、小さなその体がさらに店から出てきた男にぶつかってよろめいた。長身の男だ。この寒空の下、薄うす手でのシャツと細身のパンツにコートを引っかけただけという軽装である。

『こら、なにしてるんだ、アベル』

　そう笑って彼はあっさりと少年を逃がしてしまった。

『悪いね。彼がなにかしたのかな？　あとで叱しかっておくから……』

　カウボーイ帽ぼうを軽く持ち上げて微笑ほほえみかけた目元の涼すずやかな男は、あかねを見た瞬しゆん間かんに凍こおり付いた。驚きよう愕がくするあかねを見てぴんと来たのは、今しがた逃げ去った少年に対する対応を目にしていたお陰かげだろう。スリは複数犯が多いと聞く。

『おい、お前まさかスリの共犯──』

「日本のお客さん？　どうかしたの？　旅行？」

　若じやつ干かん聞き取りづらい発音を交えながら日本語で話しかけ、彼は引きつった笑いを浮うかべながら旅行会社の前から強ごう引いんに美言たちを移動させた。

『なんのつもりだ？』

『答えを急ぐ男は嫌きらわれるよ、日本人』

　店から死角になる場所まで移動して、彼は真しん剣けんにそう訴うつたえてきた。どうやら店には知られたくないらしい。美言がちらりとあかねを見ると、きゅっと両りよう腕うでに力を込めた彼女は、

「美言さんが買い物に行ってるあいだ、この人に声をかけられて、その隙すきに男の子に荷物を盗られました」

　そう訴えてきた。ヒアリングは得意なのか、男は大げさに肩をすくめた。

『勘かん違ちがいだ。似た人間はたくさんいる』

『わかった。じゃあ店で確かく認にんさせてもらう。そのあとで警察に──』

　男がぎょっとした。

『待て！　仕事がなくなる！　それは困る!!』
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　大げさなリアクションで訴えてくる男は、旅行会社から依い頼らいを受けて働いているらしい。使えるか、そう思った美言は、ゆっくりと言葉を選ぶように口を開いた。







「古城巡めぐり？　ツアーは多いけど、ガイドを現地で探す日本人は珍しいな。有名なのはロワール川の古城かなあ」

　塗と装そうのはげかけた車のシートは、ところどころがひび割れて中の詰つめ物が見えていた。変色したスポンジを、あかねは怖々と指でつまむ。

「目的地はフォレー・ベールト城ね。あの城、ないところがあるけど、いいの？」

「ああ。……そこでいい」

　美言に確認をとったのはレオナール・エルマーというフランス人だ。四カ国語をマスターし、日本語も、読み書きはまったくできないが簡単な会話程度ならでき、本職は観光ガイド、副職はスリというとんでもない男だった。ただし、スリはただいま廃はい業ぎよう中、とのこと。

「だ……大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　こんな男の車に乗って、犯罪に巻き込まれたりしないだろうか。あかねはビクビクと美言を見たが、彼は軽く鼻を鳴らした。

「そのためにわざわざ旅行会社を通して現地ガイドとして雇やとったんだ。これでなにかしでかすようなバカなら一生刑けい務む所しよから出られないようにしてやる。警察突つき出す代わりに雇ってやったんだ。感謝して働け。ただし取り分はなしだ」

「き、聞こえてる、聞こえてる。値切られたせいで、俺はただ働きだ」

「当たり前だ。ああ、食費くらいは出してやるから安心しろ」

「なんて心が広いんだ……っ」

　ハンドルを握にぎるレオナールは言葉とは裏腹に嘆なげいている。あかねがアンティークドールを壊こわした際にまず弁べん償しようを言い渡わたされたことを考えると、どうやらこの姿勢が美言の平時であるらしい。寛かん容ようなのかちゃっかりしているのか、いまいちよくわからない。

「刑務所から出られないようになんてできるんですか？」

「方法はいくらでもある」

　あかねの問いに美言はにやりと口元を歪ゆがめた。美言がこう言うなら実際に方法があるのだろう。彼の行動力は霜しも月つき祭さいのときに痛感したので、あかねはあえて質問は控ひかえた。

　車は古いし座席は硬かたいが、思ったより順調に走行して郊こう外がいへと出た。目的地であるフォレー・ベールト城は、名の通り緑に囲まれた古城らしい。電車とバスを使ったあと徒歩で移動することを考えて二日半予定していた。しかし、車を使うので一日半に短縮できるという話だ。

「一日半ですか？　新幹線は東京と大おお阪さかを三時間で結ぶのに！」

「どこの世界に時速二百キロで走行し続けられる車と道路が存在するんだ？」

　あかねたちが乗る車は五十キロで走行中だ。もともとのスピードが違ちがいすぎる。

「なあなあ、本当に寄り道しなくていいのか？　勿もつ体たいない」

　レオナールが残念そうに質問してきた。確かに勿体ないが、車窓を流れる光景を見るだけでも楽しかった。古い建物が多くて町並みは美しく、ぽつぽつと建つ白い尖せん塔とうも可愛かわいらしくて胸が躍おどる。町を抜ぬけるとちらちらと雪が降り出して寒さ以上に雄ゆう大だいさを際きわ立だたせた。

「ハネムーンに古城一ヶ所だなんて」

　呆あきれる声にあかねと美言はぎょっとした。

「ハネムーンじゃありません！　か、か、観光です！」

「でも、二人は親密な関係だろ？　ずっとべったりしてる」

　指し摘てきにパッと手を離はなした。空港を出てからずっとくっついていたし、靴くつ擦ずれのせいでほとんど抱だきしめられるようにして移動していた。だからごくごく自然に車中でも手を繫いでいたが、言われてみると一連の行動から〝親密な関係〟に見えなくもない。

「親密じゃない」

　あかねが否定する前に、美言がきっぱりと告げた。

「荷物がスーツケース一個だ」

「まとめたほうが移動に便利だからな」

「……本当に夫ふう婦ふじゃないのか？」

「違う」

　美言が返すとレオナールはちょっと考えるような表情になって「違うのか」と自分に言い聞かせるように繰くり返し、ぐっとハンドルを握り直した。

　遅おそめの昼食をとるため車を停とめたのは、町外れにあったちょっと薄うす暗ぐらい店だった。どうやらレオナールがよく行く店らしく、店員が笑え顔がおで注文を取りに来てくれた。なにを頼たのんでいいのかもわからなかったのでレオナールに任せ、料理を待つあいだにコートを脱ぬいでマフラーをはずし、ほっと息をついた。

「疲つかれてないか？」

「大丈夫です。私はずっと座っていただけだから」

　今も車を降りるときには美言が抱き上げてくれた。どうしても慣れなくて隠かくれるように美言にしがみつく形になってしまったが、子ども扱あつかいの延長でも、そうして気き遣づかわれるのはやっぱり嬉うれしかった。

　店ではトマトと小エビを使った色いろ鮮あざやかなサラダと鶏とり肉にくを使った野菜たっぷりのポトフ、そして、香かおりのいいパンと山盛りのパスタが振ふる舞まわれた。

　空腹を満たすとまた移動がはじまり、日が暮れる頃ころになって道の途と中ちゆうで車が停まる。

「通行止めだ。珍めずらしい」

　レオナールは首をひねった。森に入る手前、道の中央に通行止めの道路標識とともに迂う回かいをうながすサインが並ぶ。ゆるやかなカーブと生おい茂しげる木々に邪じや魔まされてよくわからないが、道の先でなにかトラブルが起こったらしい。

「少し戻もどる。知り合いの家が近いから今日はそこに泊とまろう」

「……大丈夫なんだろうな？」

　美言の問いにレオナールは軽く笑った。

「大丈夫。一人暮らしの善良な老人だ。それに、お前たちになにかあったら俺が疑われる。リスクが高い。こういうときのために旅行会社を利用したんだろ？」

　車がＵターンする。胸の奥がざわめいて美言の手を握ると、それをなだめるように美言はあかねの手の甲こうをもう片方の手でそっと包んだ。







　レオナールが向かったのは、背の高い木の下に建つ、赤あか瓦がわらの屋根と白しら壁かべが印象的な古い家だった。一人暮らしなのにベッドルームが五部屋も用意されているらしい。

『たまに娘むすめ夫婦と友人たちが遊びに来るものでね』

　ふっくらとした手で年季の入ったパイプをつまむ老人は、レオナールが言うように善良を絵に描かいたような笑みを浮うかべてあかねたちを招き入れた。

『レオナールの友人なら私の友人だ。さあ、外は冷える。中へどうぞ。食事は？』

『まだだよ。突とつ然ぜんで悪い』

『てっきり私が約束を忘れてるのかと思ったよ』

　老人は朗ほがらかに笑って手招いてくれた。当然のことながらあかねには二人の会話はさっぱりわからなかった。どうやら美言もわからないらしく、ちょっと戸と惑まどうような表情をしたあと、あかねの視線に気づいて咳せき払ばらいをした。

「彼はダミアンだ。善良そうな老人だろ？」

　レオナールは屈くつ託たくなく笑ってあかねの真っ赤なスーツケースをガラガラと引いた。もちろん、あかねは相変わらず美言の腕うでの中だ。当然のように抱き上げるので、ほとんどされるがままになっていた。ダミアンの家は、外装は古びた雰ふん囲い気きだが内装は思ったより新しい。すすめられるまま食事をとったあかねたちが案内された部屋も、やっぱり思った以上に新しかった。ただし家人の趣しゆ味みなのか暖だん房ぼうは薪まきで、食事のあいだに火を入れてくれたのか、赤々と火が踊おどっていた。あかねたちがたどたどしくお礼を言うと「本当に別々の部屋でいいのか？」と心配そうに尋たずねられた。どうやらここでも夫婦か恋こい人びと同士と思われたらしい。

「どうして間ま違ちがえるんだ？　あかねなんて、どう見ても小学生だろ？」

　美言がベッドにあかねを下ろしながら言う。再三子ども扱いをされているのでそろそろ慣れているとはいえ、改めて言われるとやっぱり胸が痛い。

「二人は仲がいい。ずっと離れないから勘かん違ちがいして当然だ」

「……あかねが足を怪け我がしてるから仕方がない」

「足の怪我？　そんなふうには見えないけど……ひどいのか？」

　レオナールは目をぱちくりさせた。

「手当てはすんでる。それより風ふ呂ろは？　使えるのか？」

「バスはないからシャワーだ。訊きいてくる」

　レオナールが部屋を出ていくと、美言があかねの前にひざまずいて靴くつに手をかけた。

「じ、自分でできます」

　訴うつたえてみたが美言はさっさと靴を脱がせ、するりと靴くつ下したに手をかけた。どぎまぎしてしまうのは──仕方がない。こんな状じよう況きようには慣れていない。たかが靴下一枚取り去るだけで、しかもそれが傷の状態を確かく認にんする行こう為いであるとわかっているのに動どう悸きが激しくなっていく。

　ぎゅっと唇くちびるを嚙かんでうつむくと、傷を見た美言が溜ため息いきをついた。

「本当は傷口を乾かしたほうがいいんだが、これじゃ難しそうだな」

「すみません。結局迷めい惑わくばっかりかけてます」

「……運んでるあいだは暖だんが取れていい」

「そ、そこまで体温高くありません」

「そうだな。冷たい」

　ぽつりと言って、大きな手があかねの足を包み込む。

　どっと鼓こ動どうが乱れた。

　──人形の代わりではない。彼は今、ぬくもりを分けるためにあかねに触ふれているのだ。たったそれだけのことなのに涙なみだが出るほど嬉しくて、あかねはぐっと唇を嚙んだ。本当に何気なく取った行動だったのか美言はそのままもう片方の足にも触れてきた。やがてレオナールが戻ってきて、室内の光景を見てちょっと慌あわてたような顔をしながらシャワールームの使用許可が出たことを伝えてくれた。







　入浴を終え携けい帯たいスリッパでぺたぺたと部屋に戻り、芽衣子が用意してくれたコンセントプラグをセットしてドライヤーで髪かみを乾かわかした。そして、携帯電話を充じゆう電でんしはじめてからようやくメールが何通か届いていることに気づいた。

　兄の友とも樹きからの定期メールを除けば芽衣子からのメールと、蘭と艶子の二人からのメールだった。姉からのメールは「首しゆ尾びはどうですか？」と意い味み深しんに短く、悩なやみつつ「順調だよ」と返し、祖母の容態を心配する友人二人のメールに首をかしげた。

「あ、そうか。おばあちゃんが倒たおれたことになってるんだった」

　慌てて「落ち着いたみたい」と打って、胸中で謝罪しながら送信ボタンを押した。

　メールを打つと、もうやることがなくなってしまった。あかねは暖炉に薪を一本入れ、舞い上がる火の粉をぼんやりと見つめた。ルイスは今ごろどうしているだろう。神しん出しゆつ鬼き没ぼつであったはずの彼が、もしもまったく身動きの取れない状態だったら──そう思うと不安がどんどん膨ふくらんで、あかねはとっさに首を横にふった。

「きっと、大だい丈じよう夫ぶ」

　美言がルイスを連れ戻すため動いているのだ。必ずルイスの元にたどり着き、なんとかしてくれる。願うようにそう考えてから、美言と一いつ緒しよのときにこの手の不安に襲おそわれなかったことに気づいた。一緒にいるときはいつもなにかしら話題を探し、同じ風景を見つめ続けた。

　ずっとずっと、行動以上に大切に守ってくれていた気がして──。

「さ……さっき別れたばっかりなのに」

　急に会いたくなってちらちらとドアを見た。今ごろ美言はシャワーを浴びているかもしれない。いつも工こう房ぼうにこもっているのに触れる体は逞たくましく、それが水に濡ぬれる光景を思い浮かべた時点であかねは悲鳴をあげた。

「痴ち女じよだ！　変態だ！」

　男の人の体を思い浮かべるなんて、頭が沸ふつ騰とうしているに違ちがいない。

「よし、寝ねよう。明日は目的地に着く予定だし、今日はゆっくり休まなくちゃ」

　宣言して電気を消しベッドにもぐり込んだが、目が冴さえてちっとも眠ねむれなかった。ごろごろしていると靴ずれがシーツでこすれて悲鳴が漏もれる。痛みが去るとさらに意識が冴えた。

　どうしようかと思案するあかねの目に携帯電話の充電ランプが飛び込んできた。

「そうだ。明日行くお城……」

　検けん索さくしたらなにか出てこないだろうか。ルイスに関することか、あるいはサディアスに関すること──期待しながら携帯電話を操作し、インターネットに接続してぴたりと動きを止める。

「なんて名前だったっけ？」

　じっと検索画面を睨にらんでみたが、どうしても思い出せない。やがて目がちかちかしてきて、あかねはいったん携帯電話を閉じた。

　そのタイミングで寝しん室しつのドアが開き、あかねはとっさに目をつぶる。美言が様子を見に来たと思ったのだ。起きていたら夜よ更ふかしをするなと怒おこるに違いない。だから息を殺し、ドアが閉まるのを待った。

　案の定、すぐにドアが閉じた。

　あかねが息をつくとぎしぎしと板が鳴った。かすかな違い和わ感かんを覚えながらも目を閉じ続け、足音が止まった時点で不審を抱いだいた。眠っていることを確認するにしては丁てい寧ねいすぎる。人形作りに関しては感心を通り越こして呆あきれるほど緻ち密みつな作業をこなすが、基本はずぼらなのだ。人形屋や敷しきは荒あれ放題、タバコの吸い殻がらで山を作り、叩たたき割ったビスクドールの欠片かけらも放置する。そんな彼が、寝ているかどうかをわざわざベッドの脇わきまでやってきて確認するだろうか。

　もしかして、そう思って目を開けたとき、あまりにも近いところにレオナールの顔があって呼吸が止まった。

「寝たふりをしてるなんて、かわいい人だな」

　彼はにっこりと極ごく上じようの笑えみを浮かべた。

　フランス人はみんなこんなタイプばかりなのかと、あかねは驚きよう倒とうする。ルイスだって暇ひまがあれば女性に甘い言葉をささやいていた。愛の国──否いな、これはもう狩人かりゆうどの国なのかもしれない。女がいたら口説くのが礼れい儀ぎ、そう思っているとしか考えられない。

　しかし、勘違いということもある。これが彼流の質問の仕方という可能性がゼロではない。

　この期ごにおよんであかねはそんなことを考えていた。

「な、なんでしょうか？」

「朝、花か壇だんに座ってた君に声をかけたのは、ナンパしてたんだ」

　どう考えてもスリだった。実際にスーツケースを盗とられて血の気が引いた。あの中には美言の私物も入っていた。美言が取り返してくれなかったら、大おお幅はばに予定が狂っていただろう。

　抗こう議ぎを込めて睨みつけると、

「君はミコトと結けつ婚こんしていないってことは、セリバテールってことだろ？」

「……セ……？」

　真しん剣けんに問われてようやく身の危険を感じはじめたあかねは、ぎゅっと体をちぢこめながらレオナールの言葉を反はん芻すうした。

「つまり……なんていうのかな。結婚していない若者、恋れん愛あいが楽しめる人ってこと」

　そのくくりなら確かにあてはまる。しかし。

「私には好きな人がいます」

「でも、恋愛は自由だ」

　──言葉が通じていない。間違いなくずれている。微笑ほほえむレオナールにぞっとした。

「で、出ていってください」

「せっかくフランスに来たのに、なんの思い出も作らないのか？」

「思い出なら充じゆう分ぶん作ってます」

「もっと刺し激げき的な思い出だ。寒い夜にはあたため合う」

　口調は軽い。冗じよう談だんの延長と判断し、あかねは拒きよ絶ぜつを示すためレオナールの胸を押した。が、びくともしない。とっさに助けを呼ぼうと口を開けると手で塞ふさがれた。

「楽しもうって、言ってるんだ。ミコトとは結婚してない。恋こい人びと同士でさえないんだろ？　だったら君も遠えん慮りよはいらない」

　一いつ瞬しゆんで頭に血がのぼった。部屋に勝手に入ってきて、相手の意思さえ無視して楽しめと言うほうが無む茶ちやだ。あかねが身をよじる。その直後、部屋の中が明るくなり、レオナールの豊かな髪が後ろから伸びてきた手に無造作に摑つかまれ、その体が遠ざかっていった。

　あかねは慌あわてて体を起こす。

「日本の女は面めん倒どうくさいぞ。受け身なうえに、執しゆう念ねん深い」

「え？　なに？　もう一回！」

「お前じゃ手に負えないからさっさと出ていけ！」

　レオナールの耳をひっつかみ、美言が大声で怒ど鳴なる。美言が手を離はなすとふわんっとレオナールの体が横に傾かたむき、すぐに耳を押さえた。

『耳が……っ』

『出ていけ。今度やったら殴なぐり飛ばすぞ』

　日本語から英語に切り替かわる。ジェスチャーで美言がレオナールを脅おどしていることだけ理解して、そのときになって思い出したように体が震ふるえはじめた。あかねは布ふ団とんを抱だきしめ、レオナールから離れるようにずるずると後退する。

『彼女の気が変わるかもしれないじゃないか』

『変わるか』

　冷ややかに言い放った美言は、身を乗り出して逃にげ腰ごしのあかねをひょいと抱き上げた。

「俺の部屋に行くぞ」

　安全面を考えての発言だとわかっているのに鼓こ動どうが跳はねた。あかねが返答に詰つまっていると、

「嫌いやがってる」

　レオナールが勝ち誇ほこったように告げる。

　嫌がる、という表現は正しくない。一緒にいたいのは事実だ。そばにいられるだけでドキドキする。けれどそれは、同時にとても緊きん張ちようすることでもあって。

　なにも言えずにうつむくと、美言はあかねをそっとベッドに下ろして離れた。

「あ……」

　しまった、そう思った。決して嫌ではないのだ。ただ同時に、躊躇ためらう気持ちも少しあった。あかねは遠ざかる足音にきつく唇くちびるを嚙かむ。

「え、俺も!?」

　美言がレオナールを引きずってドアまで行く。せわしない足音のあと急に静かになった。

　あかねはがらんとした部屋を見回してからベッドに倒たおれた。

「行くって、言えばよかった」

　どうしてとっさに声が出なかったのだろう。こうして後こう悔かいするならちゃんと伝えればよかった。彼の気き遣づかいを、結果として拒絶してしまう結果になるくらいなら。

「美言さん」

「なんだ？」

　美言の声にぎょっとして体を起こすと、小さな袋ふくろを持った彼がドアの前に立っていた。

「ど、どこに、行ってたんですか？」

「部屋に行って、パスポートと財さい布ふを取ってきた。あのじいさんは大だい丈じよう夫ぶそうだが、レオが信用できない。持ち逃げしたら殺すが、その前に自衛はしておく」

　そう言って、彼はドアに施せ錠じようするなりソファーに腰こしを下ろした。ああ、鍵かぎがついていたのか、と今さらながら気づく。施錠しておけば怖こわい思いをしなくてすんだのに、そんなことさえ気づけなかったのだ。

　しかし今はそれよりも気になることがある。

「あの、美言さん。どうしてそこにいるんですか？」

「言っただろ。レオが信用できないんだ。ガイドとしての経験は評価するが、それ以外がまるであてにならない。実際に、心配していたとおりになったしな」

「すみません」

　まんまと襲おそわれたあかねは返す言葉もない。

「……気を抜ぬいてたお前に非がないとは言えない。ただ、俺も注意を怠おこたってた。一晩に二度も来るとは思えないが……まあ、次に来たら思い切り殴ってやろう。腕うでが鳴るな」

「病院送りになりませんか？」

「自じ業ごう自じ得とくだ。警告はした」

　ふんっと鼻を鳴らした美言は、クッションの位置を直したあといったん立ち上がり、暖だん炉ろに行って火かき棒で薪まきを動かした。火の粉が上がり火の勢いが増し、パチンッと木がはぜる。美言は薪を二本追加して、再びソファーに戻もどった。

「もしかして、そこで寝ねるんですか？」

「よく考えたら俺のほうが荷物が少ない」

　どうやらそういう発想で荷物を取りに行ったらしい。

　心配してわざわざ来てくれた。それがやっぱり嬉うれしくて、ぎゅっと胸が苦しくなる。

「ベッド、使いますか？」

「ソファーでいい。ああ、暖炉の前に移動させれば暖が取れるか」

　美言がもう一回立つのを見てあかねはぐっと拳こぶしを握にぎる。どうせ子ども扱あつかいされているのだ。だったら今さら躊躇う必要なんてないだろう。ソファーで寝て風か邪ぜをひくくらいならこれが最良──ズキズキと痛む胸を無視してあかねは口を開いた。

「一いつ緒しよに寝ませんか？」

　あっさりと了りよう承しようすると思った。そうだな、とそっけなく言うと思った。それなのに、返事がない。あかねはそろりと顔を上げる。そして、ソファーに手をかけたまま口をつぐむ美言に気づいて小首をかしげた。

「美言さん？」

　呼びかけると美言が顔をそむけてソファーを持ち上げ、暖炉の前に運んだ。

　なにか言ってほしかったのに、美言は怒おこったように口をつぐんであかねと視線を合わせようともしてくれなかった。

　結局その日は美言がさっさと明かりを消してしまったせいで、それ以上なにも言えなかった。前日はゆっくり休めなかった。だからちゃんと眠ねむらなければならなかったのに、今日は美言のことで悶もん々もんとしてしまい、やはりなかなか寝つけなかった。




　　　　　[image: ]




　翌日は、比ひ較かく的てき早い時間に出発した。

　ただし気分は最悪だ。睡すい眠みん不足二日目──美言に気づかれないように、あかねは無理にしゃんと背筋を伸ばした。

　まっすぐ顔を上げているのに、気持ちはうつむき気味になってしまう。昨日繫つないでいた手が今日はからっぽで、隣となりに腰かけている美言がひどく遠い気がした。

「ダミアンは通行止めなんてなかったって言ってたから、なにか急にトラブルがあったんだと思う。迂う回かい路を聞いたからちょっと遠回りになる」

「どのくらいだ？」

「フォレー・ベールト城まで？　ダミアンの話では昼過ぎには到着するらしい」

　林道の前が十字路になっている。レオナールは右に曲がった。

「で、昨日はどんな熱い一夜を過ごした……」

　美言が運転席を蹴け飛とばし、レオナールの言葉が一いつ瞬しゆん途と切ぎれた。

『危ないな！　ハンドル操作間ま違ちがえたらどうする気だ!?』

　相変わらずヒアリング全敗のあかねはレオナールがなにを言っているのかさっぱりわからない。代わりに美言が口を開いた。

『真ま面じ目めに運転しろ』

　きっと無む茶ちやなことを言っているんだろうなあ、そう思ったのはレオナールの口元が引きつったからだ。美言が後ろからガンガンと座席を蹴けるのをじろりと睨にらみ、

「日本人は礼れい儀ぎ正ただしいんじゃないのか！」

　ぶつぶつ言いながらもハンドルを握り直す。あかねは微び苦く笑しようしながら携けい帯たい電でん話わをネットに接続し、今聞いた城の名を入力して検けん索さくボタンを押した。すぐに別名が『緑の森の城』と出てくる。決定ボタンをもう一度押すと緑の中にたたずむ古城の写真が出てきた。庭を埋うめ尽つくしていた白い花はすでになく、城の一部も取り壊こわされて廃はい墟きよと化している。

　ふっと再びあの感覚が襲ってきた。意識だけが切り離はなされ、視界が大きく変わる。目の前に現れたのは、シワだらけの手に杖つえを持ち、曲がった腰をなんとか伸のばしてようやく立っているような老人だった。高価なテーブルを磨みがき上げることに苦心していた手を止めると、

「息むす子こはどこだ？」

　老人は訊きいた。あえぐように、苦しげに。

「ルイス様はまだお戻りになっていません。人形に使ういい粘土が見つかったと……」

　体をこわばらせて告げる。この手の人間が次にとる行動を、嫌というほど知っていたのだ。

「役立たずめが！　どうしてお前など拾ってきた！　いい笑い者ではないか!!」

　老人は杖を振ふり回し、言葉とともに苛いら立だちを叩たたきつけてきた。それは仕方がないことだと思った。肥だめで生きてきたのだ。肥だめで死ぬべきだったのに、お城の一室を与あたえてもらった。ルイス様が恥はずかしい思いをしているなら申し訳ないと、そう思った。

　けれど老人が帰ったあとに戻って来たルイスは、思い切り眉まゆをひそめた。

「僕のことなんて放ほうっておけばいいものを。……ひどいな。子どもにこんな仕打ち……」

　彼は上等な絹のハンカチで傷口を押さえてくれた。勿もつ体たいなくて、申し訳なくて、なにも言えずにうつむいた。

　お詫わびを言わなければ、そう思ったとき遅おくれて誰だれかが部屋に飛び込んできた。

　とっさに顔を上げ、その直後。

　肩かたに鈍にぶい痛みを感じ、はっと目を瞬またたく。そこには装そう飾しよくの見事な家具の代わりに美言の不安げな顔があった。辺りを見回し、豪ごう華かなシャンデリアも高価な絨じゆう毯たんも、なにもかもきれいに消えてしまったことに茫ぼう然ぜんとした。

「お前、今、なにを見ていたんだ？」

「……ネットで、フォレー・ベールト城を検索して……そうしたら、おじいさんがいて、殴なぐられて、ルイス様が手当てをしてくれて、女の人が……」

　美言が携帯電話を覗のぞき込み、そこでようやく自分の言動がおかしいことに気づいた。殴られた痕あとが痛むような気がして触ふれていると、美言があかねの手を取って確かく認にんする。異常が認められなかったのか、彼は少し怪け訝げんな顔をした。

　そして、改ためてあかねを見る。

「……やっぱり、あの火の玉の応急処置じゃ限界があるってことか……？」

　不安を混ぜながら、美言は少しざらつく手のひらであかねの頰ほおを柔やわらかく包み込んだ。大きな手から伝わる熱が心ここ地ちよい。目を伏ふせるといったん離れた手がくしゃりと髪かみを撫なで、鼓こ動どうが速くなってしまった。

「あ……あの、たぶん、寝ね不ぶ足そくで、その関係……なのかもしれないです」

「……寝不足？　確かに顔色がよくないが……少し休むか。レオ！」

　電波が悪いのかカーラジオを叩いていたレオナールが美言の声に手を止めた。

「わかった。どこかに……ああ、あそこに湖が見えるな。そこにしよう」

　木々の隙すき間まからキラキラと輝かがやく湖こ畔はんが見え隠れする。どのくらい進んだのか、あたりは葉を落とした広葉樹がずらりと並び、果てがない。車は細い小道に入り、しばらく進んだ先にある空き地で停とまった。コートを着てマフラーをまき、靴くつを履はいて勢い込んで身を乗り出すと、なぜかそこにはレオナールが待っていて、軽々と抱だき上げられてしまった。

　ぐらりと揺ゆれる体に恐きよう怖ふし悲鳴をあげ、慌あわてて車を降りた美言に手を伸ばす。腕を摑つかまれ、そのまま強ごう引いんにひっぱられて美言の腕に収まったときには心臓がバクバクして冷や汗あせまで流れていた。

「なにするんだ！」

「……なにって、そこの岩まで運んであげようと思っただけだけど……ミコト以外に抱かれるの、そんなに嫌いやがるとは思わなかった。悪かったよ」

　怒ど鳴なる美言にレオナールは両手を上げて肩をすくめ、湖畔の向こうを指さした。

「あそこに行って、なにか食べ物がないか訊いてくる。ついでに道も。もう森を抜けてもいいはずなんだけどなあ」

　映画のワンシーンのように白い平屋が一いつ軒けんだけぽつりと建っていて、近くにはボート乗り場まで用意されている。遠ざかるレオナールの足音を聞きながら、あかねはぎゅっと美言にしがみついて短い呼吸を何度か繰くり返した。高いところは平気になったと思ったのに、どうやら違ちがっていたらしい。この腕だから平気なのだ。

　背中を優やさしく叩いていた美言は、呼吸が整うのを見計らってあかねを岩の上におろした。車中ではずっとよそよそしかったが、微び妙みようにただよっていた拒きよ絶ぜつの空気が今はない。

　だが、隣に座ってくれる気配もなかった。

　あかねはぎゅっと拳こぶしを握にぎる。昨日から、美言はやっぱりよそよそしいままだった。

「ど……どうして昨日は一緒のベッドじゃだめだったんですか？」

「当たり前だ」

　前の日は子ども扱あつかいして一緒に寝ねたくせに昨日はだめで、それどころか手も繫いでくれない。あかねは身を乗り出し、無意識に美言の服を摑んだ。直後、手を滑すべらせバランスを崩くずす。

　傾いたあかねの体を美言がとっさに支えた。

　間近で視線が絡からみ合い、胸の奥がきゅっと痛くなる。

「私、美言さんのことが好きです」

　言わないほうがいい。そう思っていたのに言葉にしていた。美言が大きく目を見開き、すぐに眉をひそめる。次はきっと呆あきれ顔になるだろう。そして、面めん倒どうくさそうに「ガキに興味はない」と返ってくるに違いない。簡単に予想できる展開に、答えを聞く前から泣きたくなる。

　きつく唇くちびるを嚙かむと、大きな手が伸びてきて、あかねの体を押し戻もどした。

「保留だ」

　たった一言。

　あまりにそっけない言葉──でも、それを聞いた瞬しゆん間かん、ぼろりと涙なみだが零こぼれていた。

「どうして泣くんだ」

　困こん惑わくする美言にあかねは泣き笑いしながら首を横にふっていた。美言は少し戸と惑まどったように見おろし、指先であかねの涙を払はらってからくるりと背を向けた。

「レオのやつ、遅おそいな。様子を見てくる」

　独り言のようにそう告げて「お前はそこにいろ」と残し、遠ざかっていく。

「保留だ。……へへ。保留だって」

　ちっとも前向きな状じよう況きようではないのに、安あん堵どに涙るい腺せんがゆるんでしまう。子ども扱あつかいではない。興味がないとも言われなかった。その事実が嬉うれしくて、あかねは笑いながらごしごしと目をこすり、岩の上に座り直した。よく晴れた空はどこまでも高く、空気は冷たいが、日差しがあたたかいので意外と寒いという感覚がない。

　あかねはそのまま目を閉じた。







　美言は走り出したいのをこらえてまっすぐ山さん荘そうに向かって歩いた。

「冗じよう談だんじゃないぞ、犯罪じゃないか……!!」

　十六歳、女子高生──対し、美言は二は十た歳ちを超こえて大学生だ。明るみに出たら間ま違ちがいなく大おお事ごとだ。借金返済のため同居させた当初、あかねは恋れん愛あい対象ではなかった。彼女のことは子どもだと思っていたし、事実、子どもだったのだ。今だってあの頃ころとたいして変わらない。

　そう思っていた。

「じゃあなにか。はじめて会った頃から子どもじゃなかったってことか」

　それとも感化されたのか。

　あろうことかぐらついてしまった。まっすぐ見つめてくる彼女の眼まな差ざしと、その涙に。いや、言っていることが、やっていることが、霜しも月つき祭さいを境にいちいち気になってしまうのだ。

「その前にルイスを助けるのが先だろう。あかねの体のことだってあるんだ。あかねとのことはそれからで……いや、そうじゃない。それからってなんだ。その先はないぞ」

　断言してみたものの、美言はとっさにあかねの告白を「保留」にしてしまった。まもりに告白されたときはその場で返事をしたのに、あかねのときは答えられなかった。喉のど元もとまで出かかった言葉をとっさに吞のみ込んでしまったのだ。

「だいたいあのとき、俺はなんて答えるつもりだったんだ？」

　自問自答したら恐おそろしい答えが出てきそうで瞬しゆん時じにその思考を封ふうじた。振ふり返ってあかねの様子を確認したかったがこれも自重する。美言は脇わき目めもふらずに山荘に向かった。

　山荘にたどり着くなり乱暴にドアをノックしたが、先にレオナールがたどり着いているはずなのに返事がない。苛いら々いらしながら名前を呼んだが家の中から物音一つしなかった。

　疑ぎ問もん符ふが浮うかぶ。

「レオ！　なにしてるんだ!?　人がいないなら戻ってこい。あかねが落ち着いたら出発するぞ！　今日中にフォレー・ベールト城につきたいんだ！」

　美言はさらに荒あらっぽくノックし、痺しびれを切らしてドアノブをひねった。ドアに鍵かぎはかかっておらず、すんなりと開く。山荘は板張りの廊ろう下かと左右にドアの並ぶシンプルな造りだ。

「レオ！　出てこい！」

　呼びかけながら足を踏ふみ入れ──直後、視界がぐらりと揺れた。

「なんだ？」

　美言は呆あつ気けにとられる。山荘は忽こつ然ぜんと消え、かさかさと音をたてて枯かれ葉が靴を撫でた。あたりには冬枯れした木々が生え、湖さえ見当たらない。目をこらしても落葉樹の茶色と常緑樹の緑が広がるばかりだった。

「ここはどこだ？　なにが起こった？　あかねは……？」

　一人、あの場所に取り残してしまった──そう思ったとたん、混乱を押しのけて不安が首をもたげた。早く戻らないとあかねにまた寂さびしい思いをさせてしまう。

「人のことを心配している場合ではないと思うのですが」

　駆かけ出そうとしたとき、声と同時に枯れ葉を踏む音が聞こえた。大地をおおっていた枯れ葉が揺らぎ、すり替わるように青々とした葉が現れる。目の前を白い花が横切るのを見て反射的に腰を落とすと、頭上を真しん紅くの大おお鎌がまが通り過ぎた。柄えが樹木をするりと抜ぬけると刃は先さきが角度を変え、再び樹木をすり抜けて襲おそってきた。美言は横に跳とぶ。追ってきた大鎌は美言の鼻先をかすめて大地に吸い込まれ、今度は足あし下もとから現れた。

「く……!!」

　ズボンの裾すそをするりと抜けた刃やいばに呼吸が止まる。真紅の大鎌は肉体を狩かるものではない。魂たましいだけを切り刻み、無に近づけるのだ。

「意外と反応がいいですね。……少し、斬きられてくれませんか？　今のままでも充じゆう分ぶんにいい見み世せ物ものにはなるんですが、もう一押し、ほしいところなんです」

　どこから現れたのか、真紅の大鎌を縦じゆう横おう無む尽じんに振り回すサディアスは微笑ほほえみながら斬りつけてきた。ギリギリでそれをよけ、息を弾はずませながら美言はまっすぐ彼を睨にらみつける。

「ルイスはどこだ!?」

「教えたら斬らせてくれますか？　あなたは少し元気すぎるんです。もうちょっと弱ってくれないと楽しめない。あかねさんでもいいと思ったんですが、あれ以上斬ってしまうと消しよう滅めつしてしまうし……そういえば、少し補強されていましたね。器用な人がいたものだ」

　サディアスは目を細めてくすりと笑う。

「でも、私の大鎌ではすべて切り裂さいてしまう。だから、あなたしかいないんです」

「訳のわからんことをべらべらしゃべるな！　ルイスは無事なんだろうな!?」

「斬らせてくれますか？」

「断る！」

　安否を問うだけで斬られては敵かなわない。火の玉カケルが施ほどこしてくれた処置は有効らしいが、自分まであかねと同じ状態になったら、行動に大おお幅はばな制限がかかるだろう。

　彼女を守れなくなってしまう。

　毒々しいほど赤く染まった大鎌が幾いく度ども振り下ろされ、美言は何度もそれをよける。息が上がる。木の根に足を取られ、転びかけながらも距きよ離りをとる。

「いい加減に斬らせてください。この大鎌は、死の御み遣つかいの大鎌とも、紛まがい物の大鎌とも違う。私が鍛きたえ上げた最高の品です。これで斬られることは栄えい誉よです」

　ささやきとともに再び大鎌が振り下ろされた。白い花弁を舞まい上がらせながら大地に沈しずんだ大鎌は地中を移動して繰り返し襲ってくる。美言はそれをよけ、サディアスを睨んだ。

「ルイスを返してあかねを元に戻せ」

「どうやら自分の立場というものを理解していないようですね」

　呆れ声とともに再び大鎌が振り下ろされた。美言がぐっと腰を落とし、大鎌が角度を変える前に地面を蹴けった。長い武器は遠くの敵に攻こう撃げきできるぶん有利だが、懐ふところに入られればとたんに不利になる。わずかな油断を見み逃のがさずにサディアスに体当たりし、地面に転がすなり馬乗りになった。美言はそのままサディアスの襟えり元もとを摑つかんで思い切り締しめ上げた。

「形勢逆転だな」

「いいえ。同じですよ」

　顔色一つ変えずに告げたサディアスの手から大鎌が消える。悪お寒かんを感じ即そく座ざに飛びのいた美言は、真紅の短たん剣けんを手に起き上がるサディアスを見てぞっとした。大鎌が定番だが、どうやらどんな形にも変えられるらしい。

[image: ]

　サディアスは不思議そうな顔で目を瞬またたき体を起こした。

「……おかしいですね。あなたの魂に傷があるように見える。……あなたは何者ですか？」

　問いかけながら短剣を消し、サディアスは改めて大鎌を作り直した。こんな相手とまともにやり合って勝てるわけがない。美言は身をかがめ、指先に触れたものを摑む。白い花の奥から出てきたのは枯れ葉だ。彼はそれをサディアスに投げつけ、彼が顔をそむけたその一瞬で踵きびすを返して駆け出した。

「死神に効く武器はなんだ？　やっぱり拳けん銃じゆうか？」

　武器を探して視線を彷徨さまよわせた美言は、大地を蹴ったサディアスが消えるのに気づき、とっさに足下に落ちていた木の枝を拾った。

　だが、サディアスは現れず、花園も消えた。

　念のため木の陰かげに隠かくれて様子をうかがってみたが、やはり姿を現す様子がない。

「……助かったのか……？」

　慎しん重ちように木から離はなれ、ほっと全身から力を抜く──直後、風にのってあかねの声が聞こえ、美言は息を殺して耳をそばだてる。再度聞こえてきたのは悲鳴のような声だ。

「あかね！　どこだ、あかね……!?」

　サディアスが標的を変えたのか。追い詰つめられるあかねの姿が脳のう裏りに浮かび、気づけば転がるように駆け出していた。声のする方角へ、あかねのいる場所へ──木々をかき分けがむしゃらに走っていると、辺りに光がさし、前方がキラキラと輝かがやいているのが見えた。

「あかね！」

　湖だ。別れた場所だ。息を乱して森を抜ける。と、山荘の前にあかねが立っていた。美言があかねを見つけるとほぼ同時、彼女も美言に気づいたらしい。慌あわてたように駆け、美言の目の前でかくんと膝ひざから崩くずれ落ちた。美言は慌ててあかねの腕うでを摑み、そのまま引き寄せた。

「無事か？」

　抱だきとめた体になんの異常もないことを認めると、安あん堵どとともに全身から力が抜ける。

「み、美言さんこそ、無事なんですか!?　山さん荘そうに入ったきり行ゆく方え不明になって、レオナールさんが森まで捜さがしに行ってくれて……」

「……行方不明？　俺が？　いつ？」

「私と別れて、今までです」

　目を潤うるませたあかねに言われて時刻を確かく認にんすると、すでに三時を過ぎていた。山荘に行ってほんの一いつ瞬しゆん記き憶おくが途と切ぎれ、気づいたらサディアスと対たい峙じしていた、そう思っていたが、どうやらそれ以上に時間がたっていたらしい。記き憶おくをいじられたのだ。

「……あえて正気に戻もどして襲ってきたのか？　どれだけ屈くつ折せつしてるんだ」

　表層は穏おだやかなのに、中身は限りなく歪ゆがんでいる。サディアスがここに現れたということは、ずっと行動を監かん視しされていたということだろう。神しん出しゆつ鬼き没ぼつの死神なのだから、邪じや魔まと判断すればすぐにでも手は打てるはずだ。それをあえて泳がせている。意図はわからないが、ろくなことは考えてないという予測だけは立った。

「レオナールさんに、二人も行方不明になるのは困るからここから離れるなって言われて、わ、私、何度も山荘を捜して、だけど、美言さんがいなくて……っ」

　あかねは涙なみだ声ごえだった。細い肩かたは小刻みに揺ゆれ、見ているとひどく痛々しい。

「俺は、大だい丈じよう夫ぶだ。……山荘から出て、少し森を歩いてたんだ。だから泣くな。……お前は、なんともないんだな？」

　記憶をいじられてしまえばあやふやな問いだが、それでも美言は問わずにいられなかった。

「大丈夫です」

　返答にほっとして抱きしめる両りよう腕うでに力を込めると、あかねはちょっとだけ体をこわばらせ、すぐに力を抜いて身を任せてきた。「美言さんだあ」と、腹に顔をぐりぐり押し付けてくるのを見ていたら、安堵とともに言葉が胸に詰まり、なにも言えなくなった。

　美言はふと視線を下に落とす。そして、すぐさま顔を引きつらせた。

「お前、相当歩いたのか？」

「え……ええ？　そ、そんなことないですよ？　美言さんを捜しに少し歩いただけで、相当だなんてとんでもない」

「血が出てる。靴くつ擦ずれの上から靴擦れか」

　ぎくり、と、あかねの肩が震ふるえた。

「……お前は本当に目が離せないやつだな。あとで手当てしてやるから覚かく悟ごしろ」

「な、なぜ手当てで覚悟しなくちゃならないんですか？」

　恐こわ々ごわと問われたので美言は「さあな」と返し、山荘をちらりと見た。異変はない。だが、この森に誘さそい込まれた可能性は高い。通行禁止の標識も、サディアスが準備したという可能性は捨てきれないのだ。

　美言はあかねを抱だき上げて車に足を向けた。







　ルイスが繰くり返し柵さくに体当たりする。

　そのたびに光が走り、傷ついた体を治すため、残されたわずかな精気が消費されていく。力も入らない体をさらに痛めつけるように、ルイスは単調な行動を繰り返した。

　もう少し──。

　そう思った直後、ルイスの目の前にサディアスが現れ、格こう子しをすり抜ぬけ肩に触ふれた。振ふり払はらおうとしたがうまくいかず、肩がじわりと熱くなる。

「やめろ」

「自分から怨おん霊りように戻るつもりですか？　その程度で私から逃にげられると思いましたか？」

　サディアスは質問し、なにも答えないルイスを見て冷れい笑しようした。

「あなたが大切に思う人間たちが駆かけずり回り、なんの抵てい抗こうもなく死んでいく──それを見て、あなたは絶望しなければならない。一人、満足に消えていくなんて許しません」

　空気の層以上に希き薄はくになったルイスの体は、立つことさえできないほど疲ひ弊へいしていた。それなのに、サディアスに生気を与えられたことでゆっくりと形を取り戻していた。

「この生気は町中にうろついていた少女たちから集めたものです。馬ば鹿かな使い方を続けるようなら、一人からすべて奪うばってあなたに分けて差し上げますよ」

　微笑ほほえみとともに告げられた言葉は、見知らぬ少女の死し刑けい宣告にも等しかった。

「誰だれも巻き込むな」

「あなた次し第だいです」

　サディアスの手が肩から放れたあと、ルイスはうめいてのろのろと体を起こす。ちらりと水鏡を見ると、美言が壊こわれ物を扱あつかうようにあかねを抱き上げているところだった。美言の魂たましいに異変はない。どうやらサディアスの魔まの手からうまく逃げ切ってくれたらしい。ルイスはほっとした。しかし、そう何度も使える手ではないだろう。

　無事にレオナールと合流した美言を見て、ルイスはそっと安堵の息をついた。







　第四章　分かれ道
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『急にいなくなるのはやめてくれないか？　同行してた旅行者が行方不明って、俺みたいな旅行関係の仕事してるやつには致ち命めい的てきなんだぞ！　営業妨ぼう害がいだ！』

『ああ、悪い。道を見失うとは思わなくて』

『次やったら割増料金だからな』

『がめついな……わかった。それで手を打つ。それより食べ物はどうなったんだ？　手に入らなかったならどこか近くに飲食店はないか？』

　レオナールに返しながら、美言はもたれかかってくるあかねを見た。もしかして、本当はサディアスになにかされていたのではないか──そう思ってあかねの顔を覗のぞき込んだ美言は、彼女の顔色がよくなっていることに気づいて首をかしげた。

　ひとまず様子を見ることにした一時間半後、硬かたくこわばっていたあかねの表情がやわらぐと同時に、頰ほおに血の気が戻るのを認める。不思議に思ってあかねの頰に触れようとした美言は、座っているにもかかわらずひどいめまいを覚えて目を閉じた。

　違い和わ感かんが生まれた。

　こんなことが前にもなかったか──そう考えて、すぐに閃ひらめく。霜しも月つき祭さい用のビスクドールを作っていたとき、雷かみなりに怯おびえたあかねを彼女の部屋に運んだことがある。美言はそのときひどいめまいに襲おそわれ、彼女と一いつ緒しよにベッドに倒たおれ込んだのだ。

　翌日の朝、異様なほどだるかった。

「あのときもあかねの顔色がよくなってたな。……他ほかにも何度か体がだるかったことが……」

「なに？」

　日本語の独り言に、日本語の質問が返ってきた。眠ねむるあかねの頰を指先で撫なで、くすぐったそうに身をすくめる仕草を眺ながめつつ美言は今の状じよう況きようを端たん的てきに言葉にした。

「俺の調子が悪くなると、あかねの調子がよくなるんだ」

「はは！　なんだそれ。まるで夫ふう婦ふみたいだな。夫が瘦やせて、妻が太る。仲がいい。お前が食うぶんを彼女が食ってるのか」

「……俺が食うぶんを、──あかねが」

　絶対量は同じ。この場合の絶対量とは──。

　美言は茫ぼう然ぜんとあかねを見た。あかねの魂にはサディアスにつけられた傷がある。そして、美言の魂にも〝傷があるように見える〟らしい。

「いや、その前に、火の玉に特とく殊しゆって言われてなかったか？　体調も訊きかれたし、前世の記憶のことも……」

「前世の、記憶？」

　もぞもぞとあかねが身じろぎし、眠たげに目をこすりながら言葉を続けた。

「人形屋や敷しきに来てから、変なものが、見えるんです。たまに派手な格好のルイスが出てきて、キラキラなサディアスさんも出てきて……あれは、誰の記憶……？」

「キラキラって……お前一体どこでなにを見てるんだ？」

「夢、みたいな、……どうして美言さんは出てきてくれないんだろう。会いたいなあ」

　ぼんやりした声で答えてあかねは目を閉じ、繫つないだ手に力を込めてきた。美言はきょとんとしてから応こたえるように指先に力を込めてやる。

「ここにいる」

「……はい」

　満足したのかあかねの体から力が抜ける。再び聞こえてきた寝ね息いきに目を細めると、

「いきなり〝ジュ・テーム〟とか言い出すんじゃないだろうな」

　背もたれに肘ひじを引っかけ、上半身をねじるようにしてレオナールに睨にらまれた。

「前見ろ、前！　ぶつかる！」

「日本人のガールフレンドがほしいのに」

　舌打ちしながら前を向いたレオナールがぶつぶつとなにか言っている。日本語と、英語と、フランス語。どれもが微び妙みように入り交じっていてうまく聞き取れなかった。

　美言は再び穏おだやかに眠るあかねを見た。

「黄泉よみの門をくぐり損そこねると前世の記き憶おくが残るって言ってたな。……まさか、あかねも関係者ってことか？」

　そう考える方が妥だ当とうなのではないか。霜月祭最終日、オークション会場に現れたサディアスは、あかねを「愛いとし子」と呼んだ。微笑んでいたが、その奥にあるのは嘲ちよう笑しようだった。彼はその言葉を、あかねを卑ひ下げするため口にしたのだ。

　それを聞いた瞬しゆん間かん、強い反感を抱いだいたことを思い出す。

　同時に、彼女が真しん紅くの大おお鎌がまで斬きられたときの絶望もよみがえってきた。

　どっと汗あせが噴ふき出す。

　あかねはここにいる。触れることも、言葉を交かわすことも、今はまだできる。

　このぬくもりを手放さないためになにをすべきか──美言は眠り続けるあかねの顔をじっと見つめた。







　目を開けると、まだ夢を引きずっていた。

「あかね、……大だい丈じよう夫ぶか？　ハンカチ……は、ないからとりあえずこれで拭ふけ」

　差し出されたのは美言の胸で、あかねはおとなしく彼の腕うでの中に収まった。

『……ごはん食べる？　食べない？』

『食べる。ちょっと待て』

　レオナールの問いに答えた美言が、あかねが顔を上げるのを軽く阻そ止ししてぽんぽんと背中を叩たたいた。

「夢を見たのか？」

「はい。……私が、死ぬ夢」

「……あとで詳くわしく聞かせろ」

　美言は少し硬い口調でそう言って、あかねが身み支じ度たくを整えると当然とばかりに抱だき上げて車外へと連れ出した。吐はき出す息が白く染まる。車が停とまっているのはレストランの前の駐ちゆう車しや場だった。ただしあかねの感覚では〝ファミレス風〟と注ちゆう釈しやくをつけたくなるほど店内ががやがやと騒さわがしい。ここもレオナールの馴な染じみの店らしく、店員が親しげに声をかけてきた。

　テーブルについてレオナールが注文をすませると、美言は椅い子すから下りて膝ひざを折った。

「足を出せ」

「……へ、平気ですよ？　本当に、全然まったく」

「いいから出せ」

　美言が「覚かく悟ごしろ」と告げていた手当てがはじまることにビクビクしながら足を出す。

「え？　なに？　どうし……え!?　真っ赤じゃないか！」

　からかうようなレオナールの声は、あかねの足首を覗き込んだ瞬間、困こん惑わく声に変わった。靴くつ下したには血がにじみ、それを脱ぬぐと真っ赤な絆ばん創そう膏こうが出てくる。驚おどろかれて当然だろう。

「なんでここまで歩き回るんだ」

　美言の抗こう議ぎに、不安だったからとも言えずにあかねはきゅっと唇くちびるを嚙かむ。丁てい寧ねいに絆創膏が剝はがされ、血の止まった傷口に新しい絆創膏が貼はり直される。痛みに息を詰つめていたあかねがほっと息を吐き出した──直後、美言の手が柔やわらかくあかねの足をもみほぐしはじめた。

「傷を庇かばいながら歩くからよけいな場所に力が入るんだ。まったく……」

　ぶつぶつ言いながら丁寧に触ふれられて、あかねは両手で口を押さえて悲鳴をこらえた。心臓が破れそうだ。止めたいのに口を開くこともできない。

『その靴くつ、ずいぶん新しいものに見えるけど、……まさかミコトからのプレゼント？』

『……プレゼントって訳じゃないが、俺が買った。それがなにか？』

『わざわざ旅行に履はいてくるなんて、よっぽど大切にしてるんだろうなって思っただけ』

『他に履く靴がなかったんだ』

『バカだな！　そんなわけないだろ！　好きな人から贈おくられたからだよ！』

　──と、一連の会話はやはりあかねにはまったくわからず、ぴたりと美言が動きを止めて顔を上げたとき、涙なみ目だめで「もうほぐれました」と返すのが精せい一いつ杯ぱいだった。美言は咳せき払ばらいして椅子に座り、ポケットからペンとメモ帳を取り出した。どうやら持ち歩いているらしい。

「さっき車中で見た夢はどんなものだった？」

「さっき、ですか？　さっきのは、私がベッドに寝ねていて……体が重くて、うまく動かなくて……ごはんも食べられなくなって……もう死ぬんだって思ったら、誰だれかが──」

　手をしっかりと握にぎって、死なないでと懇こん願がんしてきた。

「あ、あの、相手の顔は見えませんでした。目がかすんで、なにも」

「……もしかして、今まで頻ひん繁ぱんに見てたのか？　どうして俺に相談しなかった？」

「言ったら美言さんに心配かけるんじゃないかって思って……」

「バカか。逆だ。相談されないほうがよっぽど心配する。……他になにか覚えてるか？　そういう夢っぽいもの。なんでもいい。言え」

　美言は怒ったように息をつき、質問を追加する。

　あかねの葛かつ藤とうを一いつ蹴しゆうする、見事なくらいきっぱりとした命令形だ。あかねはちらりと隣となりに腰こしかける美言を見た。言うのが当然と思っているのか、彼はペンをかまえたままだ。

　あかねは小さく息をつく。

「えっと……人形のない人形部屋で、みんなでお茶をしたこととか」

「みんなって誰だ？」

「わ、わかりません。それから、……あ、ルイスが……たぶんルイスだと思うんですが、花束を持って来ました。舞ぶ台たい衣い装しようみたいな服を着て、嬉うれしそうに」

「舞台衣装？　霜しも月つき祭さい……じゃ、ないよな。いつだ？」

　美言の質問にあかねは肩かたをすぼめた。

「……わかりません。それから、サディアスさんがお城に来たこともあって……」

「フォレー・ベールト城か？」

　美言の質問に、そのときの光景がよみがえった。深夜、ドアノッカーの音に玄げん関かんへ向かうとサディアスが立っていた。怖こわくてたまらなかったが、自分の役目を果たさなければと必死に言葉をかけた。気づけばサディアスの手には紅ぐ蓮れんの大鎌が握られ、その刃やいばが──。

　ぶるりとあかねは体を震ふるわせる。

「どうして？　いるはず、ないのに。あの人は亡なくなったのに。ルイス様はひどい男だって言って、赤い大鎌で私を……!!」

　──これで少しは彼も苦しんでくれるでしょうか？

　しっとりと甘くささやくサディアスの声が耳底にまとわりつく。彼はルイスを苦しめるためだけにあかねを斬ったのだ。親愛は狂きよう気きに、好こう奇き心しんは憎ぞう悪おに、鮮あざやかにすり替かえて。

「──他ほかには？」

　美言の問いにあかねは両耳を押さえた。

　ああ、と自分のものとは思えない声が唇を割る。

「ドアを開けたのは私の落ち度です。私が斬られるのは仕方がない。でも、あの人まで斬られてしまった。私のせいです」

「誰のことだ？」

「私を路地裏から救ってくださった方。暗くて寒いあの世界から助けてくれた。救ってくれたばかりかパンとスープをくれたんです。部屋もくれました。暖だん炉ろもありました。嬉しくて、幸せで、一生をかけて尽つくそうってそう思ったのに、それなのに、あの男が……!!」

「あかね！」

　腕を摑つかまれ、あかねは目を瞬またたいた。美言の顔がある。心配そうなその顔がぼやけてやけに見づらい。

「もういい。わかったから──もういい」

　美言はメモ帳を閉じ、あかねの頭をぐりぐりと撫なでた。

「ジャンキー？」

　いつの間に運ばれたのか、サラダをもさもさと食べながらレオナールが警けい戒かい気味に問いかけてきた。あかねの様子があらぬ誤解を招いたらしい。

『俺、やばいやつは客にしない主義なんだ。いろいろ面めん倒どうだし、俺まで疑われたら厄やつ介かいだから』

『違ちがう』

　レオナールは、はっきりと答えた美言をなおも疑わしげに見つめている。あかねはそこでようやく自分がなにかよくないことを言ってしまったことに気づいた。けれど、感情が高ぶってうまく言葉が出ない。

「ご、ごめんなさい。トイレどこですか……っ」

　立ち上がってレオナールを見ると、彼は店員になにか言葉をかけ、店の奥を指さした。あかねはうなずき、集まってくる視線をさけるよう顔を伏ふせながら薄うす暗ぐらい店の奥へ行った。

「どうしちゃったんだろう。私」

　個室にこもって目元をごしごしとこすって溜ため息いきをつく。足の痛みに気づいて靴を脱いだとたん、クリーム色の壁かべが消え、石いし畳だたみの路地裏が現れた。

「え……？」

　幻げん視しだ。いつも見る幻まぼろしだ。そう気づいたのに気持ちが大きく揺ゆらぎ、震えが走った。

　暗い場所は苦手だった。その闇やみに吞のまれて朽くちていく自分を思い浮うかべてしまうから。

　一人でいることも嫌きらいだった。ずっと一人ぼっちで震えていたから。

　そんな自分の手を引いてくれる人がいた。もう大だい丈じよう夫ぶ、もう怖くない。いつも一いつ緒しよにいるから平気、そう笑って光の中に導いてくれる人がいた。

　その人の腕うでの中には完成したばかりのビスクドールが抱だかれていた。

　豊かな金糸の髪かみと緑の瞳ひとみを持った、心を柔らかく包んでくれるような微笑ほほえみを浮かべる人形。稀き代だいの人形師と呼ばれた少女の作ったもの。

「セリーヌ・バリエのビスクドール」

　あかねが声を出すと路地裏の光景は瞬しゆん時じに消え、クリーム色の壁が現れた。手を伸のばして壁に触れ、感覚が戻もどっていることにほっとし、すぐに怖くなってトイレを飛び出した。そのまま美言の元へ戻ろうとしたら、丸テーブルで昼食を楽しんでいた男たちに声をかけられた。誰も彼も美言より体の大きな人ばかりだ。「かわいい」「こんにちは」と、片言の日本語で話しかけられ、あかねはここが現実なのだと改めて実感し安心する。

「カンコウ？　ジャパニーズ？」

　ニコニコと問われてうなずくと、今度は隣のテーブルからも声がかかる。こっちはまるでわからない。フランス語の中に英語が混じって「プリティ」くらいしか聞き取れなかった。

　どうやら一緒に食事をしようと誘さそってくれているらしい。そこまで判断したとき、大おお股またでやってきた美言が軽々とあかねを抱き上げ、男たちに言葉をかけ、スタスタと席に戻った。

　残された男たちは顔を見合わせて苦く笑しようし、あかねと目が合うと軽く手をふってきた。

　美言がきょとんとするあかねにサラダを押し付けると、レオナールが大げさに溜息をつく。

『なんだ。やっぱり恋こい人びと同士なんじゃないか。でも、恋人だからって恋れん愛あいを制限したら彼女が可か哀わい想そうだ。彼女の人生は彼女のものなんだから』

『悪いがその考え自体がわからん。だいたい、恋人同士じゃない』

『だったら俺が彼女にアプローチを』

『するな』

　レオナールが絶句する。会話に参加できないあかねがきょとんとしていると、やや不ふ機き嫌げん顔の美言に「落ち着いたなら食え」と言われてしまった。とても食べきれないので料理を美言のお皿にこっそりと移動させていると、またレオナールに溜息をつかれてしまった。

「仲がいいな」

　今度は日本語だ。しかも呆あきれている。

「うるさい。それより主菜を運ばせろ。俺は今日中にフォレー・ベールト城に着きたいんだ」

「……予定が狂くるったのはお前の責任だろ？」

　レオナールは森で迷ったことを言っているのだろう。指し摘てきされて美言が眉まゆ根ねを寄せると、レオナールは肩をすくめて立ち上がる。

「食事くらいゆっくりとればいいのに」

　ひらひらと手をふりながらカウンターに向かって歩き出した。あかねはレオナールから視線をはずして美言を見る。

「……さっき、男の人たちになんて言ったんですか？」

「なんでもいいだろ」

　どうやら言いたくないらしい。あかねはちょっと考え、そろりと報告した。

「……あの、また変なものを見たんですけど」

「多すぎないか？」

「フランスに来てから急に増えたんです。……路地裏で、セリーヌ・バリエのビスクドールを抱いた人と一緒にいて……相手の人の顔は見えなかったんですけど」

「……お前、その夢の中で人形作ったりしてないか？」

　一いつ瞬しゆん、美言がなにを訊きいているのかわからなかった。理解したとたん首を横にふった。

「お、覚えてません！　人形は出てきましたけど、私、そんな……っ」

「……ルイスが捜さがしているのはセリーヌ・バリエの魂たましいだ。彼女は過去に黄泉よみの門をくぐり損そこねている。つまり〝狩かり損ね〟の魂だ。この場合、考えられるのは三つ──ルイスのように死神になるか、いまだこの世を彷徨さまよい続けているか」

　美言がまっすぐあかねの目を覗のぞき込んだ。

「前世の記き憶おくを持って生まれ変わっているか」

「……前世の記憶って、私が、見てるものが？　で、でも、もし私が……その、セリーヌだったとして、どうしてルイスが気づかなかったんですか？　こんなに近くにいたのに」

　あかねの指摘に美言が首をひねった。

「……転生を視野に入れていなかった……とは、思えないな。予想以上に変わりすぎたのかもしれない。こんな子どもになってるとは思わなかったとか……」

　セリーヌ・バリエの容姿は不明だが、彼女が他界したのは十七歳のときだ。年ねん齢れい差はわずか一歳。その小さくも大きな隔へだたりにあかねは唇くちびるを尖とがらせる。

「そ、そういうのは、見た目で判断するものじゃないと思います」

　死神なのだから魂を見るに違いない。それでわからなかったのだから違うのではないかと思うものの、ときおり見える幻視は、美言の言葉を意識せずにはいられないものだった。

「……ルイスは、セリーヌ・バリエに会ったらどうするつもりなんですか？」

「狩かるつもりらしい。……本当に狩れるのかは謎なぞだけどな」

　美言はあかねから顔をそむけ、サラダを黙もく々もくと食べはじめた。あかねが戸と惑まどっていると、カウンターの奥からミネラルウォーターの入ったペットボトルを持った少年がぺたぺたとやってくる。どうやら水を買ってくれということらしい。あかねがバッグをさぐっていると先に美言が料金を渡わたし、少年はペットボトルをテーブルに置いてくるりと踵きびすを返した。そして、男たちと談笑するレオナールの元まで駆かけていき、髪をぐしゃぐしゃにされ笑い声をあげた。

　少年と入れ違うように皿を三つ持った女性がやってきて屈くつ託たくなく笑った。

『レオナールはちゃんと仕事してるの？　女の子ばかり追いかけてない？』

『どちらもそれなりに』

　美言の返答に、店員は肩かた越ごしにレオナールを振り返る。あかねはちびちびとサラダを食べながらそんな店員を見た。きれいな人だ。背も高いしスタイルもよく、そばかすが可愛かわいらしい。美言は食事の手を止め、彼女に笑えみを向けながら会話を楽しんでいる。

「……私にはこんな顔してくれない」

　告白は保留にされたままだ。優やさしくしてくれるのは大切な金かね蔓づるだからなのか、もっと別の意図があるのか、あかねには判断がつかなかった。

　店員がカウンターに戻ってから、あかねはちらりと美言を見た。

「なんだ、さっきから」

「いえ。……あの、……な、なにを、話してたのかなって思って」

　美言はサラダを平らげ、パンを口に放ほうり込みながら主菜に移る。仔こ羊ひつじ腿もも肉にくの香こう草そう焼きだ。野菜が緑を添そえ、ソースのオレンジが食しよく欲よくを誘う。香こう辛しん料りようの香かおりが鼻び腔こうをくすぐった。

「レオはあれでも昔は結構悪いことをしていたそうだ。今はすっかりまっとうになって、悪さをしている子どもを見つけては仕事を斡あつ旋せんしているって。さっきの子どもみたいに」

　思いがけない言葉にあかねは目を丸くした。どうやら美言は、レオナールの話を聞いて苦笑していたらしい。

「女を口説くのは趣しゆ味みだそうだ。まあ、フランスの男はそういうのが多いって言うが」

「……でも、私、レオナールさんに話しかけられてるときにスリに……」

「俺もてっきりグルかと思ったが……違ちがったみたいだな。犯行に気づいたから捕まえようと追いかけて、警察に突つき出させるわけにはいかないから庇かばったんだろう。……紛まぎらわしい」

　あかねはもう一度レオナールを見た。彼は少年を肩かた車ぐるまし、陽気に笑っている。視線が合うと少年を下ろして小走りで戻って来た。

「さ、冷める前に、どうぞ」

　そっと食事をすすめるとレオナールは素す直なおに着席し、ナイフとフォークを優ゆう雅がに操あやつった。

「彼らが、あかねは可愛いねって、言ってたよ。笑顔がすごくいいって。結けつ婚こんしてるのを残念がってた」

「け……結婚!?　誰だれが!?」

「ミコトが、俺の妻だって、言ったって」

　あかねがぎょっとすると美言が身を乗り出した。

「言ってない！　俺の連れだって伝えただけだぞ。ちゃんと！　フランス語で！」

「〝ファム〟を使っただろ。あれは〝女性〟って意味もあるけど、ミコトの使い方だと〝俺のワイフだ〟ってなる」

　フランス語はやっぱり得意じゃないらしい美言が絶句してから店の片かた隅すみを指さした。

「……訂てい正せいしてきてくれ」

「わかった。その代わり、口説かせろ」

　ちらりとレオナールに見つめられ、あかねは危あやうくサラダを喉のどに詰つまらせるところだった。

『断る』

『なぜ？　結婚してない、恋人でもない。だったら問題ない』

『不ふ愉ゆ快かいだ』

『……それは彼女が好きだからって意味か？』

　ベース言語が変わって、あかねはまたしても置いてきぼりになってしまう。今まさに自分のことが語られていることにも気づかずに、サラダを平らげてお待ちかねの仔羊腿肉の香草焼きを引き寄せた。肉はほんのり赤みを残し、ソースも実に色いろ鮮あざやかだ。ナイフを入れてワクワクしている彼女は、美言の恨うらめしげな視線にはまるで気づかなかった。

『彼女は子どもだ。倫りん理りに反する』

『子ども？　倫理なんて言葉を持ち出すなよ。ナンセンスだな。感情はもっとシンプルだろ？　愛しているか、愛していないか』

『……嫌きらい、ではない』

『愛しているか、いないかだ』

『あ……』

　美言の言葉が途と切ぎれる。顔を上げると目が合って、渋じゆう面めんをされた。

「それは、本人に言う」

「それを日本ではこう言うんだ。意い気く地じなし」

「うるさい」

　あ、日本語だ、と、ちょっとほっとしていると美言はがっくりと肩を落とした。そんな姿を不思議に思いながら見つめ、切り分けた肉を口に入れ、ふわりと広がる香草の香りと柔やわらかな食感に感動する。こういう料理を食べ、会話を楽しめたらさぞ幸せだろう。

　この場面にルイスとリョウがいたら──そう思うと、食事の手が止まってしまった。

　この先ついていって、どうなるかはわからない。本当は日本に残って美言の帰りを待っていたほうがよかったのかもしれない。その思いを、あかねは慌あわてて振ふり払はらった。

「美言さん。私、英語頑がん張ばります。会話に参加したいです」

　気持ちを前向きに切り替かえ勢い込んで宣言すると、美言は重々しく息をついた。

「やめろ。そのままでいい。お前は英語をマスターするな」

「なぜですか」

「俺が死ねる」

　とりあえず全力で却きやつ下かされた。
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　水鏡に再び水が追加された。

　美言とあかねは確実にルイスのいる場所に近づいてきていた。そして、二人の関係も、当初では考えられないくらい変化した。足を怪け我がしたあかねを美言が抱だきかかえて歩く──はじめはぎこちなかったその行こう為いが、今ではごく当たり前のことのように二人に馴な染じんでいた。

　それを見たら、いてもたってもいられなかった。

「なんだよ、これ」

　不可視の鳥とり籠かごに額を押し付ける。光が散って、一いつ瞬しゆんで消える。寄り添うようにそばにいる二人を映し出す水鏡から顔をそむけようとしたとき、水面がゆらいで映像が変わった。

　車だ。あかねたちが移動に使っているものだ。その脇わきにサディアスが降り立ち、錆さびの浮ういたボンネットに触ふれる。手のひらがするりとその下に潜もぐり込み、さらに腕うでが深く差し込まれる。

「サディアス！　なにをしてるんだ!?　やめろ……!!」

　ルイスの声に応こたえるようにサディアスが腕を抜ぬく。しかし、彼はルイスの願いを受け入れたわけではない。指先にこびりついた汚よごれにルイスは悪お寒かんを覚えてうめき声をあげた。

　サディアスの姿が水鏡から消え、その直後、目の前に現れた。

「なにをしたんだ!?」

「……ああ、手が汚れてしまいました」

　言葉とともにサディアスが手をふると指先が透すけ、汚れが消える。粒りゆう子しをほどき、汚れた部分だけをはずして再構築させたのだ。

「サディアス！　あの車になにを……」

「基本的なことです。見ていればわかりますよ」

　笑いながらサディアスは水鏡が見える位置に椅い子すを移動させ腰こしかけた。ルイスはとっさに手をふったが、やはり大おお鎌がまが現れる兆きざしはなかった。

「くそ……っ　僕のことなんて放っておけばいい。どうしてこんなところまで来るんだ!?」

　ルイスが拳こぶしを打ち付ける。

　声が届かないとわかっていても言わずにはいられなかった。

「やめろ、美言。あかねを連れて日本に帰るんだ。らしくない。君はそんなことでわれを忘れるような男じゃないだろ？」

　人形作り以外に彼を夢中にさせるものなど存在しなかったはずだ。毎日毎日、彼はただひたすら工こう房ぼうに籠こもり続けた。誰にどんな目で見られようと徹てつ底てい的に我がを通した。その彼が、こんなところにまで来てくれたのだ。

「もう充じゆう分ぶんだよ」

　水鏡の表面が風に揺ゆれる。光を弾はじき、その奥に新たな光景を映し出す。車が三人を乗せて走り出し、瞬またたく間に景色を背後に押し退のけていった。運転するのはレオナールである。リアシートには美言とあかねが座り、触れ合った指先をそっと重ね合わせるのが見えた。

　車は細い道から大きな通りに出る。「あれ？」と、レオナールが首をかしげるのが見えた。

「あかね、美言……!!」

　信号が変わる。クラッチを踏ふみ込み、チェンジレバーを操作しエンジンブレーキをかける。ざっとその顔から血の気が引いた。ハンドルを切る。タイヤが路面を滑すべるのを見て美言は悲鳴をあげるあかねを腕の中に包み、シートへ伏ふせさせた。

「もうやめろ……!!」

　ルイスの絶ぜつ叫きようと、水鏡の中のレオナールの舌打ちが重なる。彼はクラッチとブレーキを思い切り踏み込み、無む駄だと悟さとるやいなや、ハンドブレーキを引いた。激しい音をたてながら横よこ滑すべりした車は路面に置かれた鉢はち植うえをいくつかなぎ倒たおし、最後は樹木にぶつかって停止した。

「……スピードが勝手に上がるような変へん更こうは、そう簡単にできないんですよね」

　水鏡の中でガタガタ震ふるえるあかねを見ながらサディアスは残念そうにつぶやいた。ルイスはそれを聞いてぞっとする。事故が起これば大おお怪け我がどころか命を落としかねないのに、それに関してサディアスの感情は一いつ切さい動いていない。

　彼にとって、あかねたちの生死はさほど重要なものではなかったのだ。

「もうやめろ！　こんなことをしてなんになるんだ!?」

「……あなたを苦しめる役には立っているでしょう？」

「どうして……そこまで」

　愕がく然ぜんとするルイスにサディアスは溜ため息いきをつく。

「思い出してください。そうすればわかりますよ。死ぬ前にあなたがなにをしたか。どんな愚おろかな選せん択たくをし、周りを失望させたか──その選択が……私の人生も狂くるわせました。あなたの愛するセリーヌ・バリエの人生も、ね」

　サディアスは立ち上がり茫ぼう然ぜんとするルイスの隣となりを通り過ぎる。

「待て！　お前は死の御み遣つかいじゃないのか!?」

「……だいぶ、昔の調子が出てきましたね」

　サディアスはルイスに背を向けたまま答えた。彼はそのまま部屋を出ていき、ルイスだけが残される。冬の冷たい風に窓が揺れる。その音を聞きながらルイスはぐっと目を閉じた。

「僕が、サディアスの人生を……セリーヌの人生を、狂わせた……？」

　わからない。何一つ思い出せない。

　怨おん霊りようであった頃ころのルイスの中には、若くして病びよう没ぼつしていたセリーヌ・バリエの記き憶おくしかなかった。彼女の死後、あとを追うように病やまいに倒れたルイスは、彼女が愛する場所を守るためだけに屋や敷しきにしがみついていた。自分が死んでいることさえ気づかずに。移設のときも、彼女が生活の拠きよ点てんとした城の一角から何一つ欠けないよう監かん視しし続けた。

　彼女が戻もどってきたとき、なにか欠けていたら悲しむだろう。そう思っていた。まともな思考など失って、それは妄もう執しゆうと呼ばれる類たぐいのものとなり果ててはいたけれど。

　サディアスに声をかけられ死神となった後、セリーヌが黄泉よみの門をくぐり損そこねていることを知った。自分が死神になったのはこのためだったのだ。そう、思った。

「でも、違ちがうのか？　僕が君を……」

　わからない。なにも思い出せない。

　ルイスは格こう子しをきつく握にぎり、額を押しつけた。







「なにしてる、レオ！」

　美言の怒ど鳴なり声が体に直接響ひびいてきた。身がすくむ、なんてもんじゃない。体の奥がぎゅっと絞しぼられるような感覚にあかねは言葉も出なかった。

　レオナールはハンドルに突つっ伏ぷし、大きく肩かたを上下させた。

『死ぬかと思った……!!』

　うめいた彼は車から降りてぐるぐる歩き回り、ボンネットを開け、近寄ってきた人々になにごとかを話しかけた。

「あかね、出るぞ」

　レオナールが戻ってくる様子はない。美言に声をかけられあかねは慌ててコートをはおったが、指が震えてボタンをかけることができない。見かねたのか一足先に身み支じ度たくをすませた美言がボタンをかけてくれた。マフラーを巻くとそのまま外に連れ出される。

「レオ、なにがあった？」

　いつの間にか、オイルまみれの作業着を着た男がレオナールとともにエンジンルームを覗のぞき込んでいた。近くに整備工場があるらしい。

「どうしたんだ？」

「ん？　んー……ブレーキオイルを入れるタンクが……なくなってるって」

「なくなってる？　破損じゃなくて？」

「ない。食事前はブレーキ利きいてたのに」

　まさか、そんな思いを込めてあかねが美言を見ると、同じことを考えていたのか彼の眉まゆ根ねがぎゅっと寄せられた。

「直るのか？」

「すぐには無理だ。部品を取り寄せないと。この車古いから、部品あるかなあ」

「フォレー・ベールト城まではどのくらいかかる？」

　美言の問いに、レオナールは修理工に質問を投げる。軽く言葉を交かわしたあと、

「ここから一時間でたどり着ける。でも、車がこれじゃ、今日は無理だ」

「今日中にたどり着きたい。車を借りろ」

「……それはいいけど、たとえ着いたとしても真っ暗だ。観光はできない」

「いいから行け」

「はいはい。そんなに急いで行くほどの価値はないと思うけどね。あそこは、古城っていうより廃はい墟きよだった。観光ガイドからもはずれてるし……行ってがっかりするなよ？」

　そう言って、また修理工に言葉をかける。身み振ぶり手て振ぶりを交えた会話を見るに、修理工もこの時間帯に古城に行くのは反対らしい。レオナールが食い下がると肩をすくめ、指をくいくいと曲げてついてくるように指示してきた。

「車は貸してもらえる。それから、古城の近くに管理小屋があるから、もし使いたいなら持ち主のところに案内するって……泊とまるか？」

「ああ。助かる」

　レオナールは美言の言葉にうなずいて、車から財さい布ふを取り出すとポケットにねじ込み、上着を羽織ってあかねのスーツケースを取り出した。そのまま集まってきた人たちに笑え顔がおと謝罪を振りまいて、修理工のあとにくっついていく。あかねも美言に抱だきかかえられて移動した。

「古城観光を明日にするならこの町でいい宿が紹しよう介かいできるのに。メシがうまくて、店員はチャーミングだって評判なんだ。俺、まだ泊まったことなくて」

「興味ない」

「……わかったよ。でも、本当に夜中行っても楽しくないと思うけどなー」

　前を行くレオナールは大げさに肩をすくめた。

　一分と歩かず修理工の勤め先である工場にたどり着いた。駐ちゆう車しや場に車が三台置かれ、工場にボンネットが開けたままの車が一台ある。修理工はいったん奥に行き、鍵かぎを持って戻ってきた。レオナールに目配せされ、美言はあかねを下ろして財布を取り出す。言われるまま金を出すと修理工に手て渡わたし、レオナールが鍵を受け取った。

　ひときわ古びた車のトランクを開けてスーツケースをしまうと、修理工が外を指さしレオナールになにか説明をはじめた。彼は軽くうなずき、さっそく車のエンジンをかけた。

「ん。見た目よりはよさそうだ。途と中ちゆうで夕食を買っていこう。デリバリーが来てくれるなら頼たのみたいところだけど」

　レオナールは陽気に笑う。しかし、あかねは笑えなかった。

　食事をとっているわずかのあいだにブレーキ周りの部品だけがなくなった。単純に壊こわれたわけではないことは、知識のないあかねにもわかった。そうなると、疑う相手は一人──サディアスだ。彼が仕し掛かけてきたに違いない。

　ぎゅっと全身に力がこもる。

「どうやら俺たちの選択は正解らしいな」

　どこか満足げな、笑いさえ含ふくむ声こわ音ねで美言が断言した。命を失うかもしれない状じよう況きようで、まったく動じた様子がない。

「正解って、なんのことですか？」

「妨ぼう害がいされてるなら、ここから先は近づいてほしくないってことだろ。つまり、あたりだ」

「……この先に、ルイスがいるってことですか？」

「たぶん」

　軽快に走り出した車は確実に敵に向かっている。真しん紅くの大おお鎌がまを持った白銀の死神の元へ──それを思うと身がすくんだ。ルイスを助けるため来たのに、土ど壇たん場ばで怯おびえているのだ。

「あとは俺一人で行く」

　まるであかねの気持ちを読んだかのように美言が淡たん々たんと告げた。思いがけない一言にあかねははっと息を吞のむ。

「悪かったな、付き合わせて。もっと早くに言うべきだった。そうしたら、お前はのんびりフランス観光ができたのにな」

「な……にを、言ってるんですか？」

　茫然と問うと、美言は複雑な表情で笑った。

「一人でなんとかするつもりで人形屋敷を出たんだ。そのときは迷いがあった。憶おく測そくだったし、相手は死神だ。一人だったら適当に理由をつけて、ここまでこなかったかもしれない」

　美言にはまるで似合わない弱音を吐はく。どうして急にそんなことを言い出すのか──不安になった直後。

「お前はこの町に残れ」

　そう言われ、とっさに首を横にふった。だが、迷めい惑わくをかけないと言いながら、結局迷惑ばかりかけている。この先ついていっても、やっぱり足手まといにしかならないかもしれない。邪じや魔まをしてしまうくらいなら待っていたほうがいい。

　そうわかっているのにうなずけなくて、あかねはただ首を横にふり続ける。

　美言がレオナールに英語で話しかけている。内容はわからなかったが、レオナールが驚おどろいたような声をあげていることから予想外の内容だったに違いない。

「終わったら迎むかえに来る」

　レオナールと会話を終えた美言が、今度はあかねに話しかけてきた。あかねは顔を上げ、口を開いた。一いつ緒しよに行きます、そう伝えるより先に美言が身を乗り出す。そのときになってようやく気づいた。彼の体からタバコのにおいがすっかり消えていることに。

　そんなふうに、さり気なく気き遣づかってくれた事実に。

　迫せまってきた美言の顔に驚いて目をつぶると、唇くちびるに柔やわらかくなにかが触ふれてすぐさま離はなれた。

　目を開けることができなかった。状況を理解した瞬しゆん間かん、頭に血がのぼった。

　血がのぼると同時に、ずるいと思った。

「残ってろ。戻もどってきたら、伝えたいことがある」

　美言の手が頰ほおに触れ、耳元でそうささやかれる。あかねはなにも答えることができず、ぎゅっと目を閉じた。

　ずるい。ずるい。こんなふうに放ほうり出すなんて、最低だ。

　──ずるい。

　そう思ったのに、一言も口にできないまま、あかねはスーツケースとともにホテルの前に下ろされた。手続きはすべて美言がすませてくれたが、何一つ言葉は交わさなかった。
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　美言とあかねがいなくなった人形屋や敷しきはとてもとても広くて、ルイスがいなくなったときよりいっそう静かだった。

　まるで水みな底そこに沈しずんでしまったように喧けん騒そうが遠い。

　リョウは美言たちが帰ってくるのを待ちながら黙もく々もくと草をむしり続けた。三人が帰ってくる前に全部きれいにして花の種を植えたら、きっととてもびっくりするだろう。そんなことを思いながら単調な作業を繰くり返す。美言たちがフランスに行ってから、マデリーヌと名乗る奇き抜ばつな格好の人形作家が『二人展』の人形の保管について愚ぐ痴ちをこぼしに来たり、オカマな服屋のラフレシアがケーキ片手にくねくねしながら押しかけてきたが、とりわけ問題もなく時間だけが過ぎていった。が、しかし、やってきてしまったのである。最大級の案件が。

「こんにちはー」

　紙かみ袋ぶくろを手に声をかけてきた女性は見覚えがあった。あかねの姉、都流木芽衣子だ。母と二人で壊れた毎日を繫つなぎ合わせて過ごしていたとき、栄養士として来てくれた女性──錯さく乱らんしたリョウが傷つけてしまった人だ。あまりに突とつ然ぜんの登場に、リョウは庭先で硬こう直ちよくしてしまった。

「ここよね、人形荘そう。お店みたいだけど……こんにちはーどなたかいらっしゃいませんか？」

　どうしていいのかわからず見ていると、次の瞬間、うろうろと門をくぐった芽衣子と目が合ってしまった。彼女は大きく目を開き、ついでに口も開いた。悲鳴をあげられてしまう、そう思って身をすくめると「え、びっくり！」と不可解な言葉が飛んできた。

「あなたにそっくりな人形を見たことがあるの！　すごい偶ぐう然ぜんね！　あ、こちらにお住まいの方ですか？　妹がいつもお世話になっています」

　丁てい寧ねいにぺこりと頭を下げられ、リョウは慌あわてて立ち上がり、同じように頭を下げた。来店だ。お客さまだ。応接室に通さなきゃ！　といういつも通りの思考でリョウは芽衣子を応接室に通し、コーヒーを出した。うまくできて、ちょっとほっとした。

　芽衣子は、妹の旅行を後押ししたものの、同行者である美言の人となりが今さらながら心配になってこっそり訪ねてきたらしい。リョウなりにめいっぱい美言の素す晴ばらしさを告げると、彼女はちょっと安心したように微笑ほほえんだ。

　それを見ていたら、どうしても黙だまっていられなくなった。

「僕が、湯ゆ山やまの家で、怪け我がを負わせました。すみませんでした」

　芽衣子はきょとんとしてリョウを見た。
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「あのときの……？　でも、湯山さんがお世話してたのは人形だったわ」

「それが、僕で……あかねには、黙ってるように言われたけど、でも、どうしても……」

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎってうつむくと、芽衣子はしばらく考えるように間をあけてから「そう」とつぶやいた。次にどんな言葉がぶつけられるか、リョウは体をこわばらせる。

「それじゃあ、あなたが私たちのキューピッドなのね。お礼を言わなくちゃ」

「え……？」

「あの事件のあとにね、私、プロポーズされたの。怖こわかったけど、でも……だから、今があるの。ありがとう。……あ、そうだわ。湯山さんが先週一般病びよう棟とうに移ったのよ。別れた旦だん那なさんがこまめに湯山さんに会いに来てて、症しよう状じようが改善されてもうすぐ退院できるんじゃないかって先生が言ってたんですって」

　芽衣子が身を乗り出すようにリョウの手に触れる。彼女は少しだけ驚いたような顔をしたが、すぐリョウの手をぎゅっと摑つかんだ。

「旦那さんに復ふく縁えんしたいって言われたって、湯山さんに相談されちゃった。……だから、大だい丈じよう夫ぶよ。なんの心配もいらないわ」

　小刻みに震ふるえるリョウの肩かたを芽衣子がなだめるようにさする。熱を感じることはできないけれど、その優やさしさが染しみてくる。何度もうなずいていると心の中がすっと軽くなっていくような感じがした。涙なみだが出ればいいのに、そう思った三度目のできごとだった。

　リョウはそれから父と母の話を聞いた。話に一段落つくと、

「あなたの名前ってリョウくん、よね？　湯山さんのお子さんは了さとるって名前だったけど」

　不思議そうに芽衣子に言われ、リョウはうなずいた。

「美言が、つけてくれた」

　行く場所もなく途と方ほうに暮れていたリョウを見て、「さとるなんて大それた名前は捨てろ」と言ったのだ。

「お前の字は終しゆう了りようの〝リョウ〟だろって。終わりの次は、はじまりしかないんだからって」

　次に続く一歩を踏ふみ出すためにつけてくれた名前。それが、涙が出ればいいのにと、はじめて思ったできごとだった。

　それを伝えると、芽衣子はほっと安あん堵どの息をつき、嬉うれしそうに目め尻じりを下げた。
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『観光じゃなかったのか？』

『観光だ』

『だったらどうして彼女を降ろした？　泣きそうな顔してたぞ』

『……それより、これどうやって使うんだ？』

　車は、牧草地帯をまっすぐ貫つらぬくように伸のびた道路を走る。畑の中にぽつぽつと赤い屋根と白い壁かべの家が建ち、絵はがきの中に飛び込んでしまったような錯さつ覚かくを覚えた。穏おだやかな光景だ。手に持っているものがあまりに不ふ釣つり合いでちょっと笑ってしまった。

『……お前、なんなんだ？　普通日本人は銃じゆうのライセンスは持ってないだろ。っていうかフランス人もライセンス持ってるのは稀きし少ようだぞ』

　取とり扱あつかい店はあらかじめ調べてあったが、銃そのものは名前と金で買ったようなもので、美言自身、ライセンスを持っているわけではない。しかも、銃と名のつくものはここしばらく触さわっていなかったので妙みように緊きん張ちようする。

『祖父の趣しゆ味みがハンティングだ』

『どこの貴族だよ』

『ただの成金。猟りよう銃じゆうは使ったことがあるが、これははじめてで』

『……なにを撃うつ気だ？　狩しゆ猟りようの時期からははずれてる』

『安心しろ。人じゃないから』

　軽く答えてマニューリンＭＲ73を持ち直す。黒い銃身にすんなりと収まった弾だん倉そう──手にすると、思い描えがいていた以上に細いことがわかった。三十八口こう径けい、高い性能で回転式拳銃リボルバーの中でも定評のある品だ。中古とはいえ、店頭で見たとき思わず手を伸ばしてしまったのは、そうした評判を耳にしていたからである。腕うでが悪いなら機能を重視。単純で明確な選せん択たくだった。

　これが手に馴な染じむことはないだろう。弾たまを込めながらぼんやり考える。

『引き金は引くなよ。……まったく、物ぶつ騒そうな男だな。扱あつかい方はさっき店で聞いただろ。本当に人は撃つなよ。死ぬぞ。オモチャじゃないんだからな』

　元スリがぶつぶつと文句を言う。それを聞きながら、美言は沈みゆく太陽に目を細めた。空は見事なあかね色だ。稜りよう線せんに消える太陽が夜を運んでくる。車内にいるのに気温がぐっと下がっていくのがわかった。

　あかねの顔がちらついて何度目かの溜ため息いきが漏もれる。

　連れて行きたいと思ってしまった。危険だとわかっているのに、それでもなお。

「ここまで連れてきたことでさえ間ま違ちがいなのに」

　軽く触ふれ合わせた唇くちびるは震えていて、彼女の不安がそのまま表れているかのようだった。ホテルの前で車から降りるよう指示したとき、彼女はとても不満げな顔をしていた。最後の最後で突つき放したのだ。あの反応も仕方がない。だが、最低限、彼女の安全は守りたかった。死神の能力は充じゆう分ぶんに理解している。サディアスが美言以上にあかねに興味を持てば彼女のもとへ向かう可能性もあるが、フランスに来てから、彼女が直接襲おそわれた形けい跡せきはない。

　ならばあとは賭かけに出るしかない。

　まっすぐ敵の懐ふところに飛び込んで、自分に注意を向けさせる。あとは一気に片をつける。

　あまりに適当な計画に苦く笑しようが漏れた。

「……死神相手じゃ、な」

　ルイスを参考に考えれば弱点がないことは明白だ。太陽は平気だし、ニンニクはむしろ好みだった。十じゆう字じ架かは試ためしたことがないが、きっとあまり効果はないだろう。お経も平気だ。おおむね人間と同じなのである。違ちがいと言えば生気がないと力が使えず、やがて肉体の維い持じにも支障をきたすということくらい。それも、飲食を絶った人間がどうなるかを考えれば、死神ははるかに優ゆう秀しゆうといえる。

　だが、ルイスが消えてからすでに三週間ほど過ぎている。

「まさか消えてないだろうな」

　ここまで来て助ける本人がいないのでは間ま抜ぬけすぎる。あかねになんと伝えればいいかわからない。

　だから、待っていろよ、と胸中で呼びかけた。

　ルイスとは協力関係にあるのだ。今までさんざん生気を分けてやった美言の願いを、ルイスは叶かなえる義務がある。それを踏み倒たおして消えるなんて、許さない。

　──だから。

「死ぬなよ」

　その命はすでに失われ、人ではないけれど。







　第五章　セリーヌ・バリエという名の少女
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　フォレー・ベールト城に到とう着ちやくしたときには稜線にわずかに残っていた光が完全に消えていた。漆しつ黒こくだ。周りに建物がないため、見み渡わたす限り、よけいな光が一いつ切さいない。十二月頭──底冷えするため虫の音ねもなく、風が吹ふくたびに木がかさかさと揺ゆれた。

　フォレー・ベールト城は山中にあった。常緑樹は少なく、足あし下もとは枯かれ葉が厚く降り積もってクッションのようだった。辺へん鄙ぴな場所、というのが第一印象だ。古城そのものがセリーヌ・バリエのアトリエだという話だったが、それにしても静かすぎる。

　だが、不思議と嫌いやな感じはなく、むしろ懐なつかしささえ覚えた。

『おっさんの話だとこっちに管理小屋が……あーれー？　暗いな。ライト、ライト。ああ！　しまった！　修理に出した車の中だ!!』

　美言が闇やみに溶とける城を眺ながめていると、レオナールが舌打ちした。

『ここまで案内してくれれば、あとは自分で探すが』

『バカだな！　チップもらうまでは引き下がらないのがプロだ！』

　比ひ較かく的てきストレートに請せい求きゆうされて美言は苦笑し、財さい布ふから札を抜ぬき出した。旅行会社でさんざん値切ったため、レオナールは実質ただ働きである。さすがにコイン一枚を渡わたして追い返すのは良心がとがめた。

　チップを手て渡わたすとレオナールは目を丸くする。

『わーお！』

『その代わり、明後日あさつての朝に迎むかえに来てくれ』

『一人で二泊はく？　物好きだな。食事はどうするんだ？』

『カロリーメイト』

『それお菓か子しじゃなかったっけ？』

　美言はボストンバッグをさぐってライトを取り出しあたりを照らした。

『とにかく明後日の朝に迎えに来てくれ。空港まで送ってくれたらタクシー代追加して倍払はらう』

　美言が言い終わった直後、レオナールはがっちりと手を摑つかみ、ぶんぶんと上下に振ふった。ライトの光が上下に揺れ、レオナールの顔をふわりと何度も照らし出す。

『いいとも、兄弟！　お前の頼たのみならなんでも聞いてやるさ。俺とお前の仲じゃないか！』

　調子がいいにもほどがある。しかしこのノリも、妙に心ここ地ちよく感じてしまった。

『小屋の鍵かぎは？』

『ああ、これだ。ドアが開きづらかったらちょっと上に持ち上げるようにって。暖だん房ぼうは薪まきで、ライターは置いてあるから好きに使ってくれって言ってたな』

『わかった。戻もどっていいぞ』

『なんだよ。一晩くらい付き合ってやるぞ？』

　チップを受け取って機き嫌げんのいいレオナールが弾はずむような声で提案してきた。美言はそれを軽く断った。

『いいか。明後日の朝──九時に、管理小屋に来てくれ。明るければすぐ見つかるだろ？』

『九時!?　移動に一時間もかかるんだぞ!?　八時に出なきゃいけないじゃないか！』

『……そうか。チップはいらないのか』

『いる！　くそ、いいやつだって思ったのに……俺の感謝の気持ちを返せ……!!』

　レオナールの反応に笑い、美言は言葉を足した。

『もし、待ち合わせ時間に俺に会えなかったら、あかねだけを空港に連れて行ってくれ。そのときはあかねにチップを請求しろよ。払う習慣がないから、金額も言ってやるといい』

『……え？　それで、ミコトは？』

『俺のことはいい。お前は言われた通りにしろ。なにがあってもあかねだけは空港に連れて行くんだ。それと、別れる前に〝俺の部屋に手紙があるから読め〟って伝えてくれ。頼んだぞ』

『……わかった』

　腑ふに落ちない、そんな顔をしてはいたが、レオナールはひとまずうなずいた。彼はそのまま車に向かって歩き出し、途と中ちゆうで足を止めて振り返った。

『女は泣かせるなよ』

　思いがけない言葉に美言の口は笑えみに歪ゆがんだ。

『善ぜん処しよする』

　それで納なつ得とくしてくれたのか、レオナールは車に乗り込み、エンジンをかけた。美言は木々の間に車のヘッドライトが吸い込まれて行くのを見送ったあと、改めて城を仰あおぎ見た。

　しっかりとした石造りの建物だ。城じよう壁へきの大半は崩くずれて取り払われ、庭には蔦つたがバリケードのようにはりめぐらされている。密林の中の古城──雲間から月明かりが差し込んでかろうじて城の輪りん郭かくは臨のぞめるものの、それ以上は影かげになってやけに見づらい。白い息を吐はき出しながら、美言は慎しん重ちように辺りをさぐる。とりあえず荷物を小屋に置きたいところだ。大半をあかねのスーツケースの中に残してきたとはいえ、ボストンバッグの中には非常食と水、それに防寒具が一通り入っているため邪じや魔まになる。

　美言は辺りをライトで照らし、ふと、奇き妙みような感覚に襲われ森の一角を照らし出した。

「……こっちに、確か……」

　そうだ。確か、あったはずだ。非常用の薪を入れておく小屋が。

「ひとまずそこに荷物を」

　なぜそう思ったのかはわからない。それなのに、目指した場所には小屋があった。どっと心臓が音をたてた。知るはずのない記き憶おくに混乱しながら近寄ると、ドアには比較的新しい鍵が取り付けられていた。レオナールから受け取った鍵を鍵かぎ穴あなに差し込むと、あっさりと開いた。

「……薪小屋じゃないな。鍵が合うなら管理小屋か」

　入るとすぐに部屋になっていて、仮か眠みん用の簡素なベッドと丸テーブルと椅い子す、それにソファーと本ほん棚だな、奥にはトイレと洗面所があった。丸テーブルの上にはランタンが置かれている。小屋の中は外と同じ気温で底冷えする寒さだった。銃をズボンに挟はさみ、持っていたライターでランタンに火を入れる。せっかくだからタバコを一本吸っておこうとカバンをさぐったところで、ごっそりとスーツケースの中に残してきたことに気づいた。

「旅行中、一本も吸ってないのに」

　がっくりと項うな垂だれ、乱暴に頭を搔かいた。

　ずっとあかねと一いつ緒しよだった。本当に、どうかしていると笑ってしまうくらい、彼女のそばにいた。ニコチンなどとうに切れていたはずなのに、その間、苛いら々いらなんてしなかった。

　美言は肩かたを落とし、バッグをベッドに投げる。

「……別に、懐かしくないよな？」

　美言は首をかしげながらも部屋を見回す。小屋を見つける前の既き視し感かんはきれいに消え去り、それが違い和わ感かんとなって居座っている。しかし、どんなに見つめてもそれ以上変化はなく、美言はくるりと踵きびすを返した。疑問は残るが、今はルイスを見つけるのが先だ。

　本来なら時間帯は充じゆう分ぶん考こう慮りよすべき点だ。しかし、相手が死神である以上、プランニングは時間の無む駄だと割り切った。

　小屋を出てライトで闇を切り拓ひらきつつ古城へ近づく。改めて見ると、比較的小さな城だった。中央にそびえる尖せん塔とうを中心に左右両りよう翼よくに塔を配する石造りの建物で、人形屋や敷しきの間取りを参考にすると部屋数は四十部屋ほどか。大広間などを考えるともっと少ないかもしれないが、廃はい墟きよと化してなおシンメトリーの美しい建造物だった。

　だからこそ、印象的だった。古城の一部が大きく損そこなわれていることが。

「あの部分が人形屋敷か」

　人形屋敷は玄げん関かんフロアに螺ら旋せん階段があったが、あの玄関フロア自体が移設の際に取り付けられたものらしい。三春がセリーヌ・バリエのことを調べていたとき、美言はこれといって興味を持たなかった。それなのに、ライトに照らし出された古城を見ると懐かしさを覚えて胸が詰つまるような感覚に襲おそわれた。

　三春が来ることができれば、きっと感動していただろう。感想を素す直なおに口にする性格ではなかったから不ふ機き嫌げんになったかもしれない。それでも、気持ちを共有してくれたに違ちがいない。

　不思議な感傷にしばし浸ひたった美言は、すぐに険しい表情になった。

　もしルイスがここにいるなら一体どんな状態か。ただ囚とらわれているか、それとも危険な状態なのか。美言は鋭するどくあたりを見回し、銃を手に足を踏ふみ出した。

　町の作り出す明かりに慣れきった目には、ライトの光はどうしても暗く感じる。枯かれ葉の下にある石や木の根に足を取られて何度かバランスを崩した彼は、そのたびに辺りを見回し、異変がないことを確かく認にんした。

　城の周りを一周した後、美言は改めてひっそりとたたずむ古城へと視線を戻した。







　水鏡に美言が映っていた。

　ライトで辺りを照らしながら真しん剣けんな面おも持もちで城内に足を踏み入れた美言は、緊きん張ちようのためか慣れていないのが原因か、手にした銃じゆうの撃げき鉄てつを起こし損ねていた。

「美言、それじゃ空き缶かんだって撃うてないよ」

　ルイスが声を震ふるわせる。美言が近づいて来ている。ゆっくり、慎重に、ルイスを捜さがして。

　叩たたこうが蹴け飛とばそうが、鳥とり籠かごはびくともしない。しかし外からの攻こう撃げきなら有効かもしれない。サディアスが現れないことを祈いのりながら、ルイスは一歩一歩城の奥へと進む美言を見守る。

　けれど、やはり。

「あれでは撃てませんね」

　しっとりと闇やみに濡ぬれる声がルイスの耳に届いた。弾はじかれるように振ふり返ると白い花をまといつかせたサディアスが、大おお鎌がまを手に微笑ほほえんでいた。

　サディアスは唇くちびるをきつく嚙かむルイスを満足そうに眺ながめ、真しん紅くの大鎌を見上げる。

「美しい刃やいばでしょう？　多くの人の生気を集め、限界まで鍛きたえ上げた大鎌。魂たましいと肉体を切り離はなすばかりか、魂さえ刻める代しろ物もの。もちろん、普ふ段だんは使わないのですが」

　なにか反応すればサディアスを楽しませるだけだ。それがわかっているため、ルイスはなにも答えることなく目を伏ふせた。

　サディアスはゆったりと歩を進め、水鏡を覗のぞき込んだ。

「おや、一人なのですね。最後の夜なのだから、一緒にいればいいのに」

　笑いを含ふくむ声にルイスの肩が揺ゆれた。あまりに理り不ふ尽じんだ。そう思っていても、それを訴うつたえれば今度はサディアスを激高させる結果になるだろう。

「……教えてくれ。過去になにがあったか。僕があなたになにをしたか。償つぐなわなきゃならない罪があるなら、僕自身が償う」

　慎重に言葉を選ぶとサディアスは大鎌を消し去ってルイスに向き直った。

「私の望みはあなた自身が自分の力で思い出すことですよ」

「わかってる。でも、思い出せないんだ」

「……少し、長く妄もう執しゆうに囚われすぎてしまいましたか？」

　考えるような間があった。サディアスは指先で顎あごを軽くとんとんと叩く。見覚えのある仕草だ。どこかで誰だれかも同じことをしていた。誰が──そう思った刹せつ那な、格こう子しを越こえてサディアスの手が迫せまってきた。

　反射的に身を引く。しかし、間に合わない。

　サディアスの手がルイスの後頭部にまわり、ぐいっと引っぱられた。格子に額がぶつかって視界が大きく揺れる。眉まゆをひそめるなりサディアスの顔が近づいてきた。

「足りない所は自分で補いなさい。ルイス・ブラン。わが親友よ」

　ごっと鈍にぶい音をたて、額同士がぶつかる。

　頭の奥を、棒かなにかで引っかき回されているかのような感覚があった。

　うめき声をあげた直後、世界が暗転した。
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「肺はい労ろうが流りゆう行こうしているんですって」

「あら、怖こわい。それより聞きました？　あの話……」

　きれいに着き飾かざったご婦人が、カフェで声をひそめる。どこに行っても噂うわさ話ばなしでうんざりする。ルイス・ブランはカフェを辞するなり町を闊かつ歩ぽした。十九世紀後半──第一次産業革命の恩おん恵けいであらゆるものに変革が訪おとずれた。鉄道がもてはやされ、人々の服装もがらりと変わった。それにともなって風景さえ変わる。川辺に押し寄せる洗せん濯たく女たちの群れに溜ため息いきが漏もれた。

　ただし、それが不ふ愉ゆ快かいというわけではない。そこが難しい。

　鳥の羽で飾かざられた扇おうぎをふわふわ揺らしたご婦人が、黒い日ひ傘がさを手に、すっと目の前を横切っていった。ビロードのドレスに真しん珠じゆのネックレス──真珠は、存在を誇こ示じする大おお粒つぶである。傍かたわらの紳しん士しは見事な口ひげを蓄たくわえ、こちらもシワ一つない最新のスーツに身を固めていた。

　誰も彼もが流行を追う。それにいまいちついていけない。社交界が苦手なのだ。うまく付き合いたいとも思わなかった。

　辻つじ馬車でも拾おうかと考えたとき、ショーウィンドウに目が吸い寄せられた。

　家具や食器、ランプが適当に並べられたその片かた隅すみに、ビスクドールが一体ちょこんと置かれていた。なかなかの秀しゆう作さくだ。青い瞳ひとみはきれいな光こう彩さいを放ち、鼻の高さは無駄なく計算されつくし、きゅっと結ばれた唇は花の色を落とし込んだのかと思うほどみずみずしい。ただ、髪かみは赤毛で少し人形の容姿とは合わなかったし、服も、いかにも端は切ぎれを縫ぬい合わせたと言わんばかりのできだった。こうした人形は最新の服を着せ、高く売るものだ。売り方も間ま違ちがっているとしか思えない。

　しかし、値段は強気だ。

「……売れるのか、これは？」

　服と髪さえ変えればいい値がつく。だが、今の状態ではだめだ。商売が下手へただな、そう思いながらルイスはいったんその店から遠ざかり、やはりどうしても気になって、再び店の前に舞まい戻もどった。その人形を、彼は自分のコレクションの一部に入れたくなったのだ。

　一つ息をつき、店のドアを開ける。

　と、店から飛び出してきた少女とぶつかった。少女はのけぞり、バランスを崩くずして尻しり餅もちをついた。流りゆう行こう遅おくれのドレスから、すんなりときれいに伸のびた足が見え、ルイスは慌あわてて視線をはずした。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　そう言って手を差し出し、少女の手から零こぼれた包みの中身を見てぎょっとした。

　人形だ。しかもその頭部は、落としたときに床ゆかにぶつけたのかぱっくりと割れていた。

「あ、……ああ！　あたしの人形……!!」

　ドレスの裾すそなど気にする様子もなく、少女は悲ひ愴そうな声をあげる。頭をすっぽりおおっていた布がほどけて少年のように刈かり込んだ赤髪があらわになったが、それさえも気づいていないらしい。彼女は人形を抱だき上げ、茫ぼう然ぜんとするルイスをキッと睨にらみつけてきた。

　少女の髪の色は、胸に抱く人形のものと同じ。そして、ショーウィンドウに飾られた人形とも同じだった。

「ぼーっと突つっ立って！　迷めい惑わくよ！」

　少女は強い口調で抗こう議ぎした。

　その少女こそがセリーヌ・バリエ。後に、魂を宿すドールを作ると言われた稀き代だいの人形師である。出会いは彼女が十六歳になったばかり──他界する、一年前だった。







　サディアス・エヴァレーは不満だった。

　サロンは社交の場であり、情報交こう換かんの場である。参加はすべきだ。世界の情勢も、景気の流れも、さまざまな知識階級が集まるこの場だからこそ見えてくるものがある。

「ルイス・ブランのことなら放ほうっておきたまえ。あとで苦労するのは彼だ」

　シガレットケースを差し出し、金の指輪をきらめかせて肩かたをすくめるのは、自じ称しよう哲てつ学がく者の男である。隣となりに腰こしかけた画が商しようが身を乗り出してシガレットケースからタバコを一本取り上げた。

「彼は先ほどカフェにいたらしいな。そっちに出るならこちらに出ればいいものを」

「彼は人と接するのが苦手なだけです」

　タバコを断って、サディアスは椅い子すに深くもたれかかった。高い天てん井じように描えがかれた絵は、タバコの煙けむりで白くけぶり、金の装そう飾しよくも心なしか輝かがやきがない。それをぼんやりと眺めていると、

「確か、君とルイス・ブランは長い付き合いだったか。だが、いくらブラン男だん爵しやくから頼たのまれたとはいえ、君がそこまで気にする必要はないと思うんだがね」

　思いがけない言葉が聞こえてきた。

「サロンが気に入らないなら茶会でも開いたらどうだ？」

　茶ちや化かすような言葉に周りがどっと沸わいた。しかし、一いつ緒しよに笑い飛ばす気分ではない。

「半社交界ドウミモンドになら来るんじゃないのか？」

　再び笑いの渦うずが起こる。

　──非常に下世話な会話だ。宮きゆう廷ていで開かれる社交界とは違ちがい、半社交界は高級娼婦ドウミモンデーヌの出入りが許された非公式の社交界である。浪ろう費ひを好む貴族が愛人を多く囲うことも、半社交界で出会った高級娼婦に夢中になることも個人の自由だ。しかし、サディアスはその慣習を好まない。女は勝手に寄ってくるもので、振り向かせるために金を使う気など毛頭なかった。愛人に金を使い、身を持ち崩して自殺する男もいると聞くと呆あきれてしまう。

　逆にルイスは昔から潔けつ癖ぺきと言えるほど異性を寄せ付けない男だった。幼なじみと言っても差し支つかえないほど長く付き合っているが、彼の対応は同性も異性も硬こう化かの一いつ辺ぺん倒とうだ。

「私はそろそろ失礼します。ルイスと約束があるので」

「今度はサロンに引きずり出してくれ。自動二輪車オートモービルについて語ろうじゃないか！」

　赤あか恥はじをかかせる気に違いない貿易商の言葉にサディアスは軽く肩をすくめ、椅子から立ち上がった。軽く皆みなとあいさつをすませると帽ぼう子しを受け取り、外へ出る。黒くろ塗ぬりの馬車が行き交かう大通りの喧けん騒そうに目を細め、帽子を目ま深ぶかにかぶって歩き出し──直後、腕うでに絡からみつく柔やわらかな感かん触しよくに眉まゆ根ねを寄せた。視線を落とすと銀行家の娘むすめであるオリビアがいる。

「サディアス様。お待ちしてましたわ」

　ウエストを絞しぼり胸を強調したドレスは、若い肢し体たいをより魅み力りよく的に見せる。きれいに結ゆい上げた髪を赤い花飾りで彩いろどるさまがどこか子どもっぽく、微笑ほほえましく感じてしまった。

「オリビア様、またお一人ですか？」

「ええ、待ち伏ぶせよ。あなたにお会いしたかったの！　舞ぶ踏とう会、ご一緒してくださるか、まだお返事を聞いておりませんもの！」

　大きなリボンをあしらった日傘を傷一つない白い手に持ち、もう片手をサディアスの腕に巻き付ける。返事は今夜出そうと思っていたが先手を打たれたらしい。さすがに勘かんがいい。

「私のエスコートでよろしければ」

　断り損そこねてしまったことを胸中で悔くいながら、サディアスは優ゆう雅がに微笑む。とたん、オリビアはぽうっと頰ほおを染めた。なぜこうも好かれるのか不思議なくらい、サディアスは女から愛される。手を伸ばせば簡単に捕つかまえることができたので、いっそ退たい屈くつなほどだった。恋こいの駆かけ引きほど彼に無む縁えんなものはないだろう。サディアスは彼女のために辻馬車を呼び、粗そ相そうがないよう充じゆう分ぶんに言い含ふくめて見送った。

　しばらく歩くと、今度は高級娼婦が声をかけてきた。彼女とは劇場で何度か顔を合わせた程度の間あい柄だがらだったが、向けられるのはとろりとした濃のう密みつな恋れん情じようだった。あまり興味はなかったが、今度お茶を飲む約束をして、ひとまず別れることにする。

「……私もさっさと辻馬車を拾うか」

　たまには歩きたいのだが、これではいつまでたっても目的地にたどり着けない。遠くから見知った女が足早にやってくることに気づき、サディアスはさっと通りを見渡した。







　予想外のできごとが、その日、起こった。

「紹しよう介かいする。セリーヌ・バリエ嬢じよう、人形作家だ」

　サディアスはルイスの屋や敷しきに約束の時間ぴったりにおもむき、予定通り二時間待たされた後、ちんちくりんな少女を紹介された。オリビアや高級娼婦どころか下町の小こむ娘すめでさえこんな残念な身なりで現れることはないだろう。服もだめだ。髪かみ型がたなんて、とても見られたものじゃない。表情も、雰ふん囲い気きも、どこの野の良ら猫ねこを拾ってきたのかと問い詰つめたくなるほど粗そ野やだった。

「……彼女が、なにか？」

　思わず問うと、いつも不ふ機き嫌げん顔の彼にしては珍めずらしく、人間っぽい表情できょとんとした。

「……そうだな。お前に紹介する必要はなかった。ばったり居合わせたから、つい」

「ばったりとはなんですか。今日は約束があったでしょう。夕食を一緒にすると」

「そうだった」

　嫌いやそうな顔でうなずく。

「ルイス、あたしはいつ工こう房ぼうに案内してもらえるの？　立派なんでしょ？」

　あろうことかセリーヌは、サディアスとルイスの会話に割り込んできた。

「山中の城だ。管理はさせてるが、人形を作る環かん境きようにはない。調ととのったら連れて行くから、それまではこの屋敷でくつろいでくれ」

「……噓うそつき」

「すぐ調う。僕は君が作る人形をもっと見てみたいんだ。少し待ってくれ」

　サディアスはこの会話に呆あつ気けにとられた。まさかパトロンになるつもりか──こんな、小娘などの。ルイスなら、相応に名の知れた芸術家のパトロンになったほうがはるかに利がある。今後のためにもなるだろう。

「ルイス！　友人として忠告します。あなたが珍しいものを集めるのが好きだというのは知っています。だが、パトロンになるのは……あなたには、まだ早い」

　香かおり高い紅茶を前に、サディアスは一口も口をつけることなくそう訴うつたえた。出しゃばりすぎかもしれない。あまり意見すると疎うとまれるのではないか。そう思ったが、黙だまってはいられなかった。パトロンになるならそれなりの財力が必要だ。ルイスはまだ男爵から遺産を受け継ついでおらず、むしろこの先が正念場なのだ。

　彼は正しく社交界にデビューし、足場を固めなければならない。

「男爵夫人に認められるのが先です。自由に動くのはそれからですよ。これは友人としての忠告です」

「……わかった。したがう」

　ルイスは渋しぶ々しぶとうなずいた。サディアスはほっと息をつき、それから小声で付け加える。

「若い芸術家を育てるのもほどほどに。──それから、女性にはもう少し優やさしく接してあげたほうがいいですよ。あなたはどうも投げやりで」

「別に、いいだろ。そんなことは」

「あなたもいずれどこかの令れい嬢じようと結けつ婚こんし、家庭を持つことになるんですよ。今のうちに慣れておきなさい。直前で慌あわてても知りませんよ」

　サディアスの忠告にルイスは大げさに肩をすくめた。それでことはすんだと思った。

　しかし、考えが甘かった。サディアスが社交と恋れん愛あいに追われるあいだ、ルイスは城を改築し、そこに焼しよう成せい用の窯かまとセリーヌ専用の工房を造った。そして、ちょうどいいからと、自分が今まで集めた人形もその城に移動させることを決めた。

　ルイスの父はおおいに悩なやんだ。

　当然だろう。セリーヌに出会ってから、ルイスはますます人との交流をさけるようになったのだから。彼はセリーヌのいる城に入り浸びたるようになった。見かねた彼の父から、屋敷に戻もどってくるよう説得してほしいと頼まれた。年老いた男爵に涙なみだながらに訴えられれば嫌とは言えない。なによりルイスにそんなことが言えるのは自分以外いないという自負もあった。

「任せてください。親友のために、私がなんとかしましょう」

　ことはルイス一人の問題ではすまなかった。ブラン男爵には、ルイス以外の子どもがいなかったのだ。名家の娘と結婚し、家名を守る義務が、ルイスにはあったのである。

　しかし、どう説得してもルイスはセリーヌから離はなれなかった。人形師としての腕に惚ほれ込んだのだと語り、しばらくして古城にシャルルという名の少年が住むようになった。セリーヌいわく、道ばたで震ふるえていたので拾った、ということらしい。一目見て気に入ったので、身の回りの世話をさせる、と。

　その状じよう況きようになるに至り、サディアスは己おのれの過あやまちに気づいた。

「あの娘はブラン家の遺産をすべて吸い上げる気なのでは……」

　高級娼婦にでもなったつもりか。シャルルという少年を筆頭に、いずれ複数の召めし使つかいを雇やといたいと言い出すに違いない。馬車を請こい、ドレスをねだり、宝石で身を飾かざり立てゆくゆくは社交界に乗り込むか、次のパトロンを探すためサロンを開くだろう。城は山中だから、食事や寝しん所じよの支し度たくには相当な人数が必要になる。男だん爵しやくがますます瘦やせてしまう。

　サディアスは危機感をつのらせた。

「もう！　聞いてらっしゃいますの!?」

　すねたような声を発したのは、向かいの席で紅茶を楽しんでいたはずのオリビアだった。

　季節はめぐり、ルイスとセリーヌが出会って一年がたとうとしていた。使用人は相変わらずシャルル少年一人だったが、ルイスはすっかり城に引きこもるようになり、男爵はげっそりと瘦せ衰おとろえた。男爵夫人の機き嫌げんは悪くなる一方で、とても見ていられなかった。

「……聞いていますよ、オリビア様」

　返しながらも心はここになかった。今日はセリーヌが町に人形を卸おろしに来るらしい。一年たった今、恵めぐまれた環境でひたすら人形を作り続けてもなかなか買い手がつかず、その大半は城に持ち帰るという。今日も無む駄だ足あしだろう。一度、きちんと話をしなければならない。

　そう思っていると、シャルル少年と手を繫つなぎ、まるで姉弟きようだいのように仲むつまじく道を歩くセリーヌの姿を見つけた。彼女の髪かみはずいぶん伸のび、そよ風にふわふわと揺ゆれた。燃えるような赤毛にはさほど魅力を感じなかったが、出会った当初を思えば女らしくなった。

「オリビア様、急用を思い出しました」

　サディアスはそう言って席を立ち、止める声を振ふり切ってカフェを出、まっすぐにセリーヌの元へ行った。はじめにサディアスに気づいたのはシャルル少年だった。びくりと体を震わせて、まるで恐おそろしいものを見るような眼まな差ざしをサディアスに向ける。その大きな青い瞳ひとみに映っていたのは怒いかりの形相もあらわな自分の姿だった。それが、すっと隠かくれる。セリーヌがシャルルの前に移動し、少年を背後に庇かばったのだ。

「こんにちは、サディアス。なにかご用？」

　セリーヌの笑えみが一転し、警けい戒かいするような表情になった。

「……いいえ。たまたま見かけたので、声をかけただけです。珍しいですね、こんなところにいらっしゃるなんて」

　待ち伏ぶせていたのに、臆おく病びよう風かぜに吹ふかれたのか思っていた言葉とはまるで違ちがう内容がするすると口から滑すべり出た。笑みが顔に貼はり付いて離れない。じっと見つめてくるセリーヌの、強い意志を示す眼差しがひどく不ふ愉ゆ快かいだった。

「偶ぐう然ぜんね。……ちょうど、いいわ。伝えたいことがあったの」

「私にですか？」

「ええ。あたし、ルイスと結婚するわ。式の日取りもまだ決まってないけど」

　予想外の言葉にサディアスが呆気にとられる。結婚などできるはずがない。少なくとも男爵は下町で拾った小娘を、一人息むす子この妻に望んだりはしないだろう。

「ブラン男爵には……」

「近々、伝えるって言ってた」

　セリーヌはそう言って、幼子のようにぎゅっとドレスを摑つかむシャルルの頭に手を置いた。あまりのことにサディアスはそれ以上なにも言えずに口をつぐんだ。ルイスはきっと不幸になるだろう。祝福されない結婚、その果てに生まれてくる望まれない子ども──それがどれほど不幸なことか、愛人を囲う貴族を嫌っているルイスならわかっているはずだ。それなのに彼は、誤った道を歩こうとしている。

　正さなければならない。親友だ。ルイスには他ほかに親しく接する者がなく、世情に疎うとい。それは同時に、ルイスを理解し、彼のよさを知る者が少ないという事実でもあった。ルイスと付き合う価値などないと口をそろえて訴える友人たちに過ちを気づかせ、少しでも社交界で有利になるようにしてやりたい。

　サディアスは必死でルイスが好みそうなものを探し、ようやく約束を取り付けた。それが明日だ。新しん鋭えい画家の個展──じっくりと話すには場所が適していないから、個展を見たあとはどこかに移動すべきだろう。この幸運を逃のがしてはならない。

「あ……明日の個展の約束は……その、私はとても楽しみにしていたので、ぜひ……」

「え？　ええ。……あ」

　ルイスから外出の話を聞いていたのかセリーヌはうなずき、サディアスの背後へ視線を移動させた。つられて振り返ったサディアスは、いつにもまして厳しい表情を浮うかべるオリビアにぎくりとした。最近、彼女からの誘さそいは断ってばかりだ。まずいところを聞かれてしまった。

「そちらの方は？　紹しよう介かいしてくださらないの？」

　オリビアはサディアスの腕うでに己の両りよう腕うでを絡からませて挑いどむような眼差しでセリーヌを見た。

「か、彼女は人形作家のセリーヌ・バリエ様です」

「聞いたことございませんわ。どちらの工こう房ぼうにいらっしゃるの？」

「個人で活動しているんですよ。今はルイスが面めん倒どうを見ています」

　サディアスの答えにオリビアは「ふうん」と可愛かわいらしく鼻を鳴らした。

「お茶の途と中ちゆうですわ。行きましょう、サディアス様。それでは失礼いたしますわね、セリーヌ様。また今度、お茶をご一いつ緒しよしましょう」

　柔やわらかく微笑ほほえんでオリビアがサディアスの腕を強ごう引いんに引いた。







　あたりの光景が、一いつ瞬しゆんだけ大きくぶれた。

　昼間の日差しは消え失うせ、ガス灯に火が入った。待ち合わせの時間をとっくに過ぎているのにルイスは姿を現さず、サディアスは溜ため息いきをついていた。

「まさか私が屋や敷しきに迎むかえに行かなければならなかったのか？」

　一時間待って、二時間待っても現れず、いよいよ個展の閉館時間が迫せまってきた。それでも、待っていればいつか来るだろうという確信があった。いつもそうなのだ。遅おくれることはあっても約束は破らない。ろくに謝りもしないくせに、サディアスはそんな彼を容よう認にんしてしまう。

「仕方ない。今日は説教だけで許して差し上げるか」

　ふっと微笑んだとき。

　ドレスの裾すそを閃ひらめかせて女が駆かけてきた。こんな夜中に女性がたった一人というのは物ぶつ騒そうだ。サディアスが眉まゆをひそめると、やってきたのは暗い色のドレスを着たオリビアだった。

「こんな時間にお一人だなんて……危険ですよ」

「ど、どうしてここにいらっしゃるの!?」

「大切な友に大切な話があるんです。そろそろ来るはずですが……少し、遅れているようで」

　困った人だ、そう笑うと、オリビアの表情が険しくなった。

「そ、その方は、……来ません」

　オリビアはうつむいて、震える声で告げた。

「そんなはずはありません。必ず来ます」

「いいえ、来ません。で、伝言を、預かりました。もう二度とつきまとうなと……め、目め障ざわりだと、言っていました」

「……そんな……なにかの間ま違ちがいです。そんなことを、言うはずが……」

「つきまとわれて、不愉快だと、言っていましたわ！」

　叫さけぶようにオリビアが訴うつたえてきた。その迫はく力りよくに負け、サディアスは言葉を吞のみ込む。ルイスの将来を案じ、親切心のつもりだったが疎うとんじられていたかもしれない。今日も個展を見たあと仲間たちの集まる真夜中のサロンに招待するつもりだったのだ。

「二度と顔を見たくないって！」

　信じたくなかった。お節せつ介かいだとわかっていたけれど、ときおり見せる寂さみしげな表情を消してやりたくて、気のいい男爵を安心させてやりたくて、彼なりに必死で考えていたのだ。

　だから、オリビアの言葉に首を横にふった。

「……そんなはずは、ありません。私は、信じています」

「どうしてそんなに優やさしい顔で微笑むんですか!?　わたくしには一度もそんなふうに微笑んでくださらなかった！　いつも！　いつも！　いつも!!　うわべだけの微笑みで！」

　叫んでオリビアが胸に飛び込んできた。慌あわてて両手で支えたが、なにかがおかしい。息がうまく吸えず、胸のあたりから妙みような音が聞こえてきた。痛みを感じてオリビアを押し戻もどすと、彼女は赤く血に塗まみれたナイフを両手でしっかりと握にぎっていた。

　サディアスは真っ青になって立ち尽つくすオリビアの手からそっとナイフを取り上げた。

「ここから離はなれなさい」

「……あ」

「離れて、すべて忘れなさい。いいですね？　ここで、あなたは、誰だれにも会わなかった。なにも、見なかった。わかりましたね……？」

　切れ切れに伝え、オリビアの肩かたを押した。彼女は大きく震ふるえ、「行きなさい」と、サディアスが命じるままよろよろと歩き出した。遠ざかる足音にほっと息をつくと、体の奥から再び妙な音が聞こえて、遅れて激痛が襲おそってきた。サディアスはおぼつかない足取りで通りを歩き、辻つじ馬車を停とめた。行く先を告げて胸むな元もとを見ると、夜目にもどす黒く染まっていた。自分がどれほど危険な状態か、痛みで鈍にぶくなる頭ではよく理解できなかった。

　辻馬車は思った以上に早く目的地にたどり着き、サディアスは血に濡ぬれた手で馬車を汚よごした詫わびにありったけの金を手て渡わたし、仰ぎよう天てんする御ぎよ者しやを残して馬車から降りた。

　屋敷には白い花を植えた手入れの行き届いた小さな庭があった。セリーヌの工房となった城の庭に咲さくものと同じ花──それを見つめながらよろよろと玄げん関かんに向かう。

　家の中から笑い声が聞こえてきたのはそのときだった。

　今までに一度も聞いたことのない、快活なルイスの笑い声──今日は、城ではなく、屋敷にいたらしい。それでも、待ち合わせ場所には来てくれなかった。

　オリビアの言った通りだ。

　サディアスは階段の途中で膝ひざを折った。もうそれ以上、一歩も前に進めなかった。なにを間ま違ちがえてしまったのかわからないままその場に崩くずれ落ちる。体温が失われていくのを感じ、屋敷の中から聞こえてくる楽しげな笑い声を聞きながら細い息を吐はき出した。

　咲き乱れる白い花が視界に映り込む。

　漆しつ黒こくの長衣を来た男が、そこに降り立った。







　死に、しがみついた。

　大おお鎌がまを持った者が現れたけれど、葬そう儀ぎまで待ってくれと伝えた。そこで、親友と最後の別れをするつもりだった。それなのに──。

「馬ば鹿かな男だ」

　ルイスは棺ひつぎを見てそうささやいた。聞き間違いであってほしかったが、それは噓うそ偽いつわりなくルイスの口から零こぼれたものだった。

　絶望なんて言葉では生ぬるい。胸を焼いたのは憎ぞう悪おだった。

　サディアスは死神になることを望み、その望みは受け入れられた。

　死神となったサディアスは生気を集めた。あらゆる人間から大量に。許容量をはるかに超こえた大鎌は真しん紅くに変色し、死の御み遣つかいが持つ大鎌と近い能力を持った。

　機は熟した。サディアスはセリーヌの魂たましいを刻もうと城に向かった。出で迎むかえたのはシャルル少年だった。あまりの怯おびえように滑こつ稽けいささえ覚え、憎にくしみのまま斬きりつけた。魂は意外と簡単に傷を負った。次にセリーヌを斬った。こちらも簡単だった。記き憶おくをいじって放置して城を監かん視しすると、ルイスは、セリーヌとシャルル少年が体調を崩したのを見てひどく動転した。

「……なかなか、傑けつ作さくでした」

　サディアスはささやく。幻げん視しは消え、廃はい墟きよと化した古城の一室にたたずんで、甘く毒を含ふくむ声で、かつての友は歌うように言葉を続けた。

「それから間もなくシャルル少年が死んでしまったんです。小さな体は体力もなく、魂が消しよう滅めつするはるか前に寿じゆ命みようを迎えてしまったようです。それを見て──」

「セリーヌは、魂を入れる器うつわを作ろうとした」

「……ええ。そうです。彼女にとってシャルル少年は、はじめて得た〝家族〟だったのでしょう。別れるのは辛つらすぎた。だからドールを作ったんです。その妄もう執しゆうのままに」

　失ったものを取り戻そうと作った人形に、わずかだがシャルル少年の魂が降りた。それゆえ、セリーヌ・バリエが作る人形には魂が宿ると言われ破格の扱あつかいを受ける結果となる。

「そして僕は、肺労で死んだ。セリーヌが死んで、間もなく」

　彼女が死んで、ルイスの生活は荒あれた。それが第一の原因だった。

「思い出したようですね」

　サディアスはリストによってルイスの死を知っていたが、その魂を狩からずに放置した。黄泉よみの門をくぐればすべてがリセットされ、まったく違ちがう人間として生まれ変わる。そんなことは許せなかった。

　サディアスは、誰にでも訪れる〝死〟すらルイスから奪うばったのだ。

　死後の時間経過はゆるやかで、サディアスは折を見てルイスの状態を確かく認にんしていた。その間かん隔かくが長くなったある日、城の一部とともにルイスが行ゆく方えをくらませた。

「さすがに私も慌てました。それでも、あなたが狩られることはないと思っていたので、ゆっくり捜さがすことにしたのです。それもまた、私の楽しみになりました」

　時間の経過とともに生前の記憶の大半を失ったルイスは、城の一部とともに日本へ来ていた。あとは、ルイスが記憶していた通りだ。サディアスは強大な力を持つ死神としてルイスの前に現れ、死神になるよう誘さそってきた。新たな変化を求めて。

　ルイスは愕がく然ぜんとする。

「さあ、そろそろ彼とも遊んであげましょうか」

　サディアスは優ゆう雅がに微笑ほほえんでゆったりとドアに向かった。ルイスははっとして水鏡を見て、着々と古城の奥へと足を踏ふみ入れる美言に息を吞む。戦えるはずがない。人と死神では基本的な能力値が違うのだ。血のように赤く染まった大鎌で斬られれば、彼もあかねと同じ道をたどることになるだろう。

　ルイスは振ふり向きドアを見る。しかし、そこにはもう誰もいない。

「違う！　サディアス！　僕は、あの日……!!」

　サディアスの使いだという娘むすめがやってきて、サディアスは画家の個展を別の者と行くことにしたのだと伝えてきた。人形作家のパトロンであるルイスが芸術に疎くては話にならない。そんな思いから個展に興味を持ったルイスは残念に思った。

　けれどあのとき、気づけばよかったのだ。それを伝えに来た娘の身なりがとてもよかったことに。そして、おそらくは──彼女が、出かける相手を勘かん違ちがいしているだろうことに。

　サディアスは、痴ち情じようのもつれで殺されたとささやかれた。多くの女性と浮うき名が立つような男だ。誰もがその死を興味深く語り合い、葬儀の場でさえその話が絶えなかった。

　だから、言葉が漏もれてしまった。

「馬鹿な男だ」

　サディアスは知らなかっただろう。ルイスが、男だん爵しやくの愛人の子であったことに。サディアスがどれほど心を砕くだこうとも、男爵夫人がルイスを受け入れることはない。彼女はとても気位が高く独どく占せん欲よくの強い女で、愛人の息むす子こに憎悪を抱いだいていたのだから。

　サディアスがしてきたことはすべて無む駄だだった。そんなことに時間を賭とし、挙げ句の果てに命まで落として──馬鹿でなければなんだというのか。あの日、約束の場所に向かわなかった自分の軽けい薄はくさに怒いかりも湧わかなかった。

　しばらくはなにも考えられなかった。それから少しして、シャルルが体調を崩して倒たおれた。死は間近で、それを知ったセリーヌは以前にも増して憑つかれたように人形を作った。

　そして彼女は作り上げる。魂さえ魅み了りようする美しきドールを。

「サディアス！　やめろ！　頼たのむ……!!」

　ドールは高く評価され、セリーヌは人形作家として一いち躍やく脚きやつ光こうを浴びることになった。死の、ほんの数週間前のことだった。

「サディアス！」

　水鏡の中、美言の目の前にサディアスが立つのが見えた。







　第六章　緑の森の城
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　どの部屋も見覚えがあった。

　なぜかわからないが、懐なつかしくてたまらない。

　古城を外から見たときも奇き妙みような既き視し感かんに襲われたが、今はその比ではない。はじめて来たはずの建物なのに、間取りが手に取るようにわかった。

　階段を上り、美言は眉まゆをひそめてマフラーを引き上げた。体の芯しんから冷えていく、その感覚以上に身み震ぶるいしたくなる状じよう況きようだった。

「サディアスが錯さつ覚かくを引き起こすように細工している、ということは」

「死神はなかなか万ばん能のうですが、人の感情のように繊せん細さいなものまでは扱えません。機械程度に単純な構造ならあるいは可能だったかもしれませんが、せいぜいが記憶の誤認です」

　柔やわらかな声に美言は足を止めた。

「人格を崩ほう壊かいさせてもかまわないなら、弄いじってみたい気もします」

　声を聞いて振り返った美言は、廊下一面に現れた白い花と振り上げた真紅の大鎌に身構えた。森の中で襲おそわれたときとまったく同じだ。大鎌は建物をことごとくすり抜ぬけ、障害物などなにもないといわんばかり、花を舞い上げまっすぐ美言に襲いかかってきた。

　大きく後ろに飛びのいた。鼻先を真紅の大鎌がかすめ、足あし下もとに広がる花園に消える。さらに後退すると下から大鎌が現れて振り上げられた。

　銃じゆう口こうをサディアスに向ける。

「……なんだ？」

　引き金のあまりの手て応ごたえのなさに動転していると、闇やみの中で笑う気配がした。ライトを当てるまでもない。かがり火のように真紅の大鎌が光をたたえ、じりじりと間合いを詰つめてくる。

　美言は銃をちらりと見た。不良品を摑つかまされたのかと舌打ちし、すぐに撃げき鉄てつが起こされていないことに気づく。親指をかけて撃鉄を起こし、さらに後退した。

　追うサディアスの姿が窓辺に移動する。光を弾はじく白銀の髪かみの死神は、猫ねこ科の動物を思わせる残ざん忍にんな笑えみを浮かべて大おお鎌がまの柄えを撫なでた。

「ルイスはどこだ!?」

　美言の問いにサディアスは「さあ」と人を食ったように答えた。

　引き金を引く指に力を込める。

「俺が、撃うてないと思ってるのか？」

「撃てるのですか？　魂たましいの崩壊を止める術すべを、私だけが知っている」

「本当に知ってるのか？　人ひと魂だま歴の長い死神でさえ知らないようなことを」

「……そうやって、私から情報を引き出す気ですか？」

「信用できないだけだ」

　はじめて見たときから気に入らなかった。そうしたことは珍めずらしいのだが、リョウを狩ろうとした一件から、美言はサディアスに不快感以外を抱いたことがない。

「……では、一つ、興味深いことを教えて差し上げます」

　じりっと間を詰めるようにしながらサディアスか近づく。

「あなたの魂には、あかねさんのように傷がある。だから、そばにいると生気の多いあなたから生気の少ない彼女へ流れやすい。不思議なのです。私が過去に魂を斬きったのは、セリーヌ・バリエとシャルル少年の二人だけだというのに、なぜあなたに同じ傷があるのか」

　たった二人──。

　驚おどろいた弾はずみで銃口がわずかに下を向く。それを狙ねらったかのように、サディアスが大鎌を振り上げた。美言は反射的に銃を持ち上げて引き金を引いた。

　耳をつんざくような銃声とともに、サディアスの顔面が吹ふき飛んだ。

「驚いた。ちゃんと引き金が引けるんですね」

　吹き飛んだ己おのれの顔面に、サディアスは驚きの声をあげる。効いていない。銃など、所しよ詮せんは生きているものを対象にした武器なのだ。それを改めて突つきつけられた。

　だめだ。

　ざわざわと乱れながら元の形を取り戻もどす男を前に、美言は愕然とした。

「どうしたんですか？　まさか、ただの人が、本当に勝てるとでも思ったのですか？」

　笑いを含ふくむ声で問いかける。生気を集め、密度を高めて仮かり初そめの肉体を作り出せば、その細さい胞ぼうを維い持じするために食べ物を摂せつ取しゆする必要が出てくる。つまりそれは〝人〟と同じ状態であるはずだ。しかし、根本的な発想が間ま違ちがっていた。彼らはその細胞を一度すべてほどき、繫つなぎ合わせることができるのだ。

　人と同じであるはずがない。

「もう終わりですか？」

　挑ちよう発はつするように問われ、もう一度銃をかまえた。だが、それ以上動けなかった。何発撃ち込もうとも人と違ちがう構造の死神を殺すことなど不可能だ。やっとここまで来たというのに、赤い大鎌に逃にげ惑まどうことしかできない。

　もし大鎌で斬られたら、あかねと同じ状態になるのだろうか。そうしたら、彼女は誰だれが守るのだろう。そんな疑問が生まれた刹せつ那な。

「美言さん……!!」

　聞こえるはずのない声が聞こえ、美言はとっさに庭を見た。頭に枯かれ葉をくっつけたあかねが古城を見上げている。サディアスが動いたのに気づき、美言は花を蹴け散ちらして窓に駆け寄り、桟さんに足をかけて勢いよく飛び降りていた。

　冗じよう談だんじゃない──そう思った。一人勝手に絶望して死ねば、サディアスは次の獲え物ものにあかねを選ぶ。それだけはどうしても許せなかった。

　二階分の重力が両足にかかり、美言はみっともなく膝ひざをつく。けれど、すぐに立ち上がった。草がクッションの代わりを果たしてくれたのかひどい痛みはなく、呆あつ気けにとられるあかねに銃とライトを押しつけ、その体を横よこ抱だきにして冬枯れの森の中に飛び込んだ。

「美言さん、危ないですよ……!?」

「危ないのはお前だ！　なんでここに来たんだ!?　死にたいのか!?」

　木々の作り出す闇に隠かくれ、ボリュームを最小限にして怒ど鳴なる。すると、腕うでの中のあかねはきゅっと体に力を入れた。

「み、道沿いに行けば、お城につけるかなって思って歩いてたら、車で戻ってくるレオナールさんにばったり会って」

「──まさか、あいつがお前をここまで連れてきたのか？」

「日本人はシャイすぎるから、一ひと肌はだ脱ぬいでくれたそうです。頑がん張ばれって言ってました」

「あのバカ、よけいなことを」

　美言はぎりぎりと奥歯を嚙かみしめ、古城を睨にらむ。窓辺にはすでにサディアスの姿はなく、同様に辺りにも彼の姿はない。あきらめた──というわけではないだろうから、気まぐれに泳がせる気になったのか。どちらにせよ、彼が動き出すまでしばらく間がありそうだ。
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　美言は息を吐はき出し、あかねを横抱きにしたままずるずるとその場に座り込んだ。

　あかねがいなかったらあきらめていたかもしれない。今手に入るもっとも強力な武器ですら歯が立たない相手を前に、無む抵てい抗こうのまま斬られていたかもしれない。

「……結局、お前がいなきゃだめってことか」

　ちっと舌打ちすると、あかねがきょとんとして顔を覗のぞき込んできた。

「さっき、窓辺になにか黒い影かげがあったように見えたんですが……っていうか、これ、よくできたオモチャですね」

「マニューリンＭＲ73。三十八口径、本物だ」

　ひゃっと妙みような声をあげ、あかねは銃から手を離はなす。そして、膝の上に落ちた銃を恐おそる恐るつまんだ。暗がりでも、その表情が手に取るようにわかった。あまりにもいつも通りの彼女の行動に緊きん迫ぱく感かんが一いつ瞬しゆんで溶とけ、おびえる自分が小物すぎて笑いすら込み上げてくる。

　あかねは目を瞬またたいたあと、急に真しん剣けんな顔になった。

「美言さん、私、怒おこってるんです。た、確かに、役に立たないかもしれないけど、私だって、一いつ緒しよにいればなにかできるかもしれないし……」

「邪じや魔まになる」

「……な、なるかもしれません」

　自覚はあるのかあかねの肩かたがしょんぼりと落ちる。間違いなく彼女は戦力外だ。だが──いてくれると、少なくともマイナスの思考に流されなくてすむ。

「でも、あんな、……ことして、放ほうり出すなんて」

　サディアスが現れないか改めて見回していると、もごもごと声が聞こえてきた。どうやら不意打ちのキスを抗こう議ぎしたいらしい。

「また黙だまらせてほしいのか？」

　方法は告げずに問うとあかねが即そく座ざに口をつぐんだ。むうっと小さくうなり声が続く。

　きっと顔を赤らめた彼女は不満げな顔をしていることだろう。それを想像して美言は小さく笑い、安全を充分に確認してから立ち上がった。

「……死神と戦って、勝てるんですか？」

「さあな。どんな攻撃でも平気な相手だから、はじめから無駄な努力なのかもな」

　弱点も思い浮かばず、美言は淡々と返す。あかねの体に力が入った。

「……罠わなを仕し掛かけて閉じ込めて、そのあいだにルイスを捜し出して逃げることは？」

「意味がない。出られないような檻おりを用意して、そこに生気が尽きるまで入れるなら……」

　そこまで言って口をつぐむ。もしかして、そう思って考え込んでいると、不安そうにあかねに見上げられていることに気づき、考察をいったん中断する。移動しようと歩き出すとあかねはごく自然に首に手を回し、しがみついてきた。

「私、もしかしたら自分がセリーヌ・バリエなんじゃないかなって思ってたんです」

　迷うように言われて美言は息を吞のんだ。

「美言さんと別れたあとも、妙なものがいっぱい見えて……さっきも、見えたんです。それで、やっとわかったんです。私が慕したっていた〝ご主人様〟が、セリーヌ・バリエだってこと」

「……じゃあお前は誰だ？」

「シャルル・ビュラン」

　あかねは思いの外きっぱりと宣言した。そして、いったん言葉を切って、続ける。

「美言さんの中にセリーヌ・バリエの記き憶おくはありませんか？」
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　管理小屋に行くと、あかねは美言に言われてドアを開け、抱だきかかえられたままその中に入った。さほど広くはないが、大きな丸太を使ったどっしりとした小屋である。

　見回すと、ふわりと景色が揺ゆらいだ。

　あかねは大きく息を吸い込む。前まえ触ぶれなくはじまった幻げん視しに心の準備をすませて辺りを見回すと、壁かべにはたくさんの棚たなが取り付けられ、焼しよう成せい直後の人形のパーツが並ぶのが見えた。その中にはずいぶんと細かいものも入っていた。

　自分は今、小さな手でそれを一つずつ丁てい寧ねいに掃そう除じしているのだ。怖こわく感じた人形たちにも最近慣れて──箱の中に詰つめられた人毛はやっぱり気味が悪いが、これも少しだけ慣れた。

「逃げるな！」

「逃げてない！　あたしがあの人嫌きらいなこと知ってるでしょ！」

「だからちょっと顔を出せと……」

「お断りよ！」

　怒鳴り合いにびっくりしていると、小屋のドアが開いてセリーヌがやってきた。

「ど……どうしたんですか？」

　尋たずねると彼女は大げさに肩をすくめた。

「ルイスが、客が来るから着き替がえろって言い出したのよ。大切な友人なら彼も態度を改めるべきじゃない？　でも彼はいつもサディアスのことを邪じや険けんにしてるのよ。だいたいあたしは作家なの。芸術家よ。きれいなドレスも長い髪かみも必要ない!!」

「……ご、ご主人様は、年とし頃ごろの、女性です」

「──その言い方、気に入らない」

　きっぱりと、鮮あざやかに拒きよ絶ぜつする。目を瞬くと、彼女は部屋の奥へ行き、まっすぐ手を差し伸のべてきた。

「おいで」

　呼び声に応こたえるようにふらふらと近づくと、ぱちんっとなにかがはぜる音とともに世界が大きく揺らめいた。手を差し出すセリーヌの姿に別の影かげが重なる。

　次の瞬しゆん間かん、セリーヌの影の中から美言が現れた。

「どうかしたのか？」

　姿形はまるで違ちがう。言こと葉ば遣づかいも、雰ふん囲い気きも、同じとは言いがたい。それでも、まとう空気が似ているのだ。強ごう引いんで、乱暴で、生活にも身なりにも無む頓とん着ちやく。人形が作れればいいと心底そう思っているタイプだ。以前セリーヌは、大好きな人形を作るために、大切な髪をばっさばっさと切っていったという。夢の中のルイス様──ルイスが、思い出話を口にするたび、出会った当時のセリーヌの姿を嘆なげいていた。あれは淑しゆく女じよの格かつ好こうではない、と。スカートをはいた少年と言われても納なつ得とくできる容姿であったらしい。

　それなのに、意外と他人のことは見ていたりする。一人が怖いと言えば、ちょっと気分を変えたかったのだと適当な理由をつけてそばにいてくれる。そんな不器用な優やさしさもある。

　人形作りの腕に関しては、まったく素しろ人うとであったシャルル少年にもわかるほど突とつ出しゆつした技術を持っていた。卓たく越えつした技術と圧あつ倒とう的なカリスマ──ただし本人は世情に疎うとく、なおかつ周りに恵めぐまれず、ルイスに出会うまでは困こん窮きゆうを極きわめていた。

　似ているのだ。セリーヌと美言は、細部があまりにも。引きこもりがちの美言も外部と積極的に交流を持つタイプではなく、今の生活が確立するまではひたすら暗く物作りに励はげんでいたに違いない。否いな。今だって、もっと積極的に活動すれば、すぐ表おも舞てぶ台たいに立てるはずなのだ。

「徹てつ底てい的なマイペースで、周りがなんと言おうと我がを通す。そのせいで孤こ立りつ無む援えん、孤こ軍ぐん奮ふん闘とうな毎日」

「……なんの話だ？」

「セリーヌのことです。そんな性格だったから、どこの馬の骨ともわからない私を拾って、そばに置いてくださったんですけど」

　美言が暖炉に火を入れるのを見ながらむずむずしてしまったのは、そこで眠ねむるのが意外と心ここ地ちよいと感じていたシャルル少年の記憶があかねの中にも残っていたためである。狭せまい場所で小さくなるのは好きなのだ。孤こ独どくをほんの少しだけやわらげてくれる。

「って、なんで暖炉使ってるんですか!?　サディアスさんに気づかれますよ!?」

「この状じよう況きようで気づかれてないと思ってるのか？　来る気なら暖だんとってようが凍こごえてようが襲おそってくる。だったら俺は快適なほうがいい」

　──いっそ頼たのもしく見えてしまうほどマイペースだ。

　ちょっとときめいてしまったあかねは、こほんと咳せき払ばらいした。

「それに、真っ暗にして襲われるより明るいほうが対処もしやすいからな。……弾だん丸がんは効かなかったから、次は火でもいくか？　……焼ける前に逃にげられるか……」

　もはや消去法だ。銃じゆうが役に立たないことに青ざめていると、美言に「それで？」と先をうながされた。どうやらセリーヌのことに興味を持ってくれたらしい。

「……えっと、その……私、その頃ころの、セリーヌが好きで」

　暖炉に薪まきを放り投げる美言の動きが一いつ瞬しゆんだけぎこちなく止まった。

「お前の話じゃ、お前は召めし使つかいみたいな立場だったんじゃないのか？」

「だから、憧あこがれていたっていうか、恩人なので……それを差し引いても、やっぱり、あのとき私はあの人のことが好きだったと、お、思うんです、けど。……美言さん？」

　怒っている。後ろ姿からもそれがびりびり伝わってきた。

「まるで焼き餅もちを焼いてくれてるみたいですね」

　だったら嬉うれしいなあ、と心の片かた隅すみで考え、

「でも、セリーヌ・バリエが美言さんなら、昔の自分に嫉しつ妬としてることになりますよね」

　何気なく言葉を続け、美言を凍こおらせた。そんな彼には気づかずに、あかねは小さく息をつく。

「セリーヌがルイスと婚こん約やくしたときはショックでした」

「婚約したのか!?　あんなナンパ男と!?」

「昔はもっと硬こう派はでした。セリーヌがサディアスさんの言葉を真に受けて、ルイスに女には優しくしろ、うまく口説けってさんざん言ってたんで、頑がん張ばってました。いろいろと」

「……いや、その頑張りは間ま違ちがってるだろ」

　よけいなことをしやがって、そう美言が続ける。あかねは美言の隣となりに並び、燃え上がる炎ほのおをじっと見つめた。オレンジに揺れる火がはぜるのを見て、美言はもう一本薪を投入した。

「もしまた女の人に生まれ変わっていたら、美言さんはルイスのことを好きになりましたか？」

「ないな。あいつとは共きよう闘とうだ」

「もしセリーヌ・バリエの記憶を持って生まれていたら？」

「関係ない。記憶があったとしても、せいぜい愛着が湧わくくらいだろ。誰だれがあんな男と」

「……でも……」

「だったら訊きくが、お前はどうなんだ？　シャルルの記憶があるから……俺のことを好きになったとでも？」

　質問にあかねはぶんぶんと首を横にふった。

「関係ありません。美言さんを好きになったのは思い出す前だし、あのときとは全然違います」

「そういうことだ。第一、俺に記憶はない」

　美言の言葉にあかねは口をつぐんだ。

　人形師としての腕うでや美言の本質を考えるとどうしてもセリーヌと重なるのに、不思議なことに記き憶おくがない。古城に近づくたびに記憶が鮮せん明めいになるあかねとはまったく違うのだ。

「どうして思い出さないんだろう」

「俺がセリーヌ・バリエだったら、記憶はあるはずなんだろ？」

「か、……必ずあるとは、限らないと思います」

「……まあ、別人と言い切れないのは確かだな。どうやら俺の魂たましいには、お前と同じように斬きられた痕あとがあるようだからな」

「え……ええ!?　そうなんですか!?　大だい丈じよう夫ぶですか？　体調悪くなってませんか？」

「問題ない。それよりお前はどうなんだ？」

　美言の問いかけにはっとして体を見た。三度も斬られたのだ。以降は体調を崩くずしてばかりいたが、今は不思議と落ち着いている。

「……フランスに来てからは、平気なときが多いです」

　体調が悪かったことすら忘れるほど調子がよかった。

「大きな傷はあの死神が塞ふさいだとして、……生気の補ほ充じゆう元はやっぱり俺ってことか……？」

「補充元？　あの死神って誰ですか？」

「人ひと魂だま歴が長い死神」

　よくわからない説明に首をひねっていると、立ち上がった美言がベッドまで行き、毛布を引きはがして軽く叩たたきながら戻もどってきた。美言が歩くと室内の空気が攪かく拌はんされて火が間近にあるというのに寒く感じてしまう。あたためるためなのか毛布を暖炉からやや離はなれた場所に置いた美言は、そのままあかねの隣に腰こしを下ろした。

　さっきよりもっと近い。肩かたがちょっとぶつかって、その微び妙みような距きよ離り感かんにあかねはどぎまぎとうつむいた。と、再び美言が立ち上がり、さっさと遠ざかっていった。

「あ……」

　足音に動どう揺ようして振ふり返る。離れたかったわけじゃない。ただ、ああした微妙な状況が慣れなくて動けなくなってしまった。ただそれだけだった。ちゃんと伝えなければ、そう思って口を開いたあかねは、美言がボストンバッグからペットボトルとカロリーメイトを取り出すのを見て口をつぐんだ。

「途と中ちゆうで買うつもりだったのに、銃を手に入れたら晩飯のことをすっかり忘れてた。あかね、チョコとチーズ味、どっちがいい？　ん……なんだ？　どうかしたか？」

　質問に頰ほおがカッと熱くなった。いくらなんでも怯おびえすぎだ。

「な、なんでもありません。……チーズ味が、いいです」

「……じゃあ半分な」

　どうやらチーズ味が好きらしい。隣に戻ってきてくれた美言は、ペットボトルをあかねに手て渡わたし、カロリーメイトを仲良く半分に分けた。スーツケースをホテルに置いてきたあかねは財さい布ふとパスポート、ハンカチといったものなどが入ったバッグしか持っていなかった。

「……すみません、美言さんのぶんなのに」

　またしても迷めい惑わくをかける。項うな垂だれていると、隣で美言が肩を震ふるわせて笑っていた。きょとんとして見上げると、大きな手でぐりぐりと頭を撫なでられた。ホテルで別れたときのどこか弱気な彼ではない。いつも通り──あかねのよく知る〝橘美言〟がそこにいる。

　あかねはほっとし、もさもさとカロリーメイトを食べた。

　先に食べ終わった美言が真っ黒な火かき棒で薪まきの燃え具合を調整する。大きくて筋張った手が器用に動くのが妙みように色っぽく見え、食事の最中なのに視線が泳いでしまった。

「あかね、後ろを向け」

　夕食を終えると美言にそう言われ、あかねは不思議に思いながら膝ひざ立だちになって後ろを向いた。と、前まえ触ぶれなくふくらはぎを鷲わしづかみにされて悲鳴が漏もれた。

「また出血してるな。お前は治す気がないのか？　この足で町からここまで歩けると思ったのか？　無む謀ぼうを通り越こして阿あ呆ほうだぞ」

　まったくもっていつもの橘美言だ。あかねはブルブル震えながら美言を睨にらんだが、治ち療りようのついでにマッサージされてすぐに虫の息になった。無意識に毛布をかぶって悲鳴をこらえていたあかねは、ひょいとそれを取り上げられて反射的に顔を上げた。

「……ああ、悪い」

　そんな言葉とともに毛布が元に戻され、奇き妙みような間が訪おとずれる。乱れ気味の息を整え混乱が収まると、木のはぜる音ばかりが耳についた。こんなときにサディアスが襲おそってきたりしないだろうか、そう思ってようやくもぞもぞと顔を出す。

　サディアスは、優やさしい顔と態度とは裏腹に、昔からあかねを──シャルルを、毛け嫌ぎらいしていた。否いな。毛嫌いとは少し違ちがう。貴族たちはその生まれから下しも々じもの者とは一線を画かくしていた。革命が起こって世界が大きく変わっても、階級意識は当たり前のように息づいていたのだ。

　それでもルイスの手前、サディアスは充じゆう分ぶん努力してくれていたと思う。親もなく路地裏で陰いん惨さんな生活をしていたシャルルを〝愛いとし子〟と呼んで形ばかりの親愛を示した。

　じっと考え込んでいると奇妙に逃にげ腰ごしな美言と目が合った。あかねが目を瞬またたくと、彼は誤ご魔ま化かすように暖だん炉ろを見た。なにかやましいことでもあるのだろうか、そう思ってしまう反応だ。

「……あ、そういえばレオナールさんから言こと伝づてを聞きました。……あれ、遺書なんじゃ……」

　あかねは美言の言伝を聞いて、足の痛みを無視して夜道を駆かけ出した。それに慌あわて、レオナールが古城まで連れてきてくれたのだ。

「違う。あれは、火の玉に連れん絡らくを取って……いや、なんでもない。気の迷いだ、忘れろ」

　自分にもしものことがあったときを想定し、美言が残した遺書とも言えるもの。しかし、そうと知らないあかねは、美言の遺書ではないという返答にほっとして体を起こした。美言は微び苦く笑しようしてあかねの肩を抱だき寄せ、大きく広げた毛布で互たがいをすっぽりと包み込んだ。

「明日は早いからもう寝ねろ」

「は、はい」

　硬かたい声から美言がサディアスのことを警けい戒かいしているのが伝わってきた。あかねは不安にドキドキとし──それが落ち着くと、別の意味でドキドキとしはじめてしまった。

　やはり近い。あかねの肩と美言の腕がくっついて、静せい寂じやくとともにその事実がのしかかってくる。一いつ緒しよの部屋で休むのははじめてではないのに、異様に緊きん張ちようしてしまう。

　十分後、美言は薪まきを放ほうり込む。その五分後、また追加する。それから十分してもう一本。

「寝ろ」

　美言の手の動きを見ていたあかねは、彼の声に慌てて目を閉じた。

　指先が触ふれ合って、気まぐれに包み込む。眠ねむらせたいのか眠らせたくないのか──告白は保留にされたままだ。ホテルで別れる際に「伝えたいことがある」と言った言葉もいまだ宙ぶらりんなのに、こういうことをされると反応に困る。

　眉まゆ根ねを寄せて押し黙だまっていると、いったん離れた手が、毛布の下で柔やわらかく絡からみついてきた。

　困こん惑わくを通り越して羞しゆう恥ちさえ覚え、あかねはぎゅっと口を引き結ぶ。

　こんな状態では眠れない。そう思った。

　が、十分後には、意識が飛んでいた。
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　翌朝、世界は深い霧きりの中に沈しずんでいた。

　吐はき出す息も視界も白く、駆け出したら木が突とつ然ぜん目の前に現れそうなほど視界が悪い。

「いいか、撃げき鉄てつを起こして引き金を引く。わかったな」

「わ、わかったけどわかりません！」

　銃じゆうを渡わたされたあかねは、美言に抱きかかえられたまま涙なみ目だめで答えた。引き金を引くとプラスチックの弾たまが出るならまだしも、鉛なまり弾だまが飛び出す。冗じよう談だんのようだ。

「頭撃うてばちょっと動きが止まる」

「死んじゃったらどうするんですか！」

「その程度で死んでくれたら俺も助かったんだけどな」

　重い溜ため息いきが返ってきた。

　弾だん倉そうに収められた弾は全部で六発。試ためしに撃ってみるかと訊きかれたが全力で辞退した。なにをどう間ま違ちがえれば平へい凡ぼんな女子高生が異国の地で銃を手に途と方ほうに暮れることになるのか、あかねにはどうしても理解できなかった。

「ほら、ちゃんと前照らせ」

　美言にうながされてあかねは慌ててライトを建物に向けた。霧の中でライトなんて役に立つのかと疑問だったが、障害物があると光で霧の濃のう度どが変わって少しだけ歩きやすくなる。

「……サディアスさんに見つかったりしませんか？」

「まだ来ないみたいだな」

　どうやら美言は「やってきて当然」という発想らしい。そして、そんな美言の背中には、火かき棒がくっついている。ズボンのベルトに挟はさんでいるのだ。

「そ、その火かき棒はなんですか？」

「飾かざりだ。気にするな」

「……私と美言さん、別行動をとったほうがいいんじゃないかって思うんです」

「また足が血だらけになるだろ。それに、相手は死神なんだぞ。どこにいてもその気になったら簡単に襲ってくる。だったら俺はお前のそばにいる。多少は守れるかもしれないからな」

　一番の目的はルイスを見つけ出すことだ。だが、あかねが不安にならないようにわざわざ言葉を選んでくれているのだろう。そうわかっているのに心しん拍ぱく数すうが上がってしまう。

「……どうした？　怖こわいか？」

　きゅっとしがみつくと気き遣づかうように尋たずねられ、あかねは慌てて体を起こす。ライトをしっかりと持ち直して前を照らす。朝あさ靄もやの中をかき分けるように進み、古城の中に踏ふみ込んだ。

　そして、いきなり階段を上りはじめる美言にあかねは慌てた。

「下の階は捜さなくていいんですか？」

「昨日、二階を捜してる途と中ちゆうでサディアスに襲われたからな」

　──だから二階から飛び下りたのかと納なつ得とくしかけ、悪お寒かんを覚えて美言にぴったりくっついた。怖いという思いはある。

　だがそれ以上に、ルイスを見つけ出さなければという思いが強く、あかねはしっかりと銃を胸に抱だいた。







　部屋の中をくまなく──棚の中まで調べ、あかねと美言は白い息を吐き出した。

　彼らは少しずつ確実に、ルイスの元まで近づいて来た。

「美言！　あかね……!!」

　必死になって二人の名を呼ぶ。しかし、その声はいっこうに届かない。さほど広さのない城だから場所が悪いのかといぶかしんだが、すぐに違うと気づいた。

　近い。足音が聞こえる。

　二人は今、驚おどろくほど間近にいる。

　まさか、そんな──そう思って振ふり返ると、ドアが低い音をたてた。

「美言さん、この先ってダンスホールになりませんか？　吹き抜ぬけの」

「ああ、そうだな。空中回かい廊ろうがあったから、ドアはそこに繫つながってるんだろ」

「この部屋で終わりですよね？」

　あかねの問いに、美言は沈ちん黙もくした。

　だが、それでいい。彼らが終着に選んだ部屋にルイスが閉じ込められていたのだ。

　ドアが大きく開け放たれ、懐なつかしい二人が姿を現す。あかねは美言に抱きかかえられ、こんなときなのにやけに仲むつまじげで妬やけてしまった。

「美言、あかね。よく、ここまで……」

　そこまで言って、異変に気づいた。美言の瞳ひとみもあかねの瞳もルイスを素す通どおりし、部屋の中をゆっくりとめぐっていたのだ。まるでそこには誰だれもいないように。

　ぞっとした。

　ルイス自身にはまだ意識がある。体の大半は薄うすく透すけ死神の力は使えなくとも、それでもまだ間違いなくルイス・ブランという存在としてここにいる。

　それなのに、二人はあっさりとルイスの目の前を通り過ぎていった。

「美言！　あかね!?　僕はここにいる！　閉じ込められてるんだ!!」

　拳こぶしを振り上げ、格こう子しを叩たたく。光が幾いく重えにも瞬またたいて鳥とり籠かごの全形を浮うかび上がらせる。だが、それだけだ。二人はいっこうに気づく様子もなく一脚きやくだけ置かれた椅子の前で立ち止まった。

「これ以外、なにもありませんね」

　落らく胆たんしたあかねが声のトーンを落とす。部屋に置かれたのは椅子と水鏡の二つだけ。水鏡には、それを覗のぞき込む二人が映し出されてこれといって不ふ審しんな点はなく──。

「違ちがう！　僕はここにいる！　君たちの目の前に！　ここに……!!」

　振り上げる拳に痛みはない。喉のどがさけんばかりに声を張り上げても少しも痛まない。鳥籠を蹴けり上げ、体当たりし、両手でゆすっても、その音は一いつ切さい二人の耳に届かなかった。

　悲鳴のように呼びかけた。けれど、結果は同じだった。美言は軽くあかねを抱き直し、器用に片手をあけてから椅子をとんとんと叩いた。

「……本当にこれだけか？」

　聞こえたのは落胆の口調だ。

「……ここにルイスがいて、取り返されたくないからサディアスさんが襲おそってきたんじゃないんですか？」

　あかねが不安げに問いかけるが、美言はぎゅっと眉根を寄せて押し黙った。

　ルイスは焦あせった。目の前にいるのに会話に加われない。いないものとして話が進む。このままでは、本当に自分という存在そのものが消えてしまいそうだった。

「僕はここにいる！　どうして気づかないんだ……!!　目の前にいるのに！」

　死神の力で編まれた檻おりだ。同等の力をぶつければ破は壊かいできるかもしれない。ルイスは大おお鎌がまを出そうと手首をふった。だが、手は虚むなしく空気を乱しただけでなんの変化もない。

「美言さん、ダンスホールも見てみますか？」

「……そうだな」

　あかねがライトを消すと、そのぶんだけ部屋の中が暗くなる。しかし、霧は晴れはじめて窓の外から差し込む日差しがあるため、部屋は充じゆう分ぶんに明るい。

　ルイスは愕がく然ぜんと水鏡を見た。

　二人が遠ざかる姿が映っている。ルイスは明らかに不自然な模造の鏡を指さした。

「待って！　美言！　あの水鏡、おかしいだろ!?　君たちが映ってるんだよ!?　あかねも！　どうして……!!」

「もしかして、別の場所にいるのかも……」

　ルイスの訴うつたえにあかねのつぶやきが重なった。そして、ただの一度もルイスに視線をやることなく二人はドアに向かう。

「違う！　そっちじゃない！　美言!!」

　ふと美言が足を止めて振り向いた。視線が合い、ルイスは息を吞のむ。

　しかし、視線はあっさりとはずされた。美言はそのままドアに向かい、立ち尽つくすルイスの目の前でドアが閉じる。足音はゆっくり遠ざかっていった。

「は……はは。なんだよ、これ。冗じよう談だんじゃない」

　格子に額を押し付けると光が散った。声は届かない。存在さえ気づかれない。

「このままここで朽くち果てろってこと？　それともここに縛しばられたまま生かされ続けて……」

　二人の身に起こるすべてのことを見守れとでもいうのか。

「たちが悪い……サディアス！　出てこい！　サディアス……!!」

　ルイスの叫さけびをあかねの悲鳴が遮さえぎった。とっさに身をひるがえして水鏡を見ると、吹き抜けのダンスホールにある空中回廊の途中──大鎌を持ったサディアスと、驚きよう愕がくするあかねを背後に庇かばい火かき棒を手に身構える美言がいた。

「美言、逃にげろ！　そんな武器で敵かなうような相手じゃない！　ここから離はなれるんだ……!!」

　美言があかねを抱だきかかえ、階段を一気に駆かけ下りる。それを追うサディアスの体が空中回廊から消え、美言の目の前に現れた。

　ルイスがうめき声を上げた。サディアスが持つ死のイメージを再現するように花園が現れ、花弁を舞い散らせながら真しん紅くの大鎌が振り上げられる。

　ルイスはぐっと奥歯を嚙かみしめ、サディアスがまだ自分に執しゆう着ちやくしていることを願いながら足を大きく踏み出した。







　振り上げられた真紅の大鎌──その柄えに、美言は思い切り火かき棒をぶつけた。

　確かな手て応ごたえとともに大鎌の一部がはじけ飛び、床ゆかにぶつかって霧む散さんする。息いきつく暇ひまもなくサディアスの持つ大鎌は再生され、再び振り上げられた。

「無む駄だですよ。そんな攻こう撃げきは」

　そう微笑ほほえむサディアスの体に美言は容よう赦しやなく火かき棒をたたき込む。今度は手応えがない。サディアスの体はわずかに崩くずれたあとするすると移動し、もとの形に戻もどっていった。

「美言さん」

　背に庇っていたあかねの呼び声に、くじけている場合ではないと実感する。

「斬きられるなよ」

　そう告げて、袈け裟さ懸がけに火かき棒を振り下ろす。やはり手応えはない。手首を返して振り上げる。これも軽々とサディアスの体を通過した。無造作に振り回したが、一度もあたらない。

「無駄だと言ってるんです。理解できないのですか？」

「してるさ」

　困こん惑わくするサディアスの腹に笑いながら火かき棒を突つき入れた。体は崩れ、即そく座ざにもとの形に戻る。サディアスは不快をあらわにして大鎌を薙ないだ。美言はわずかにタイミングをずらし、再びその柄に火かき棒をぶつけた。柄が折れ、真紅の刃が真横に吹き飛ぶ。壁かべにぶつかると同時に砕くだけて消えた刃を気にも留めず、美言は火かき棒の向きを変えてサディアスを襲った。

　今度は手応えがあった。

　それも一いつ瞬しゆんで消えた。しかし、いける、そう思った。

　その刹せつ那な、大鎌が目の前に現れた。

「つ……!?」

　まっすぐ首に向かって薙ぎ払はらわれる真紅の凶きよう刃じん。魂たましいを刻む大鎌──後退したが間に合わない。とっさに火かき棒で防ごうとしたが無駄だった。タイミングを合わせられ、大鎌の柄が火かき棒をすり抜ける。この状じよう況きようで正確に力のコントロールができる冷静さに腹が立つ。

　だめだ、そう思ったと同時に、ぐいっと背後から服をひっぱられ、体が大きく傾かたむいた。鼻っ面つらを大鎌がかすめる。美言はとっさに腕うでを背後に回して体を支え、体を反転させると服を摑つかんでいたあかねを抱だき込んで転がった。その場所に真紅の大鎌が叩きつけられる。ぞっと背筋が凍こおったが、美言は即座に攻撃に転じ火かき棒でサディアスの足あし下もとを払った。

　再び、手応え。

　サディアスの体が傾かしぐ。その好機を逃のがさず、棒を思い切り振り切った。手のひらに重い衝しよう撃げきが伝わり、サディアスがよろめいた。

　生気を集めて作り上げた仮かり初そめの体だ。細かくほどき繫ぎ合わせることができる体には、打だ撃げきは効かず、刃は物ものも銃じゆうも無効だった。

　しかし、それだけではない。

「忘れたのか？　その体は万ばん能のうじゃない」

　美言はささやき、大鎌ごとサディアスの体を薙ぐ。手応えはない。だが、それでいい。美言の一いち撃げきをよけようとサディアスが床を蹴る。体が消え、空中回かい廊ろうに現れる。美言は即座にあかねから銃を奪うばい、照準を定めて引き金を引いた。

　サディアスの姿は一瞬で消え、耳をつんざくような銃声とともに壁に穴が開いた。

「なにを言ってるんですか？　この体が万能ではない？」

　悠ゆう然ぜんと問いながらサディアスは床に降り立った。美言はかまわず、再び引き金を引いた。銃声とともにサディアスの体がのけぞるのを見て口角を引き上げる。

　続けて撃うち込んで、それでもなお平然と立ち上がる死神に目を細めた。

「万能でしょう？」

　サディアスの問う通り、彼の体には傷一つなかった。呆あきれるほど丈じよう夫ぶだ。それでも倒たおす手段はある──そう思った矢先、彼の体が消え、それと同時に肩かたに違い和わ感かんを覚えて息を吞む。

　油断した。肩に深々と刺ささる大鎌を見て美言が舌打ちすると、あかねが悲鳴をあげた。

「大だい丈じよう夫ぶだ、この程度なら」

「──そうですね。まだまだ遊んでくれないと、私も退たい屈くつです」

「なに言ってるんだ？　もうタイムリミットだ」

　サディアスの腹に銃口を押しあて引き金を引くと、銃声とともに彼の体の一部が損そん壊かいした。

　美言はへたり込むあかねに銃を返し、火かき棒を握にぎりなおす。

「だいぶすり減ったみたいだな。まあ、普ふ段だんのルイスを見てれば納なつ得とくの状況だが……やっぱりお前も紛まがい物ってわけか」

　美言の言葉にサディアスは己おのれの体を見、次いで大鎌を振ふり仰あおぐ。血のように赤かった刃は色が抜ぬけ落ちたようにうっすらと桃もも色いろに変化し、その一部が崩れかけている。

　異変にサディアスの顔が引きつるのが見えた。

「真っ赤な大鎌の維い持じっていうのはどのくらいの生気を使うんだ？　体の修復は？　単純にほどけたものを繫つなぎ合わせたわけじゃないから、それなりに減ってるんだろ？」

「自分も怪け我がを負っていることを忘れないでください」

「この程度──知り合いに、器用な死神がいる。なんの問題もない」

　サディアスの体はわずかにぼやけ、生気の補ほ充じゆうが必要なことを伝えてくる。あと一押しで追い詰つめることができる。美言が火かき棒を強く握りしめて一歩踏ふみ込むと、体の維持より戦いを優先したのか大鎌の色がわずかに濃くなった。

　美言も斬られる覚かく悟ごでさらに近づく。刹那、サディアスがはっとしたように顔を上げ、即座に床を蹴けって消えた。

　逃げたにしては反応がおかしい。まさかと思い、美言は胸を押さえて座り込むあかねを抱き上げ階段を駆け上った。廊ろう下かへ出ると、迷うことなく手前のドアを蹴り開けた。

　先刻、強い違和感を覚えた部屋だった。カーペットが崩れ、あらゆる家具が城とともに朽ちていく中、この部屋にだけは建物全体にまとわりつく没ぼつ滅めつの空気以外のものがあった。

　ぽつりと置かれた状態のいい椅い子すと、なみなみと水が張られた器うつわ。

　荒こう廃はいする城の空気を無視したような不可解なアイテム。

　なにかがある──そう確信した。だからこそ、サディアスが消えた直後、この部屋に向かったのだ。そして、目を凝こらす。ありったけ、過去の自分を揺ゆさぶり起こすつもりで。

　すぐに膝ひざをつくサディアスが見えた。そこを起点に視線でたどる。すると、彼の手が伸のびた先に奇き妙みような格こう子しが複雑に絡からみ合いながら円形に広がった。さらにその、奥──。

　美言は息を吞のんだ。

　体の一部分どころか全体が消えかけ、損そこなわれようとしている男が床に伏ふしていた。

　美言はあかねを下ろすなり迷いなくその場に飛び込んだ。異変に気づいたサディアスが緩かん慢まんに振り向くのを見ながら、彼が差し入れた格子の穴から自分の腕を強ごう引いんに差し込む。ルイスの腕を摑んだはずなのに感かん触しよくがない。指をすり抜けるルイスの腕に苛いら立だちを感じながら驚きよう倒とうするサディアスを突き飛ばす。そして、穴から四苦八苦しながら引っぱり出したルイスの手を自分の肩に──先刻サディアスに斬りつけられた場所に強く押し当てた。

「世話をかけさせるな、バカ野や郎ろう」

　ささやいた直後、目がくらんだ。慣れた感覚だ。ルイスが人形屋や敷しきにいたときは頻ひん繁ぱんに遭そう遇ぐうし、そのたびに不快に思っていた。

「もっと通じやすい部分でないと奪いづらいんだけどね」

　美言はめまいを覚えながらも聞き慣れた声に苦く笑しようする。ゆらりと立ち上がったルイスが一ひと振ふりするとその手に大おお鎌がまが現れた。それを大だい胆たんに振り回すと、格子は高い金属音とともに一瞬で崩ほう壊かいし、薄うすぼんやりとしていたルイスの体が鮮せん明めいになった。

　ルイスは前のめりになる美言の体を軽く受け止め、するりと首筋に唇くちびるを寄せた。

「ごめん、もう少しちょうだい。生命維持分は残しておくから」

　ささやいて直じかに触ふれてきた唇は氷のように冷たかった。総毛立って突き飛ばそうとしたがもはや力が入らず、その肩を軽く押し戻す程度の抵てい抗こうしかできない。心配して捜さがしに来てやったというのにひどい仕打ちだ。だが、ルイスがそうする理由がわかっていたから、それ以上の抵抗は放ほう棄きした。

「ありがとう。どうやら僕は、彼と決着をつけなくてはならないらしい」

　思いつめた声が耳元でささやく。美言はなにも答えず、行けと告げる代わりにルイスの肩をもう一度軽く押し戻した。

　それだけで伝わったらしい。

　ルイスはするりと立ち上がり、あかねに大鎌を這はわせて対たい峙じするサディアスに向き直った。







　油断していた。その一言に尽つきる。

　美言が腕を伸ばすとそれは途と中ちゆうから消え、サディアスを突き飛ばしたあと美言が手を引くと、何もない空間から別の人間の腕が伸びてきた。ホラーだ。今までも充じゆう分ぶん奇き妙みような体験をしてきたにもかかわらずあかねは呆あつ気けにとられていた。

　美言がその手を自分の肩にくっつけ、その直後、足下に花園が広がると同時に大鎌を持ったルイスが現れた。あかねの目にはそうとしか見えなかった。そして、今──。

「本当に器用ですね。魂に負った傷の応急処置にしてはよくできてる」

　あかねはサディアスの人ひと質じちとなり、大鎌をかまえるルイスと真っ向から向き合っていた。再会の喜びはほんの一瞬で消え去り、恐きよう怖ふ心しんが頭をもたげる。

「その大鎌で私を狩かれると思っているなら間ま違ちがいです。私たちにはそんな能力はない」

　サディアスの言葉を静かな表情で聞いていたルイスは、ちらりとあかねに視線を投げた。その眼まな差ざしは後こう悔かいに揺れ、少し苦しげな光を帯びていた。

「彼女を解放してくれないか？」

「人質交こう渉しようならもっとうまく話を切り出すべきですよ」

　サディアスは冷れい徹てつに返す。そして、これ見よがしにあかねの首筋に唇を這わせる。嫌けん忌きに全身が震ふるえ、あかねはぎゅっと両目を閉じた。

「もっとも、彼女は人質であると同時にエサでもあるのですが……せっかく集めた生気の大半を失ってしまいました。でもまだここにある」

「やめろ。彼女は巻き込むな。これは、僕とお前の問題だ」

「……なにを言ってるんですか？　あなたを苦しめる駒こまであるのなら、ましてや関係者であるのなら、部外者ではありませんよ」

　だから、どうなろうとかまわない。サディアスは言外に告げる。あかねの首に薄うす桃もも色いろへと変化した大鎌の刃やいばをあてながら。

　あかねは息を吞み、大鎌から視線をはずした。

　必死で隠かくしているようだが、サディアスの息はひどく荒あらい。本当なら撤てつ退たいし、体勢を整えたいに違ちがいない。それでもなおここに留とどまるのは追つい尾びを恐おそれたためか、あるいは──。

「僕はいい。なにをされても文句は言えない。お前の善意を知っていた。心を砕くだいてくれたことも充じゆう分ぶんわかっていた。そのうえで、無視し続けたんだ」

　ルイスの言葉を聞くサディアスの手にぐっと力がこもる。

「すべてが無む駄だになるとわかっていたから。サディアス、お前がしてきた努力は、僕が無駄だとわかってあきらめたものばかりだったんだ」

「……言っている意味がわかりません」

「母上は、僕を認めたりはしない。どれほど従順になっても、賢かしこくあっても、たった一つ──血のつながりがないという理由で、もう、愛する対象ではなくなっていたんだ」

　ぴくりとサディアスの体が揺れる。そっと見上げると、彼は大きく目を見開いていた。

「それでもお前に期待した。あきらめたふりをして、ずるいことを考えた。誰からも愛されるお前なら、母上の心を変えられるかもしれないと、そんなことを考えた」

　自じ暴ぼう自じ棄きの裏側にわずかに残された希望──知らず重荷を背負わされたサディアスは、さまざまに働きかけた。シャルルにとって彼は決して好ましい相手ではなかったけれど、普段であれば忌き避ひする人間をルイスのためだけに受け入れようと努力をしていたのも事実だった。

「……私は、なにもできなかった」

「はじめからどうにかできる問題じゃなかったんだ。……僕は、どうやら鈍にぶいらしい。大切なものは、いつも失ってからしか気づけない。本当に愚おろかな男だ」

　ルイスが大鎌を消した。そして、動どう揺ようするサディアスに両手を広げる。

「サディアス、僕を苦しめたければ好きにするといい。檻おりに戻もどれと言うのなら、戻る。だからもう、無関係な誰かを巻き込むのはやめてくれ。ああ……そうか、今は檻が作れないのか。僕はああいう器用なことはできないし……ごめん、少し、欲よくが出た。檻を壊したら君に気づいてもらえるなんて……僕もつくづく浅はかだな」

　そう告げて、ルイスはサディアスに囚とらわれたまま泣きそうに顔を歪ゆがめるあかねを見た。視線はすぐにはずされて、彼はもう一度まっすぐサディアスを見つめる。

「美言の生気を渡わたすからもう一度檻を作ってくれないか？」

「ルイス！　いい加減にしろ！　俺がなんのために、ここまで来たと……っ」

　じりじりと様子をうかがっていた美言がたまりかねて声をあげる。ルイスは振り返り、辛つらそうに顔を歪める美言を見て困ったような笑えみを浮うかべる。

「考える時間がたくさんあったんだ。嫌いやになるくらいたっぷりと。はじめはただただ憤いきどおった。この理り不ふ尽じんな仕打ちに。次に過去を知った。そうするとねえ……」

　ふっと、ルイスが笑った。

「裏切り者って言葉が、胸に刺ささった。僕はそれだけのことを彼にしたんだ。唯ゆい一いつの友に。償つぐないをしたいと思っても、彼は耳を塞ふさぐばかりで……これでようやく、償える」

「……セリーヌ・バリエのことはどうするんだ？　もうどうでもいいのか？」

　美言の問いにルイスの肩かたが揺れる。

「あかねのことは？　あきらめるのか？」

「……君、ここで僕をたきつけるのは卑ひ怯きようじゃないの？」

「逃にげようとしてるお前のほうがよっぽど卑怯だ」

「……僕がここでなにをしてきたと思う？　君たちが仲良く旅をする姿をね、ずっと、ずーっと見せられたんだ。嫉しつ妬とで胸が焦こげ落ちるかと思ったよ」

「な……っ!?」

　美言が赤くなり、あかねは胸中で悲鳴をあげた。なにか特別きわどいことをしたわけではない。が、思い出すとドキドキと胸が苦しくなる類たぐいのことはしてきた。

「割り込む隙すきがどこにあるっていうんだ。それともなに？　僕が道どう化けのように君たちのあいだで踊おどる姿を見たいから戻ってこいとでも？　ああ、もしかして、あかねに本気じゃないから僕みたいなクッションが必要なのかな」

「違う」

　きっぱりと美言が否定する。それがなにに対してなのかわからずに、あかねは混乱とともにぎゅっと胸を押さえた。

「君が彼女を好きだというのなら、……この先も彼女を守るというのなら、僕は、僕の成すべきことをしようと思う」

　そう言って、青ざめたまま立ち尽くすサディアスに向き直る。応こたえるようにサディアスはあかねを解放し、ずるずると座り込んだあかねの脇わきをすり抜ぬけ歩を進めた。大おお鎌がまが伸のばされ、ルイスの首にかかる。一いつ切さいの抵抗もなくそれを受け入れてルイスはじっとサディアスを見た。

「……これで終わりですか？　あっけない」

「けど、お前は充分に楽しんだだろう？」

「……ええ、そうですね。ですが、まだ足りない」

　大鎌を持つサディアスの手に力がこもる。そのとき彼がなにを考えていたのかあかねにはまるでわからなかった。ただ、手には武器があって、いつでも使える状態だった。無意識に撃げき鉄てつを起こし、両手でしっかりと構える。そして、ほとんど無意識に引き金を引いた。

　刹せつ那な、響ひびき渡る銃じゆう声せいに誰もが息を吞のんだ。

　ただし、引き金を引く拍ひよう子しに銃口が下がり、しかも照準がまるで間違っていたので壁かべに一つ穴を増やしただけの結果に終わった。サディアスは肩かた越ごしにあかねを振ふり返り、小さく笑った。ひゅっとあかねの口から奇き妙みような音が漏もれる。弾たまが出た──引き金に指をかけておきながら、その衝しよう撃げきが大きすぎて次の行動に繫つながらない。

　サディアスはそんなあかねから視線をはずし、無造作に大鎌を振り切った。あかねが小さく悲鳴をあげる。大鎌はルイスの体をわずかに崩くずす。けれど、それだけだ。

「死神は天てん啓けいを受けるのですよ。人とは違う場所で世界と繫がっている魂たましいがそんなに簡単に切れるわけがないでしょう。しかし、幾いく度ども斬きれば生気は失われ、今の形が維い持じできなくなる。そうなれば意識さえ保てず、あなたは再びあの屋や敷しきに縛しばられて永久に狂くるう。それでも……」

　ルイスが答えずに目を伏ふせると、サディアスはじっと彼を見つめてから口元を歪ゆがめる。

「人形屋敷の二階──」

　サディアスの唐とう突とつな話題転てん換かんにルイスは伏せていた目を上げる。

「一番奥には、住人がいるにもかかわらずずっと空室扱あつかいされた部屋があります」

　美言が入るなと言っていた部屋だ。その部屋の中から一度として物音が聞こえてきたことはない。人が、いるはずがないのだ。ようやく呼吸を整えたあかねは、混乱しながらもこわばった指を一本ずつ銃から引きはがし、サディアスとルイスを見た。

「あの部屋にはドールがあります。彼が作っては壊こわしている黒くろ髪かみの女性のドール」

　どきんっと鼓こ動どうが跳はねる。

　作っては壊し、壊しては作り、いつまでたっても完成しないドール。

　はじめてそれを見たとき不気味だと思った。だが、霜しも月つき祭さいを機に考えが変わった。本当は、魅み了りようされるまま作り上げられたあの空間が怖こわかったのだ。そして、死と空くう虚きよを詰つめ込んだ美しき幻げん想そうに、美言自身がつねに向き合い囚われている事実が恐ろしかった。

「あのドールには少女の魂が封ふうじ込められています」

　美言が大きく目を見開いた。やや遅おくれてルイスも目を見張る。

「封じたのは私です。……ルイス、あなたを死神にする少し前のことです。あの屋敷で、ある少女が息を引き取ったのは」

「その、少女の、名は……？」

　美言があえぐように問いかけた。

「橘三春。彼女の魂は黄泉よみの門をくぐることなくあのドールの中にいる」

　順番が、あべこべだ。

　死後、なんらかの理由で黄泉の門をくぐり損そこねて散り散りになってしまう魂がある。それを集めるために作られるのがドールだ。そのドールに、人の魂を封じ込めるなんて──。

　美言がうめき声をあげた。

「彼女は二度、輪りん廻ねの輪からはずされた」

　サディアスの言葉に、あかねは鼓動が激しくなるのを感じた。

　まさか、それは──そんな予感が苦いものとなって口こう腔こうに広がる。

「一度目は、セリーヌ・バリエとして死んだときに」

　次はルイスがうめく番だった。あかねは悲鳴をあげそうになる口を両手で押さえた。

　近くにいた。こんなにも、驚おどろくほど近くに会いたいと願い続けた相手が。

「そして、稀き代だいの人形師は再び類い稀まれな異才をもって生まれ変わり、橘三春としての短い生しよう涯がいの幕を閉じた。……さあ、どうしますか？　彼女は黄泉の門をくぐることなくいまだ誤った方法で世界に繫がれている。彼女を救いたいですか？　この大鎌を振り払はらって行きますか？」

「ルイス！　行け！　三春を送れ!!　それが俺との約束だ！　三春を自由にしろ！」

　強い美言の言葉が空気を震ふるわせた。耳をおおいたくなるような悲痛な叫さけびだ。そんな美言にルイスは顔を歪めてゆるく首を横にふった。

「だめだ。……ごめん、美言。全部終わったら……何年かかるかわからないけど、それでも、なにもかも終わったら、必ず黄泉の門に送る。だから……」

　ルイスがあえぐように訴うつたえると、首にかけられた大鎌がわずかに引かれる。

「あれほどこだわった女を見捨てると？」

　サディアスの声がどこか痛々しく問いかけた。ルイスは大鎌を無視して跳とぶこともできる。けれど今は、それをしない。どれほど行きたくとも目の前にいる男から視線をそらさない。

　ルイスの拳に力が込められた。

　大鎌の刃やいばがルイスの肌はだに食い込む。それが迷うように一いつ瞬しゆんゆるみ、もう一度ぴたりと首にあてられた。

「やめてください！」

　あかねはたまらず叫んだ。

「ルイス様はあなたが亡なくなってからずっと悔くやんでいたんです！　自分が庶しよ子しだったことを黙だまっていたせいで大切な友人を亡くしてしまったって、ずっとずっと後こう悔かいばかりで……!!」

「……もういいです」

「でも、き、聞いてください。葬そう儀ぎのときも、ルイス様は悲しんでいました。それは、噓うそじゃありません。ただ、衝撃が強すぎて、だから──」

「もういいと言ってるんです」

「サディアス様」

「がっかりです。もっと気き骨こつのある男かと思っていました。こんな男のために……」

　溜ため息いきをついて顔を伏せる。

「私が、この世に縛られる義理はない。──もう解放して差し上げますよ、ルイス・ブラン。人形屋敷に行きなさい。それで、すべて終わる」

　とんっとサディアスが床ゆかを蹴ける。それだけでその体は空気にほどけて消え部屋一面に広がった花たちも消えた。

「な……なんだ？　逃にげたのか？」

　美言は呆あつ気けにとられて目を瞬またたき、すぐにはっとしてルイスを見た。

「おい、三春の……ああ、この場合はセリーヌなのか？　とにかく、人形屋敷に行け」

「……だめだ。君はその状態じゃ動けないし」

「俺のことはいい！　さっさと行け！」

　美言が絶ぜつ叫きようするが、ルイスの反応が鈍にぶい。まるで迷っているような、あるいは──。

「怖いの？」

　あかねが思わず問いかけると、ルイスが肩かたを震わせた。

「そんなはず、ない。ちょっと動どう揺ようはしてるけど……あんなに捜さがしてた相手に、こんなふうに会えるとは思わなくて」

「感傷に浸ひたってる場合か！　あの男がなにかしてたらどうする気だ!?」

「……だから、君たちのことも心配なんだよ。僕がいない隙すきにサディアスが生気を集めて戻もどってくるかもしれない。また襲おそわれたらどうするの？」

　ルイスの声はどこか頼たよりない。それを聞いた瞬しゆん間かん、ぴくりと美言の顔が引きつった。

「あかねは俺が守ってやる」

「──動けもしないくせに、守るなんて軽々しく言わないほうがいいよ」

「うるさい、黙れ。惚ほれた女なら守って当然だ。お前もぐだぐだ言ってないで、きっちりけりをつけてこい！」

　美言の一言であかねの体が大きく揺ゆれる。聞き間違いかと顔を上げると、立ち上がった美言が緩かん慢まんな動きでルイスの向こうずねを蹴ろうとするのが見えた。

　驚いたルイスはそれを軽々とよけ、複雑な表情で笑う。

「君は本当にお節せつ介かいだね」

　足が、とんっと床を蹴る。

「ありがとう」

　言葉を残してルイスが消える。それを見送ってから美言はぐったりと壁かべに背を預けた。

「ったく、この状じよう況きようで躊躇ためらうやつがあるか」

　迷う背中を彼なりの方法で押してやったのだろう。あとで後悔しないよう、それもまた彼の優やさしさであるに違ちがいない。あかねは痛む足を庇かばいながら立ち上がりよろよろと彼の元へ近づいた。短く繰り返される呼吸は荒あらく、驚くほど頼りない。

「近づくな。お前まで体調が悪くなるぞ」

　美言はきっぱりと言った。あかねはそんな彼の前にひざまずき、ぎくりとするように身を引く彼に手を伸のばす。そのとき、ふいにルイスとの会話を思い出した。

　──ただ、今日一日で生気が異常に減って、かなり危険で……

　──なにが危険なの？

　──だ、だから、つまり──僕とキスすると、君の体調もよくなるんじゃないかなって。

　霜月祭の準備で疲ひ弊へいし、体がとても辛つらかったときの会話だ。あのときあかねは、脈みやく絡らくのない提案にからかわれたのだと憤ふん慨がいした。しかし今考えると、サディアスに斬きられ、そのときの記き憶おくを封じられたあかねを、ルイスが四苦八苦して助けようとしてくれていたのだとわかる。知らぬ間に、さまざまな形で守られてきたのだ。

　だから今度は。

　意を決して身を乗り出したあかねは、ぎょっとするように美言が体を横にずらしたのを見て動きを止める。だが次の瞬間、思い直したように近づいてきた彼が、あかねが残した躊躇いの距きよ離りをあっという間に埋うめてしまった。

　ちょんっと触ふれ合った唇くちびるは、キスというより一次的接せつ触しよくと呼ぶにふさわしい軽いものだ。けれど、心臓は壊こわれそうなほど暴れ、目を開けることさえできない。

　いったん離はなれた唇は、頰ほおに手を添そえられると同時にわずかに深くなった。今度のキスは確かく認にんするように慎しん重ちようで、ついばむという表現がぴったりだ。唇同士が深く触れ合って、その感覚にぞくりとした。

　と同時に全身から力が抜ぬけ、あかねはすとんと美言の胸に収まった。力の入らなくなった指で美言の服を摑つかむと力強く抱だきしめられる。

「わ、私が辛くなったってことは、美言さんが楽になったってことですよね？」

　じゃれつくように耳元に口づけされ、あかねは身をすくめながらもなんとかそう尋たずねた。魂たましいが傷ついた者同士、生気の容量が多いほうから少ないほうに流れたのだとおおざっぱに判断していると、それを肯こう定ていするように美言が「ああ」と返事をする。しかもやっぱり耳元で。

　これではとても心臓がもたない。逃のがれようと顔を上げると、今度はキスを求めるように顔が近づいてきた。

「す、すみません、これ以上は無理です……!!」

「……すごいな。心臓がバクバクしてる」

　くすりと笑われ真っ赤になった。美言さんの心臓だって！　と抗こう議ぎしたかったが、キスをあきらめてくれたらしい彼の唇が笑いを含ふくんだまま首筋に押し当てられ、軽い悲鳴に変わった。それがちっとも嫌いやではなくて、あかねはますます狼狽うろたえる。

「あ、あの、サディアスさんが来るかもしれないですよ!?」

「棒くらい振ふり回せる」

　前向きなのか後ろ向きなのか、美言はやっぱり動じた様子もなく腕うでに力を込める。苦しいけれど心ここ地ちよくて、あかねは脱だつ出しゆつをあきらめて真っ赤になった顔を広い胸に埋うずめた。

　そしてそのままの体勢で、そっと口を開く。

「私、サディアスさんに三回斬られているんです。だから、たぶん……」

　言葉を遮さえぎるように、美言があかねの背中をぽんぽんと叩たたく。

「……なにも言うな。そばにいてやる。だから、……心配するな」

　耳元で柔やわらかくささやかれ、あかねはおずおずと美言の背中に腕を回す。

　応こたえるように、抱きとめる美言の腕に力が込められた。

[image: ]







　見慣れた人形屋や敷しきの見慣れない一室に、ルイスはこの日はじめて足を踏ふみ入れた。

　家具の配置はずいぶん変わったが、そこは短い彼の生しよう涯がいの中で、もっとも愛した人とともに時間を重ねてきた場所でもあった。

　あのときの情熱は郷きよう愁しゆうにも似た思いとなって胸の中を静かに満たしている。それを不思議に思いながらルイスはゆっくりと部屋の中央に置かれた椅い子すに近づいた。

　そこには作りかけのドールと、そのドールのそばに寄りそう少女がいた。姿形はまるで違うのに、はつらつとした赤毛の少女の姿がきれいに重なる。

　やっと──そんな思いが胸の奥に広がった。息が震ふるえた。笑おうとしたのに失敗し、ルイスはそっと息を吐はき出した。

「セリーヌ……ああ、今は三春か？」

　彼女はぱちぱちと目を瞬いた。そんな表情も以前と同じで既き視し感かんに心が痛くなる。

「ルイス？　え……ええ!?　ずいぶん雰ふん囲い気きが変わったのね。てっきりあの時代がかった派手な服で、花束片手に会いに来てくれるかと思ったのに！」

「それは君の趣しゆ味みだろう。僕は君が指示するように花束を持って会いに来て、ばったりシャルルと鉢はち合あわせして、とても恥はずかしい思いをした」

　するりと過去の自分が出てきて、ルイスは少し苦く笑しようをする。

「……サディアスは、黄泉よみの門へ行ったの？」

「え？」

「黄泉の門辺りはこの世界とは造りが違うから、サディアスが行けば力の供給が失われるって言われたの。そうしたら封ふうじる力も消えて、私も好きなように動けるだろうって。……でも、ドールは未完成なのよね。困ったわ」

　そう告げる彼女は、記憶にある彼女とは別人のような顔で小首をかしげた。

「サディアスが、黄泉の門へ……？　また襲ってくる気じゃなくて？」

　混乱してもごもごと口の中で疑ぎ問もん符ふを並べると、三春の姿をしたセリーヌはゆっくりとドールから離れた。亡なくなった当時のままの服なのか、それとも彼女のお気に入りの服なのか、彼女は晴れ渡わたった空を思わせる真っ青なワンピースと磨みがき込まれた革かわ靴ぐつを履はいて、すらりと細い足で絨じゆう毯たんを踏む。

「サディアスになにも聞いてないの？」

「なにも……君を、ドールに封ふうじたって言っただけで」

　三春の足がぴたりと止まる。仕方ない人ねえ、そんなつぶやきとともに彼女が振り返った。

「私、生まれつき体が弱くて短命だって言われてたの。だから、自分の魂を留とどめておくためのドールを作ろうと思ってたのね。間に合わなかったけど。そんな私の魂を狩かりに来たのがサディアスで……あれはもう、衝しよう撃げきの再会としか」

　うんうんと三春の姿でセリーヌがうなずく。

「黄泉の門をくぐると記憶を失うって聞いて、抵てい抗こうしたの。前世で私にひどいことをしたんだから、今回は見み逃のがせって、私の言うことを聞けって抗議した。そうしたら、私の魂をドールに封じてくれたの。本当は死神になりたかったけど、私の魂は弱すぎてだめだったのよ」

「……君が願ったのか？　ドールに封じられることを？」

「そうよ。他ほかの死神に見つかっちゃうと狩られちゃうから、念入りに隠かくしてって頼たのんだの」

「サディアスは、そんなことは一言も言わなかった！」

「いじわるされたのね」

　さらりと言われてルイスは絶句する。いじわるなんてレベルじゃなかった。あかねは魂が危険にさらされ、美言も斬られ、ルイス自身もギリギリまで追い詰つめられたのだ。

「わけがわからない」

「……どうせあなたが知らないうちに傷つけたんでしょ。彼はいつもあなたのことで頭を痛めていたみたいだから」

　これに関しては身に覚えがあるのでルイスは反論もできなかった。サディアスが三春の言うことを聞いたなら、そのときは怒いかりが収まっていたに違ちがいない。それがぶり返したということは──恋人セリーヌのこと以外すべて忘れていたことも原因に挙げられるのだろう。

　三春はゆっくり椅子に戻もどり、そこに腰こしかけた作りかけのドールに触れる。壊れ物を扱あつかうような、慎重で繊せん細さいな手つきだ。

「君はどうして……ドールに留まったんだ？」

「……言われたのよ、サディアスに。ルイスが妄もう念ねんだけでこの世にしがみついて離れようとしないって。私の肉体はあなたが正気に戻るまでもちそうもなかったし……だから、封じてもらった。ルイスとこうやって向き合えるようになるまで」

「僕に、会うために？」

「泣いているんじゃないかって思ったの。私、美言とは違って前世の記憶を持って生まれちゃったから……あなたのことが気になって」

「え……？」

　状じよう況きようが吞のみ込めずに茫ぼう然ぜんとするルイスのために、三春はゆっくりと言葉をつむぐ。

「セリーヌ・バリエの魂は母体の中で二つに分かれた。でも、すべてが均等に半分ずつっていうわけにはいかず、比重は私のほうがはるかに多くて……あ、これはあの子には内ない緒しよね？　人形作りはあの子の性に合うって感じたからすすめたけど、過去に囚われるのは私だけでいいって、そう思ってたから」

　そう言って、三春は笑った。

　それは、セリーヌが死ぬ間際、ルイスに見せたものと同じ微笑ほほえみだった。

　柔らかく透とう明めいな、なにもかもを受け入れる者の笑えみ。

「本当はね、ドールとして生き続けて、一人ぼっちに違いないあなたを見つけてずっと一いつ緒しよにいようと思ったの」

　セリーヌとして生きていた彼女が床とこに伏ふしたとき、自分はどんな顔をしていたのだろう。生まれ変わってなお降り注そそぐ愛情にルイスは言葉もなかった。

　光の下に移動した彼女は、まぶしいくらい晴れやかな笑顔で両手を広げる。

「でも、大だい丈じよう夫ぶね。あなたは一人じゃないのね」

　彼女の声を聞くうち、いつの間にかルイスは大おお鎌がまを握にぎっていた。

　ルイスはゆっくりと大鎌を振り上げる。足下には白い花が咲さき乱れていた。

　一いつ閃せん、光の粒つぶが舞まい上がった。

　遅おくれて一いち陣じんの風が部屋を巡めぐり、花弁を舞い上げルイスの髪かみをゆらした。

「ありがとう」

　ささやきは空気に溶とけ、ルイスは大鎌を消し去って目を閉じた。







　エピローグ




「み、美言さん、本当に行くんですか!?」

　日本に帰ってきてから二週間後、足の怪け我がも全快し──どころか、町中がクリスマスイルミネーション一色になった頃ころ、あかねは美言に引きずられるようにバスから降りた。

「行くに決まってるだろ」

「今度にしませんか？　ほら、今日は、クリスマスプレゼントなんかを買って」

「もう買った。クリスマスツリーもある」

　普ふ段だんぐうたらと日々を過ごすくせに意外と行動力がある美言にあかねが慌あわてる。

「……ほ、本当に行くんですか？」

「くどい。はじめからその予定だっただろう」

「でも、家には一度来てくれたじゃないですか。年配の大家さんが、菓か子し折おりもって」

　今日はあらかじめ都つ流る木ぎ家にあいさつに行くと言われ、同行を求められていたのだ。一応美言は〝人形荘そう〟の大家という立場であかねに部屋を貸していることになっている。実際は人形屋敷の一室を間借りしているだけなのだが、それでも、あいさつはすでにすませてあった。

　相談されたときは律りち儀ぎな美言に感動して快かい諾だくしたが、あと五分で実家に着くというときになって及および腰ごしになってしまった。

「あれは大家のふりした秘書の加か賀がだろ」

　どちらの秘書さんなのかと怪け訝げんに思って見上げると、美言は大げさに咳せき払ばらいをした。

「今日は違う。恋人としてのあいさつ。……いや、もういっそ結けつ婚こん前提と伝えたほうがいいか。今後のためにも」

　あかねはとっさに両足を踏ふん張った。手をしっかりと繫つないでいたため、美言がちょっと前のめりになって足を止める。

「そっちのあいさつですか!?　そ、そういうのは、もっと軽く、遊びに行くついでにあいさつするのが普ふ通つうだと思いますが！　け、結婚も、どう考えても早すぎます！」

　あかねは悲鳴をあげた。高校一年生、十六歳、冬──晴れて両思いとなった恋人は五つ年上の人形師で、引きこもりの大学生。フランス旅行を機に禁きん煙えんに成功。理由を訊きいたら「キスの味が悪くなる」と、冗じよう談だんなのか本気なのか、色っぽくも恐おそろしい答えが返ってきた。

　──フランスから帰ってきて、いろいろと変化があった。

　まず第一に、ルイスがいなくなったこと。美言の魂たましいに負った傷をくっつけてもらうついでに話を聞いた火の玉をした死神は──あかねには見ることはできなかったが──黄泉よみの門へ向かうルイスを見たという話を聞かせてくれた。しがらみがなくなったんだ、めでたい門かど出でだ、死神はそう言ったらしい。まだ心の整理がつく状じよう況きようではないし寂さびしいと感じてしまうが、あかねは死神の言葉を胸に深く刻んだ。

　その死神は、去り際ぎわに生気のこまめな補ほ充じゆうを推すい奨しようしていった。許容量が少なくて傷の大きいあかねのほうが危険なので、よほどのことがない限りあかねは美言からもらうばかりになる。触ふれ合っているだけでも補充はできるが、通じやすい場所なら接せつし触よく時間は短くてすむ。よって、人形屋敷では日夜「美言さん、手を繫ぎましょう」「仕事にならない。キスさせろ」「キスはちょっと……」「だったら一緒に寝ねるか？」「無理です」「じゃあキスで」「う」という、不ふ毛もうきわまりないやりとりが繰くり広げられるようになった。

　フランス旅行は早々に親友たちにバレ、恋こいにブレーキはないと苦く笑しようされたあと「婚こん前ぜん旅行でキス三回なんてヘタレなんじゃないの？」という言葉と「愛されてるから大切にされてるんでしょ」という言葉を、艶子と蘭のそれぞれから賜たまわった。婚前旅行の部分は訂てい正せいしたが、今はむしろ進しん捗ちよく状じよう況きようの問いに頭が痛い。

　そして第二に、リョウがいなくなったこと。外そと見みであるドールはなぜか三春の部屋にあり、中身であるリョウの意思だけが忽こつ然ぜんと消えていた。この件に関しては完全に想定外で、ルイスと同様にどんなに捜しても彼を見つけることはできなかった。

　今、人形屋敷には美言とあかねの二人しかいない。

　そして訪おとずれた一大イベント、美言の都流木家訪問だ。呼び鈴りんを押す彼に真っ青になる。

「そ、そうだ！　美言さん、旅行中に伝えたいことがあるって言ってたじゃないですか！　お城に行く直前！　そのことを話しましょう！　これからファミレスで!!」

「……そのことでここまで来たんだ。どのみちお前は俺がいないと生きていけない。だから俺は、お前より一秒でも長生きして、お前が死神の大鎌で狩かられるまで見ていてやるつもりだ」

　ずっとつきまとってきた不安を、美言が言葉で柔やわらかく包み込んでくれる。

「好きだったらそばにいろ。嫌いやだったら利用しろ。俺はそれでいい。……お前が学生である以上、この形が今は最良だ。この先どんな形になっても、な」

　静かな声にあかねは息を吞のむ。若い男女が二人きりで生活する。その危あやうさを正当化するために、彼は彼なりの方法でいくつもりらしい。

「……私のためですか？」

「借金問題もある。なにより俺は健全な男子だ。いつまでもおあずけ食くらわされてたまるか」

「や、やっぱりやめましょう！　あいさつは後日で！　一年後とか、三年後とか！」

　しかし残念なことにドアが開き、芽衣子が顔を覗のぞかせる。あらかじめ行くと伝えてあったが、そこに美言が同どう伴はんするとまでは言っていない。だから彼女はひどく驚おどろいた顔をし、すぐになにかを察したらしくにっこりと微笑んで玄げん関かんドアを大きく開いてくれた。

　通された居間には両親と長兄の友樹がいた。

　友樹はあかねと美言を見た瞬しゆん間かん、見事に凍こおり付いた。

　手を繫いで登場、なんて荒あら業わざをしてしまったからに違ちがいない。両親のほうはというと、意外にもちょっと驚いたように目を見開いただけで、きれいに動どう揺ようを隠かくし去ってしまった。

　あかねは美言の隣となりに腰こしを下ろし、いつ話がはじまるのか、身をすくませて待った。美言に出会ってから、何度も心臓に悪いと思う場面に出くわしたが、今日もまた心臓に悪い一日になりそうだ。異変を察知した友樹が、いつ飛びかかろうかと様子をうかがうように身を乗り出すのが恐ろしくてたまらない。

　やがてドアがノックされ、紅茶を用意した芽衣子がやってきた。それぞれの前に紅茶が配られ、さあそろそろ戦いの火ぶたが切って落とされるぞ、そう思った刹せつ那な。

「もー、本当に見てられないな、君たちは！　さっさと切り出せばいいのに!!」

　聞き慣れた声とともに風が吹き、美言とあかねの背後に唐とう突とつに人の気配が現れた。

　両親と兄、ちょっと離はなれた場所にいた姉が、呆あつ気けにとられたようにあかねたちの後ろを指さした。それに応こたえるように、あかねと美言のあいだから第三者が顔を覗かせる。

　美言の口元がひくりと歪ゆがんだ。

「ルイス……!?　お前、なんで……!?」

「ごめんごめん。黄泉の門をくぐろうって思って行ったんだけど、死の御み遣つかいが不在で通りたくても通れなかったんだ。で、仕方ないから待ってたんだけど、サディアスが怨おん霊りように戻もどりそうで僕の生気を分けてあげたんだ。襲おそわれない程度に。そうしたらお礼に水鏡を見せてくれて、奥おく手てすぎる美言にいても立ってもいられなくてさ。二週間で進展なしって、あかねの気持ちを尊重するにしてもさすがにちょっと……」

「うるさい、黙れ！　さっさと成じよう仏ぶつしろ！」

　美言が怒ど鳴なる。ルイスは彼から視線をはずし、あかねを見てにっこり笑った。

「僕にはもうしがらみはないと思ってたんだけど、どうやらしがらみだらけだったみたいだ。君たち、吊つり橋効果を知ってるかな？　あかねが美言をパートナーに選ぶなら仕方がないって思ったけど、よく考えたら今回の一件はそれに類すると思うんだ。それに僕は捕つかまってて恋の鞘さや当あてに参加もできなかった。これで身を引くなんて、あまりにも短たん絡らく的じゃないか。美言が僕のために心を痛めてくれたことには感謝するよ。でも、それはそれ。あ、そうそう。リョウも成仏するつもりだったみたいなんだけど、水鏡を見てたら美言たちのことが心配になっちゃったみたいでね、一緒に戻って来ちゃった」

「戻ってくるな、死に損ぞこないが！」

　呆気にとられる都流木家の面々の前で、ご機き嫌げんなルイスと憤ふん慨がいする美言の会話が続く。ルイスは美言の怒鳴り声も心ここ地ちいいと言わんばかりににっと口元を歪めた。

「さあ、仕切り直しといこうじゃないか」

　かくして第二ラウンド、恋のゲームが幕を開ける。


〈了〉









　あとがき




『花宵の人形師』第三巻です！　最終巻です！

　お手にお取りくださってありがとうございます。著者の梨沙です。

　身長差のある組み合わせがすごく好きだったので、美言とあかねの二人は書いててとても幸せでした。あかねが抱だき上げられるシーンが多かった一冊ですが、これもひとえにあかねが小こ柄がらだったからこその展開！　小柄な女の子って可愛かわいいなあ。

　本編はこれにていったん幕を閉じました。一大決心をして都流木家を訪おとずれた美言でしたが、結局邪じや魔まされて一番肝かん心じんなことが言えずじまいという……（笑）。これからも、いつものメンバーでにぎやかに暮らしていくんじゃないかと思われます。

　イラストをご担当くださった悌太さん、最後までありがとうございました！

　そして、この物語にお付き合いくださいました皆みな様さまにも感謝を。好きなキャラたちを思い切り書けてとても楽しかったです。また次の物語でお会いできますように。





二〇一三年二月　梨沙　　












花はな宵よいの人にん形ぎよう師し




あるじ様さまの熱ねつ情じよう








梨り沙さ
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